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序文

財団法人千葉県文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究、文化

財保護思想、の酒養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され

以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の発

掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県文化財センター調査報告第330集として、日本道

路公団の千葉東金道路(二期)建設事業に伴って実施した山武郡山

武町栗焼棒遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では、大型の掘立柱建物跡が発見されたほか、古墳時代

の土器が多く出土するなど、この地域の古代の歴史を知る上で貴重

な成果が得られております。

刊行に当たり、この報告書が学術資料として、また埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として広く活用されることを

願っております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成10年3月31日

財団法人千葉県文化財センター

理事長 中村好成



凡例

1 本書は、日本道路公団による千葉東金道路(二期)建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は、千葉県山武郡山武町矢部字日向497-1ほかに所在する栗焼棒遺跡(遺跡コード

405-002)である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、日本道路公団の委託を受け、財団法人千葉県文化財センター

が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者、実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆はII-1、III-1の旧石器時代及びII-2、縄文時代の石器については技師 永塚俊司が

担当し、その他は副所長加藤修司が担当した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁生涯学習部文化課、山武町教育委員会、日本道

路公団の御指導、御協力を得た。また、古墳時代の一部の土器について原田享二氏、村山好文氏、石製

品の石材については高橋直樹氏の御指導を得た。

7 本書で使用した地形図は、下記のとおりである。

第1図、第4図 国土地理院発行 1/50、000地形図「東金J(N 1 -54-19-11) 

8 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。

9 本書で呼称した遺構番号は、編集の都合上、調査時の番号と異なる。

10 旧石器時代の出土遺物記号凡例は本文中に示してある。

11 竪穴住居跡平面図、床面上の破線範囲は硬化面を示している。竃のトーン部分は山砂等の構築材の遺

存範囲を示している。

12 土器実測図についての表現基準は以下のとおりである(図参照)。

①へラナデ

②へラ削り

=基本的には「輪積痕をへラによってナデ消す」技法を「へラナデ」とすべきであ

り、粘土積み上げ後の土器制作の第1段階の成形技法と言える。通常へラ削りや

へラ磨きに連続するが、へラナデで成形が終了する場合も多い。しかし、へラ削

りやへラ磨きとの区別が難しく、図示しづらい。暖昧な実測表現での混乱を避げ

るため、文章表現としている。

=器種問わず内外面とも図示しである。ただし、方向を示す矢印は図示せず「タテ、

ヨコ、回転j等の文章表現としている。

③へラ磨き =杯の内面はすべて文章表現としている。

④口縁部ヨコナデニ器種問わず内外面とも図示はしていない。すべて文章表現である。

⑤彩色処理 =赤彩は赤色印刷である。黒色処理は本来は専門家の観察によって「炭素吸着」と

漆仕上げ」の違いを明白にすべきである。しかし、量的な問題もあり、今回は先

学諸氏の報告を参照に、主に断面観察により、内部にまで色素が及んでいるもの

を「炭素吸着」、黒色や褐色平面範囲が明瞭で、内部にまで色素が及んでいない塗

膜状のものはすべて「漆仕上げJとした。炭素吸着はスクリーントーンで、漆仕

上げは「漆」と実測図に明記した。漆仕上げの範囲は文章で説明しである。



⑤須恵器 =断面を黒色で塗りつぶしてある。実線は稜線及びへラ削り範囲を示す。破線はロ

クロ痕を示す。

⑥ロクロ土師器 =実線は稜線及びへラ削り範囲を示す。破線はロクロ痕を示す。底部成形は原則と

して文章表現とした。
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I はじめに

1 調査の概要

(1)調査の経緯と経過

日本道路公団は、現在東金市山田台が終点((仮称)東金インターチェンジ)となっている千葉東金道路

の延伸を計画し、平成4年、東京第一建設局から、山武郡松尾町((仮称)松尾インターチェンジ)までの

事業地内(二期工事)における埋蔵文化財の有無について、千葉県教育委員会に照会がなされた。これを

受けて千葉県教育委員会は、事業地内には複数の遺跡がある旨回答し、協議の結果、記録保存の措置を講

ずることとなり、当文化財センターが発掘調査を実施することになった。事業地内の遺跡の数はその後、

現地踏査が数回実施された結果、最終的に25箇所となった(第1図)。その中で栗焼棒遺跡は(仮称)山武

インターチェンジ部分となるため面積も広く、遺構密度も高いと判断されたため、最優先で発掘調査が開

始されることとなった。事業地内の伐採、進入路問題等、事前の環境整備が整い、平成5年1月5日から

上層の確認調査が開始された。調査対象面積は当初は台地先端部の痩せ尾根地域を対象外としたため

第1図 千葉東金道路(二期)建設予定地と関連遺跡、 5万分1

1.尾亭遺跡 2.羽戸遺跡 3.前畑遺跡 4.丹尾台遺跡 5.ピンダライ遺跡 6.滝台遺跡、

7.板橋遺跡 8.万才楽遺跡、 9.万谷遺跡 10.新堀遺跡 11.市谷遺跡 12. i由谷遺跡 13.酒蔵城遺跡

14.デフサ野遺跡 15.駄野塚遺跡、 16.東嵐山遺跡 17.上人塚遺跡 18.小川崎台遺跡、 19.久保谷遺跡、

20.大長作遺跡 21.一本松遺跡 22.大山遺跡 23.赤羽根遺跡 24.千神塚群 25.四ッ塚遺跡

1 



13，500ばであった。確認調査の結果、遺跡北辺部に緩傾斜の埋没谷が検出され、この地域を除く 11，400rrf

が本調査範囲となった。しかし、その後、当初対象外とされた痩せ尾根地域にも土器が散布していること

がわかり、調査の結果、竪穴住居跡が数軒検出されたため関係諸機関と協議の上、調査対象範囲が17，900

d、本調査範囲は12，800m'と変更になった。本調査は同年2月1日から、平成6年3月31日まで行なわれ、

縄文時代土坑14基、古墳時代後期竪穴住居跡50軒、土坑6基、溝状遺構1条、歴史時代竪穴住居跡13軒、

掘立柱建物跡3棟、土坑3基、溝状遺構5条、近世の塚1基が検出された。また、下層の調査は確認調査

が平成5年4月1日から開始され、 17，900rrfの4%の716m'のグリッド調査が実施された。その結果4箇所

の旧石器代石器集中地点が検出され、平成6年1月から同年3月31日まで1，557m'の本調査が実施された。

遺物は旧石器時代石器類、縄文土器(後期)、石器、古墳時代後期から平安時代にかけての土師器、須恵器、

金属製品、石製品、土製品のほか、近世の陶磁器、銭も出土した。年度ごとの担当者は以下のとおりであ

る。

平成4年度

調査組織

調査担当者

調査研究部長天野努 部長補佐深津克友 班長鈴木定明

班長代理岡田誠造 技師落合章雄 技師豊田秀治

確認調査(上層)平成5年1月5日-----1月29日

本調査 (上層)平成5年2月1日-----3月31日

平成5年度

調査組織

調査担当者

調査研究部長高木博彦 成田調査事務所長矢戸三男

副所長豊田佳伸 (9月まで) 技師半沢幹雄

確認調査(下層)平成5年4月1日~平成6年1月31日

本調査 (上層)平成5年4月1日~平成6年3月31日

本調査 (下層)平成6年2月1日~平成6年3月31日

整理担当者 副所長高田博 (10月から)

平成6年度

調査組織 調査研究部長西山太郎成田調査事務所長矢戸三男

整理担当者 副所長高田博

平成7年度

調査組織 調査研究部長西山太郎成田調査事務所長石田鹿美

整理担当者 副所長高田博主任技師井上哲朗

平成8年度

調査組織 調査部長西山太郎

東部調査事務所長石田麗美

整理担当者 副所長加藤修司

平成9年度

調査組織 調査部長西山太郎 東部調査事務所長石田康美

整理担当者 副所長加藤修司
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( 2 )調査の方法(第2図)

発掘調査は、公共座標に応じて地区割りを行い、大グリッドを20m、その大グリッド内に 2mの小グリ

ッドを設定した。大グリッドは東西(横)方向にアルファベット (A、B、C、)を、南北(縦)方向に数

字(1、 2、3、)を付けて呼称した。上層の確認調査は対象面積の10%についてトレンチを設定し、主に

ノTックホウにより遺構確認面まで掘り下げた。下層は4%についてグリッドを設定し、武蔵野ローム上面

までクラムシェルを併用しながら掘り下げた。上層の本調査はパックホウにより表土を除去し、遺構確認

面を露呈させ、ジョレンによる精査後、原則的に土層観察用ベルトを残しながら掘り下げ、後に土層観察

を行った。下層の本調査は石器類出土面より30佃程上部までをパックホウにより除去し、その後ジョレン

によりローム面を少しずつ削平していった。上層の出土遺物は大形のものや遺構床面直上、住居跡竃内と

言ったものについては出土位置を記録し、小破片は一括して取り上げた。遺構に帰属しない遺物は、グリ

ッド名を付して一括して取り上げた。下層の遺物は本調査で出土したものについてはすべて出土位置、層

位を記録し、小グリッド内の通し番号を付して取り上げた。

2 遺跡の位置と環境(第3図、第4図)

栗焼棒遺跡は、山武郡山武町矢部字日向497~1他に所在し、作田川(成東111)中流域北岸の標高約45m

から50mの台地上に位置している。旧国名では上総国武射郡(かずさこくむさぐん)である。この地域は

九十九里平野に向かっていくつもの中小河川が流れ、それに伴って小支谷が複雑に形成されている。分断

された各台地上には、前方後円墳を中心に有力な古墳群がいくつも分布することで知られ、千葉県教育委

員会でも 5カ年にわたり、当地域の「重要古墳群測量調査Jを実施している~それは国指定史跡である殿

塚、姫塚に代表される木戸川流域の「芝山古墳群」、大型の前方後円墳である西ノ台古墳(3 )や不動塚古

墳(4 )を含む作田川流域の「板附古墳群」の他、木戸川下流域の「大堤古墳群」、「蕪木古墳群Jr大塚古
墳群J、栗山川流域の「柏熊古墳群」、「大里田辺台古墳群」、境川流域の「麻生新田古墳群J(15)、胡摩手

台古墳群 (13)である。その他にも払、 1凹99鮪6年に国立歴史民俗博物館によつて「駄ノ塚古墳J(1)の研究報

告

成立、展開等を語る上で重要な役割を果たしていると言えよう。その中でも栗焼棒遺跡に関わる重要なも

のの第一は「駄ノ塚古墳」であろう。

報告によれば、駄ノ塚古墳は一辺62m、高さ10m、南面に横穴式石室を営み、二重の周溝をめぐらす大

型の方墳である。現在の行政区画上、成東町にあるものの、山武町の栗焼棒遺跡とは同じ台地上に立地し、

集落から400m程しか離れていない(第5図)0T P209とされる須恵器の出土から、古墳の年代観を7世紀

初頭に位置づけられている。周辺にある不動塚古墳(4 )等の前方後円墳以後の当地域において、首長墓

的存在であることはまちがいない。栗焼棒遺跡では、同時期に比定される遺構、遺物が出土し、駄ノ塚古

墳に関わったであろう人々の痕跡の一部が今回検出されたと言える。

駄ノ塚古墳の他に注目したい遺跡は、成東町比良台遺跡群3)(比良台、八坂台、真赤土遺跡)である(17)。

当地域は古墳に比べて集落跡の調査例が意外と少なく、その中で比良台遺跡群は古墳時代後期から平安時

代の集落跡の貴重な資料を提供している。ここでは各遺跡とも 6世紀後半以降になって急激に竪穴住居跡

が増加する傾向があり、その後も掘立柱建物跡を含む集落が平安時代まで継続している。さらに、古墳時

代後期集落から約300m離れて同じ台地上に、 60m級の前方後円墳や40m級の方墳などもあり、こうした事

象は栗焼棒遺跡と共通性が極めて高く、興味深い。
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以上、 6世紀後半から 7世紀前半にかけての栗焼棒遺跡周辺の状況を記したが、それ以降においても、

当地域は郡寺、郡街関連の有力な推定地があることで知られている。成東町真行寺廃寺跡(6 )の調査4)で

は、大量の瓦や鍛治工房跡とともに「武射寺JI大寺jの墨書土器が出土したことから、真行寺が武射郡の

郡寺である可能性が極めて高くなった。その他、小川廃寺 (16)、湯坂廃寺(5 )でも瓦の出土例がある。

また、本年度、千葉県教育委員会による詳細分布調査において、成東町嶋戸東遺跡 (18)から大規模な掘

立柱建物跡が検出され、注目された九今回の栗焼棒遺跡の調査での大型の掘立柱建物跡も含め、官街関連

遺構として今後も議論が高まるであろう九いずれにしても本遺跡周辺は武射郡内でも、政治的、社会的に

中心地域であったと考えられる。

注1千葉県教育委員会 1989~93 r千葉県重要古墳群測量調査報告一山武地区古墳群(1)~ (5).1 
2国立歴史民俗博物館 19961千葉県成東町駄ノ塚古墳発掘調査報告H国立歴史民俗博物館研究報告第65集 東
国における古墳の終末〈附編}.1

化財センター 1992 r比良台遺跡群』
東町教育委員会 1985 r成東町真行寺廃寺跡発掘調査報告』
5倒山武郡市文化財センター 19941 11嶋戸東遺跡Jr年報NO.9附編 調査報告J、隣接地区を平成9年10月1日

)「

〆// /ノ ノノノ" 、、

第3['i] 遺跡周辺の地形

5 

?とその周辺 』日本考古学協会茨城

。



第4図 周辺の遺跡・:栗焼棒遺跡 5万分の1

1.駄ノ塚古墳 2.木戸谷遺跡 3.西ノ台古墳 4.不動塚古墳

5.湯坂遺跡 6.真行寺廃寺跡 7.道庭遺跡、 8.家之子古墳群

9.森台古墳群 10.荒追遺跡 11.西花岡遺跡、 12.妙見崎台遺跡

13.胡摩手台古墳群 14.朝凪遺跡 15.麻生新田古墳群 16.小川廃寺跡

17.比良台遺跡群 18.嶋戸東遺跡
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11 検出した遺構と遺物

1 旧石器時代

(1)概要(第6"-'8図)

旧石器時代の本調査は、合計5つの地区において行われた。そのうち 1地区は、黒曜石製の尖頭器のみ

の単独出土であり、遺物の広がりは確認できなかった。その他の4つの本調査範囲では遺物の広がりが確

認され、第1本調査範囲~第4本調査範囲と呼称された。今回の報告では、出土層位をもとに、下層検出

石器群から石器集中 1(第3本調査範囲)、石器集中2(第2本調査範囲)、石器集中3(第4本調査範囲)、

石器集中 4(第1本調査範囲)と名称を変更した(第6図)。すべての石器集中地点は、 AT(姶良丹沢火

山灰)層よりも下位にあり、第二黒色帯を中心として出土した。文化層の分離については、地点により地

形の影響などローム層の堆積が一様でないことから、単純にそれぞれの石器集中地点の出土層位を当ては

めるわけにはいかない。この点についてはそれぞれの石器集中を検討した後、触れることとする。

4つの石器集中は、台地上の平坦部から谷部に向かう傾斜地にかけて広がり、空白部はみられるが全体

として環状を呈している。石器集中 1のみが散漫な出土状況を示し、径約20mの範囲に広がるが、その他

の石器集中は、径5m内外の小範囲にまとまっていることが特徴である。石器集中1はチャート・砂岩・

珪質頁岩等の小円醸・醸片が主体を占め、分布も散漫な状況を呈している。石器集中2は黒曜石の剥片・

砕片を中心に小醸素材の模形石器、縦長剥片素材の彫刻万形石器が出土している。石器集中3はナイフ形

石器、模形石器等を含むが総出土点数が22点と小規模な石器集中である。石器集中4には、集中域が2カ

所あり、質量ともに本遺跡の主体を占める。刊i層下部からIX層上面を中心に検出され、模形石器、模形石

器調整剥片をはじめ、ナイフ形石器、彫刻万形石器等、 400点近くの石器が出土した。黒曜石、珪質頁岩、

チャートが主に利用されている。

立川ロームの基本層序は、より台地平坦部に位置し、安定したロームの堆積を見せる石器集中3のもの

を柱状図として掲載した(第7図)0VI層より上層はソフト化によって分層が困難であった。ここではIII""'V

層としている。地点によっては、ソフトロームとVI層の境界を形成する波状部のくぽみにV層が観察でき

る。 VI層はAT包含層である。 VII層は、通常、第2黒色帯上半部として設定されているが、本遺跡では、

やや薄く分層しているようである。下総台地の北東地域においては、 AT層より下層で最も暗い色調を呈

するのは、調査時の記載でIXc層の位置に当たる。一方で、図面注記によると、調査者は、このIXc層の

みを第2黒色帯と認識していることがうかがわれる。また同地域においては、 VII層はATの下位への拡散

によりVI層と同様の色調を呈するものが多いことも、 ATより下位の分層に際して、現状の認識と若干の誤

差を生ぜしめている原因のーっと考える。そこで本報告にあたっては以下のように、若干の修正を行うこ

とにする。調査時四層はスコリアの入り具合によってVI層と分離されているが、本来は調査時でいうIXa

層の上半部がVII層に含まれ第2黒色帯上半部を形成し、 IXa層下半部とIXc層が第2黒色帯下半部と考え

た方が現状にあった理解と思われる。 X層は立川ローム最下層で、 E層は武蔵野ローム最上層である。な

お、以下各石器集中における出土層位の記載、石器観察表の出土層位は調査当時のものを踏襲している。
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(2 )遺構・遺物

石署集申1(第9、10図、図版58)

分布 北西方向に若干傾斜した平坦地に分布している。ローム層の堆積は谷に向かつて次第に層厚

は薄くなり、最も谷部に近い標高が低い地点ではIX層直上にIII層が堆積している。平面分布は分離できる

ほど明確な集中域はみられず、散漫な出土状況を呈している(第9図)。

垂直分布は、ほぽ傾斜に沿って出土しており 48.367~49.891~に広がり、出土層位はX層中位~XI層上

面を中心にIX層下部~XI層に分布する。

石材 チャート29点、ホルンフェルス20点、珪質頁岩18点、砂岩16点、流紋岩15点を主体とし、凝

灰岩3点、頁岩3点、安山岩2点、メノウ 1点、泥岩1点、緑泥片岩1点で構成される。同一母岩として

抽出できる資料はなかった。

器種 模形石器 1)点、剥片 1点、砕片3点、醸42点、醸片71点の合計118点が出土した。醸・醸片が

主体であり、重量で全体の99%以上を占める。出土状況・出土層位から自然礁の可能性も否定できないが、

周辺の石器集中で主体となる模形石器の素材に、本石器集中地で出土している小円醸と同様のものを利用

していることから、人為的な石器集中としてとらえることとした。

模形石器(第9図1) 凝灰岩製であり、背面に自然面をもっ剥片を素材としたものである。

些盤丘 いずれも 2~5 倒程度の偏平な小円礁である。

石器集中2(第11~13図、図版 3 、 58)

分布 石器集中1の北東方向に位置し、より谷部に分布している。土層断面図をみても、石器集中

1より傾斜が強いことがわかる。平面分布はやや散漫な状況を呈するが、剥片・砕片の集中域と醸・醸片

の集中域の 2 カ所に分離できる。垂直分布は、 47.975~48.641~の範囲に広がり、出土層位はIX層下部~X

層上面を主体に、 IX~XI層に分布している。

石材 黒曜石48点を主体とし、チャート14点、流紋岩6点、珪質頁岩5点、砂岩5点、安山岩2)点

で構成される。黒曜石は3D-03西側に、径2mの小範囲にまとまって検出された。その多くが、両極剥離に

伴うと考えられる砕片・剥片である。

器種 模形石器5点、彫刻万形石器1点、剥片20点、砕片29点、醸11点、醸片15点の合計81点が出

土した。

模形石器(第13図1~ 5) 1・2・4・5は径 1~2.0cmの小円離を素材とし、基本的には長軸方向に

加撃を加えたものである。 3は幅広の剥片を横位に用いているが、剥離はあまり進んでいない。石材はい

5はチャート、 2・4は珪質頁岩、 3は黒曜石である。

彫刻万形石器(第13図13) 縦長剥片を素材とし、左側縁には主要剥離面倒からの調整が施される。先

端には樋状剥離面が3面観察される。また、主要剥離面先端右側縁には、微細剥離痕もみられる。

剥片(第13図6~12) 剥片・砕片のほとんどが黒曜石で占められ、図示したものもすべて黒曜石製で

ある。明確には分離できなかったが、剥片・砕片の多くは模形石器調整剥片と考えられる。

石器集中3(第14、15図、図版3、58)

分布 石器集中 1・2に比べ谷部から離れ、台地平坦部に分布する。平面分布は 4X3mの範囲に

散漫な出土状況を呈している。その周囲に広がるものは、醸・蝶片である。垂直分布は、 49.826~50.421

Mの範囲に広がり、 IX層を中心に、羽I~IXc 層から出土している。醸・醸片はやや下位から検出されてい
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る。

石材 珪質頁岩8点、黒曜石5点、チャート 3点、ホルンフェルス 2点、頁岩2点、砂岩2点で構

成される。黒曜石は石器集中2・4と同様の石質であり、しかも、石器集中3と石器集中4では地点聞の

接合関係が確認された(第8図)。

器種 ナイフ形石器1点、模形石器1点、微細剥離痕のある剥片1点、剥片12点、砕片1点、醸1

点、醸片4点の合計22点が出土した。

ナイフ形石器(第15図1) 縦長の小剥片を素材とし、打面側を基部に設定している。主要剥離面側か

ら左側面のみに急角度調整を施している。珪質頁岩製。

模形石器(第15図2) 上下端に剥離痕が観察されるため、模形石器とした。明確に両極剥離を行った

ものであるのか断定はできない。

石器集中4(第16'"'-'40図、図版2、49'"'-'57)

分布 本遺跡の中では台地中央よりの平坦地に分布している。これは南北方向の土層断面図と石器

の垂直分布がほぽ水平分布であることからも理解される。平面分布は2カ所の集中域に分離できる(第16

図)。集中域aは、 3D-95・96、4D-05・06を中心に、径約5.0mの円形の分布を呈する。集中域bは、集中

域aの東に隣接する。 3D-87を中心に、径約3.5mの円形の分布を呈するが、分布の中央部分が縄文時代の

遺構によって揖乱を受げている。遺構からは同石器群に所属する遺物も若干出土している。

垂直分布は、平面分布と同様にまとまりをみせ、 50.222'"'-'50.900~の範囲に広がる。出土層位はVI'"'-'IX

ab層が中心である(調査時の記載で IIXab層」となっているが、他の石器集中地点と統一した見解に

たてばIIXa層」ということになろう)。集中域aの方が砕片の組成率が高く、これら微細遺物は本来の包

含層からかなり遊離している可能性がある。一方、集中域bは微細遺物の組成率が低く、本石器集中の中

ではやや大形の遺物が多く、接合関係も密であることから、原位置に近い分布を示していると考えられる。

以上のことを勘案すると、石器の出土層位は、 IXab層上面もしくは刊層下部に所属するものと考える。

石材 石器集中4は、黒曜石1分類139点、珪質頁岩11分類146点、チャート 6分類34点、ホルンフ

エルス 7分類29点、頁岩2分類13点、メノウ3分類7点、砂岩2分類7点、凝灰岩1分類2点、安山岩1

分類2点、流紋岩1分類1点、片岩1分類1点で構成される九点数的には黒曜石・珪質頁岩を主体とし、

チャート・ホルンフェルス・頁岩・メノウがその他を補っている状況である。一方、重量で比較すると、

その立場は逆転する。ホルンフェルス (466.67g)・チャート (437.58g)を主体とし、珪質頁岩 (178.82

g)・頁岩 (146.46g)・黒曜石 (76.06g)の順となっている。

以下、主要な石材である、黒曜石、珪質頁岩、チャート、ホルンフェルス、頁岩、メノウ、砂岩につい

て概要を説明する。

黒曜石 自然面・不純物・縞模様の状況、透明度からは特定の母岩を抽出することができないため黒曜石

Aとして一括する。黒曜石Aは透明度があまりなく曇った様相を呈し、自然面は平坦であり円離を利用し

たものではない。不純物はまばらにはいるが、剥片剥離を左右するほどの大きなものはない。

合計139点 (76.06g)出土し、うち135点が集中域aに、 4点が集中域bに属する(第四図)。ナイフ形

石器1点、模形石器6点、模形石器調整剥片7点、微細剥離痕のある剥片3点、剥片64点、砕片58点が含

まれる。特徴としてはやはり砕片の点数が突出していることである。模形石器調整剥片と明確に認識でき

たものは 7点のみであったが、剥片・砕片ともに両極剥離の際に剥離されたものが多くを占めると考えら
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れる。

差宣亘差 いわゆる珪質化したものを11に分類した。この中には、単独・分類不能のものを含む。以下、

各石材ともに同様である。

珪質頁岩1は若干透明度のある茶色を呈し、透明度のある部分はどちらかというとメノウに近い様相で

ある。自然面は凝灰岩質で覆われ、黄土色を呈する。ナイフ形石器1点、模形石器6点、模形石器調整剥片

3点、剥片36点、砕片1点を含む、合計46点 (50.42g)が出土した。集中域aから45点、集中域bにある

縄文時代陥し穴の覆土から 1点出土した(第四図)。

珪質頁岩Aは灰色がかった緑茶色を呈した一群である。色調・石質から特徴的なものをA1"'A6まで

抽出分類を行った。それ以外の分類不能なものは珪質頁岩Aとした。彫刻万形石器1点、模形石器9点、

模形石器調整剥片11点、微細剥離痕のある剥片5点、石核1点、剥片33点、砕片20点を含む、合計80点(103.66

g)の資料がある。集中域aから71点、集中域bから 9点が出土した(第19図)。

珪質頁岩Bはチョコレート色を呈した一群である。その中で、白色がかった明るいチョコレート色を呈

した母岩をB1と呼称した。珪質頁岩B・B1はナイフ形石器1点、模形石器2点、模形石器調整剥片1

点、剥片3点の合計7点 (20.09g)で構成される。ナイフ形石器1点を除き、すべて集中域aから出土し

た(第20図)。

チャート 6の分類を行った。単独母岩・分類不能のものを除くと、すべて接合関係によって明らかにさ

れた母岩分類であり、しかも、小さな偏平傑まで復原されたものが多い。接合資料は、すべて両極剥離に

関係したものである(第20図)。個々の母岩の特徴には触れないが、チャート全体の石器組成は模形石器10

点、模形石器調整剥片9点、剥片4点、砕片1点、醸6点、醸片4点を含む合計34点 (437.58g)である。

ホルンフェルス 7つの分類を行った。合計29点が検出されたが大形の石器が多く、総重量が466.67gと

本遺跡において主要な石材となっている。母岩分類のできた 1"'6のうち、ホルンフェルス 2のみが集中

域aに属し、それ以外は集中域bに属する(第20図)。器種は、模形石器調整剥片1点、スクレイパー 1点、

石核1点、 U剥片2点を含み、模形石器関係の資料は少ない。

亘畳珪質化していない一群。頁岩1、単独・不明の2分類を行った。

頁岩1は焦げ茶を呈し、粘りのない乾燥した様相を呈している。しかし、被熱のために節理に沿って破

砕された資料であり、本来の色調を呈しているとは思われない。頁岩1のみでは、石核1点(破砕3点)、

剥片7点、砕片1点を含む、合計11点 (126.78g)で構成される。 3点が集中域aから、 8点が集中域b

から出土した。集中域bから出土した 8点のうち 2点は縄文時代陥し穴の覆土からの検出である。また、

集中域aと集中域b聞の接合関係がみられるのはこの母岩のみである(第20図)。

メノウ メノウ 1・2と単独・不明の3分類を行った。メノウ 1は、自然面が黄土色、剥離面は白色を

呈するが、透明感はあまりなく、節理が縦横に走っている。接合資料により両極剥離によるものと判断さ

れる。メノウ 2も両極剥離に関連するものであり、自然面が焦げ茶を呈し、透明感はない。メノウ全体で

は、模形石器2点、模形石器調整剥片3点、剥片2)点の7点を組成する。うち 6点が集中域bに分布する(第

20図)。

砂岩 砂岩1、単独・不明の2分類を行った。模形石器2点、模形石器調整剥片3点、離片2点を組成

する。うち 6点が集中域bに分布する(第20図)。砂岩1は接合により、偏平の小円礁に復原され、長軸方

向の加撃により、両極剥離を繰り返していることが理解される。
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器種 石器集中4はナイフ形石器3点、彫刻万形石器1点、模形石器38点、模形石器調整剥片39点、

スクレイパー 1点、微細剥離痕のある剥片11点、石核5点、打面再生剥片1点、剥片178点、枠片87点、楳・

醸片17点の合計381点が出土している九集中域aと集中域bの内訳は第3・4表のとおりであるが、両者

の石器組成には大きな相違点が見られる。集中域aは剥片・砕片(特に砕片)の占める割合が高く、石器

一点の大きさ(重量)が、集中域bよりも格段に小さい。石器の大きさについては、第17図を見れば一目

瞭然である。一方、集中域bは砕片の占める割合が低く、出土した石器には多くの接合関係が見られる。

ナイフ形石器(第21、34図1・2・80) 1は集中域aに分布する。縦長剥片を素材とし、右側縁先端

側に急角度の調整を施している。基部端、左側縁は未調整である。刃部先端側には微細剥離痕が観察され

る。珪質頁岩Bo 2・80は集中域bに分布する。 2は、厚みのある剥片を素材とし、主要剥離面側から急

角度調整を施している。基部の欠損した先端部分と解釈し図示したが、刃部の角度が鈍角であることから

基部片の可能性も否定できない。黒曜石Ao80は横長剥片を素材し、素材剥片の打点側のみを不規則に調

整している。珪質頁岩1。

彫刻万形石器(第21図3) 集中域aから 1点出土した。左肩に一条の樋状剥離痕が観察される。その

他には調整痕は見られない。珪質頁岩A。

塵虚亙量(第21.........31図4.........21・35・40.........42・44・46・47・50・53.........58・60・62・63・66・67) 集中域

aから22点、集中域bから16点が出土した。

小円離をそのまま利用して両極剥離を繰り返したものと、剥片を利用したものとに、大きく 2分される。

小円醸利用のものはすべて集中域bに属し、それらは接合によって原石近くにまで復原されている。接合

資料3・4・6・11・12のような模形石器どうしの接合関係の存在から、剥片利用のものの多くは両極剥

離によって得られた剥片(模形石器調整剥片)を素材としていると考えられる。また、そのことは素材と

なった模形石器調整剥片の主要剥離面を有した模形石器の存在からもいえる。一方、接合資料17のように

一般的な剥片剥離を示す接合資料からは、模形石器調整剥片以外の、通常の剥片を素材とした模形石器の

存在も肯定される。

利用される石材は、原石利用のものがチャート (20・50・54.........57・62・63・66・67)、砂岩 (58・60)、

メノウ (44・53)、頁岩 (21)を主体としているのに対して、剥片利用のものは珪質頁岩A (11.........18・35)、

珪質頁岩1(19・40.........42・46・47)、黒曜石A (4.........9)、珪質頁岩B (10)を使っている。

模形石器調整剥片(第24.........32、39図22・24.........32・36.........39・43・45・48・49・51・52・59・61・64・65・115)

集中域aから22点、集中域bから17点出土した。模形石器調整剥片は、図示できる、より特徴的なものを

抽出したため、その数は実態を示しているものではない。特に集中域aの剥片・砕片の多くは両極剥離に

よるものと考えられる。

スクレイパー(第35図87) 集中域bからl点出土した。分厚い剥片を素材とし、主要剥離面側に調整を施

し、やや不規則な刃部を形成している。刃部形成のための調整剥片が接合している(接合資料19)。ホルン

フェlレス 1。

微細剥離痕のある剥片(第38、40図97.........104・122・123) 集中域aから 5点、集中域bから 6点が出土

した。利用石材は、黒曜石 (97・98)、珪質頁岩A (99.........103)、片岩 (104)、ホルンフェルス (122・123)

である。

石核(第24、35、37図34・82・94.........96) 集中域aから 1点、集中域bから 2点出土した。 34は節理面
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で覆われた偏平な剥片を利用し、幅広な剥片を剥離している。打面と作業面の形成する稜は鋸歯状を呈し、

スクレイパーの刃部様である。ホルンフェルス。 82は剥片利用の石核で、上下左右から剥離を繰り返して

いる。同様の石核から剥離された剥片も出土している(第39図113)0 94"'96は接合によって 1点の石核と

なった。(接合資料23)。おそらく被熱により節理面から破砕された資料である。頁岩1。

剥片(第24、33"'40図23・68"'79・81・83"-"86・88"'93・105"'114・116"'121) 集中域aから145点、

集中域bから33点出土した。接合資料以外で16点図示した (105"'114・116"'121)。剥片はやはり両極剥離

によるものが多いが、 117や118のように分厚いやや大振りな剥片も出土していることは注目される。 33は

凝灰岩製の打面再生剥片である。

壁土上 図示はしていない。集中域aで83点、集中域bで4点が出土している。集中域aに偏在している。

多くの砕片が、模形石器の調整剥片ととらえられる。

接合資料 両集中域で接合関係の判明した資料は23個体に及ぶ。そのうちの 1個体は、石器集

中3との地点聞の接合による(接合資料15)。集中域a内で10個体、集中域b内で9個体の接合関係がみら

れる。両集中域にまたがって接合したものは 1個体のみであった(接合資料22)。各集中域にみられる接合

資料は両極剥離に伴うものであり、模形石器同士や模形石器と調整剥片の接合が大半を占めるが、集中域

aは両極剥離の進んだ小形なもの、集中域bでは小円醸(原石)まで復元できる大形なものが目立つてい

る。(第17図)

接合資料1'"6(第25、26図35"'47) 模形石器同士もしくは、模形石器と調整剥片の接合資料である。

両極剥離によって剥離・分割された剥片の両者が、その後も両極剥離を繰り返しているものもある(接4・

6 )。接1・3・4・6は集中域a、接2・5は集中域b内にそれぞれ分布する。石材は接1が珪質頁岩A3、

接2がチャート 5、接3・4・6が珪質頁岩1、接5がメノウ 2である。

接合資料7"'12 (第27"'32図48"'67) これら接合資料はすべて集中域b内に分布するものである。す

べて、両極剥離を繰り返すことによって剥片剥離を繰り返している。接合の結果、多くが素材となった原

石まで復原できた。接9・10は偏平な小円離を素材としたもので、大きく 2分割された後も、それぞれ両

極剥離を繰り返している。接11は59が剥離された後に、さらに両極剥離を繰り返した結果、器体に対して

垂直だった鋭角な刃部は、大きく斜めに変形している。接12は、両極剥離のみではなく、新しい刃部形成

を目的としたものか、素材の大きさを減じるためのものか判断はできないが、端部の折断行為が観察され

る (62)。石材は接7がチャート 4、接8がメノウ 1、接9はチャート 2、接10はチャート 3、接11は砂岩

1、接12はチャート 1である。

接合資料13・14・17・18・20"'22(第33"'37図68"'72、77"'85、88"'93) 剥片岡士の剥離面接合資料

である。接17は、ナイフ形石器を含む幅広の剥片剥離を行う一般的なものを示している。また、同一母岩

には多くの模形石器を有し、その接合資料も確認されている(接3・4・6)。つまりそれら接合資料に属

する模形石器は、一般的な剥片剥離によって剥離された剥片を素材として両極剥離を繰り返していること

が理解される。石材は接13がホルンフェルス 1、接14が黒曜石A、接17が珪質頁岩1、接18が珪質頁岩18、

接20がホルンフェルス 2、接21がホルンフェルス 3、接22が頁岩1である。

接合資料15・16(第34図73"'76) 剥片の折面同士の接合資料である。石材は黒曜石A。このような縦長

の剥片は98以外ではこれらに限られる。

接合資料19(第35図86"'87) スクレイパーと刃部調整剥片の接合資料である。ホルンフェルス 1。
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接合資料23(第37図94'"'-'96)

岩 1。

石器集中地点外(第41図、図版58下段)

石核が被熱のために破砕されたものである。破砕面で接合している。頁

1は32号住居跡の張り床ロームから出土した。メノウ製のナイフ形石器。先端部両側縁に調整を施して

いる。基部欠損として図示したが、逆の可能性もある。

2は4B-47のグリッド一括資料である。安山岩製の先端部の欠損した片面調整の尖頭器である。

3は27号住居跡から出土した珪質頁岩製のナイフ形石器である。素材を短軸方向に用い、主要剥離面側

から急角度調整を施している。

4は、 3Y-42のIII層中から単独出土した、黒曜石製の尖頭器である。周辺を拡張し、調査を行ったが、遺

物の広がりは確認できなかった。尖頭器は右側縁中央やや基部よりに最大幅をもっ、左右非対称な形態を

呈する。先端の樋状剥離痕状に見える剥離面は裏面(左側縁)を「切る」のみで、正面の剥離面には「切

られ」ている。

5は42号住居跡のカマド内から出土した黒曜石製の尖頭器である。平面形は4と同様に中央やや基部よ

りに最大幅をもっ、左右非対称形と考えられる。正面は凸面を、裏面はやや平坦な面を呈している。正面

から裏面へと剥離が進行している。

6は3D-57のグリッド一括資料である。珪質頁岩製のナイフ形石器である。右側縁基部端に主要剥離面側

から急角度調整が施されている。

7は4D-73のグリッド一括資料である。安山岩製のナイフ形石器である。素材剥片を横位に用い、両側縁

に急角度調整を施している。

注1 石材ごとの分類についてはやや変則的となっているので、石材の分類と表記について触れたい。

各石器石材は究極的には、それぞれに所属すべき母岩に帰属されるが、今日我々が観察して、それらを認識

できるのは特徴的な母岩に限られる。本報告においては、そのように母岩に帰属できると判断できたものにつ

いては、石材名の後にアラビア数字を付し分類している。いくつかの母岩に分類できると思われるが非常に類

似しているため、それらを明確にし得ないものについては、石材名の後にアルフアベットを付した。その中で

近似のものについてはアルファベットの後にアラビア数字を付し分類を行った。

その他、単独母岩・分類不明のものについては、石材名のみの表記とした。

2 器種の認定にあたって特に問題となったのは、模形石器とその関連資料である。本遺跡においては、偏平な

小円礁を素材として、両極剥離を繰り返している多くの資料が検出された。それら関連資料である、模形石器・

模形石器調整剥片・石核・剥片・砕片について以下に分類の基準を示しておく。

棋形石器複数回の両極剥離によって形成された 2カ所一対の稜を持つもの。

模形石器調整剥片 両極制離によって剥離されたもので、 2カ所一対の稜を持たないもの。上下端に稜をもつ

もの、背面に上下端からの剥離痕があるもの、主要剥離面の剥離方向が上下端からのもの等、両極制離の際に

特徴的に剥離される剥片について、特にこの名称を与えた。また、両極剥離によって剥離された剥片に対して、

再度両極剥離を繰り返したものは模形石器と分類している。

石核模形石器と石核については石器の用途・機能の問題となるが、今回は上記の模形石器の分類に含まない

ものを石核とした。つまり、両極制離によって剥片剥離を行わない残核をいう。

剥片・砕片 上記のような模形石器調整剥片以外のものを指す。しかしながら、模形石器調整剥片はより特徴

的なもののみを抽出しているため、剥片・砕片の中には、両極剥離の際に剥離されたものを含んでいるといえ

る。

なお、砕片は長さ・幅の両者が10.0皿未満のものとする。
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観察表について

1.挿図番号 実測図として掲載した遺物の通し番号。この番号は遺物の出土平面図と写真図版の番号

に一致する。実測図として報告できなかったものについては、取り上げ番号順に、以下に掲載した。

2.グリッド・遺物番号 出土したグリッドと遺物の取り上げ番号(注記番号)。

3.打面形状 Cは自然面、 Sは節理面、 Pは点状打面、 Lは線状打面、 1は平坦打面、 2以上は複剥

離打面、空欄は欠損等による打面なし・計測不可を示す。

4.背面構成 主要剥離面の剥離方向を基準として、背面を構成する剥離面の種類と数を示した。素材

を大きく変形させたものは書かないが、素材の背面構成が窺われるものに関しては、観察される範囲

で書く。 Cは自然面、 Sは節理面、 Hは頭部側、 Tは尾部側、 Rは背面を正面にして右方、 Lは左方、

Dは背面側、 Vは腹面側(両者は作業面調整剥片、角柱状の剥片など90。に近い剥離角をもっ剥離面の

場合)からの剥離面数を示す。

5.調整部位・折面部位 主要剥離面の剥離方向を基準として、調整部位と折断部位の位置を示した。

Hは頭部側、 Tは尾部側、 Rは背面を正面にして右側、 Lは左側を示す。

6.末端形状 Fは通常の末端(フェザーエンド)、 Hはちょうつがい状(ヒンジフラクチャー)、 Oは

アーチ状(ウートラパッセ)を示す。

7 .母岩番号 石材の種類と、母岩別資料の分類を示す。

特定母岩に帰属できると判断できたものについては、石材名の後にアラビア数字を付し分類してい

る。非常に特徴的ではあるが、その中で、いくつかの母岩に分類できると思われ、それらを明確にし

得ないものについては、石材名の後にアルファベットを付した。その中で近似のものについてはアル

ファペットの後にアラビア数字を付し分類を行った。

その他、単独母岩・分類不明のものについては、石材名のみの表記とした。
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石器集中 1 I横形石鋸| 剥片 l 破片 | 醸 | 様片 | 合計 |組成比
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ホルン7エ:s:.1ルレはスL一一-一--一一-一_J上し一一一-一一-一一-一一-一__1_1リ一_I__しし一一一一一一一一一一一一一一一守引礼lしし-一一-一一-一一一一一一一一J一一J一Lしし一一一一一一一一一F一1竺叫そd吐Lし-一一-一一-一 2丹到2勾叫P川吐J上L一一一-一J一1旦1
1.951 0.39 17.901 20.241 2.80 

珪質頁岩 l一一 L___ーし j---48~9~-I ぉdif--S7:引2;; 
棚 上一一|一一一十一一一 -j---36~6~-I- ーヰ|一一元一;:|一一主;

114.3お51 2幻7.221 141幻 1叩9.5弱5 

願岩 L____~礼l上L一_____Jししし-一一-一一一-一一一-一一___1一__L上Lしし一一一一一一一一一一一 1一__ _1 _I土_IL_しし-一一一-一一一-一一一一一一-一一止 一一一一一一一一一-λ~J礼孔J上J___一一一-一 2竺f竺そ
2.071 1 22.60 1 33.751 58.421 8.07 

頁器 |一一一 l一一一l一一一 l一一一 J一一 ---~L____~L-~:吹

安山岩 |一一一l一一一ーし一一一l一一一-'-__ _ _ _~ 1_ _ _ _ _ ~ J____1:~9_ 
3.7013.7010.51 

メノウ l 一一 __J______ _I_一一一 l 一一一ーし ____~l_____ _I J___壬竺
2.081 2.081 0.29 

棚 上一一i一一-_I_一一一l一一一一一i一一一0-.M ---O .-9~ 1---詑
慨措 l一一一l一一一ーし一一l一一一j一一__ d _ _ _ _ _ _I L _ _o:~~ 

7.防 1 7.651 1.06 

不明 |一一一L---ーし一一1_ _ _ _ _ ~-'-_ _ _ _ _ ~ 1_ _ _ _ _? J_ _ _!坐
30.981 35.491 66.471 9.18 

*~ (月宇Q_ _ _L _ _ _ _ _ ~ 1 _ _ _ _ _ _1 _I_ _ _ _ _ _ ~ 1_ _ _ _ _4~ j_ _ _ _ _ ~1_l_ _ _ _1:則一切.00
合計(重量) 1 2.071 1.951 0.391 480.411 239.161 723.981 100.00 

組成比(点数) 1 0.851 0筋 1 2.541 35.591 60.171 100.001 

組成比(重量) 1 0.291 0.271 0.051 66.361 33.031 100.00 

~ ---23~ 1----------1----di 1---i ~~~ -1- 一一一|一一一 ~---ù~1:-ト -43 ・
~---7.4~ 1---一一一…-一一一-一一一一-一一一一-一一一-一一-一十十-十十十ト卜卜-一-----1卜卜-一--ú~-I---5!瓦d正5-.zH--ι7泌瓦-IH 位J;l ;2; : 

蹴岩 | 一十十|卜卜-一---------1卜卜卜卜卜司一一……-一一一…-一一一…-一一一-一一十-一十-十1-------1十十十|卜卜卜-一一-一-h五五式b瓦必バ-1diA計;

輔贈 Lし-一-1l而ii.-4i1ι};井|ト卜-一- kkJI---|一一十一-+--3.-oH--ヰ卜-お
40.451 10.121 50.571 17.70 

安山岩 |一一一 l一一一一__I______~l 一一___l______~l______J一一__2_l_ _ _ ~'!:. 

糊 L_し-一一一…-一一一一-一一一----J一一---J一--L一-----一一一一J司一一一----1一一---1一-_f_-しし-一一一一-一一一一-一一一一-一一一----l一一---l一--l-しし-一一一一-一一一一-一一一…-----1一一一----1一一---1一--1上L--
一討T旦学?一一一L_ _ _ _~ j__ __ _ _ _ _ _1_f一一引一一月J_____~~l____!~J____ 旦|ー円、00
合計(重量) 21.14 23ω1 18.871 1.251 171.671 49.71 285.651 100.00 

1.231 24.691 35.801 13.581 18.521 100.001 組成比(点数) 1 6.17 

組成比(重量) 1 7.40 8.061 6.611 0.441 60.101 17.401 100.00 

珪開岩 1.....---i.5H Õ'.3~' f.. --i ~ Õ~. f. -.. 5'. 4~' f... --.... f --....... f...... --.1.. -. 9'. 2~' f. --~i: ~~­
|一一 f........+--.Õ..4~.fi.ãH バf...--....f... .-... +.. '3'.4~-f" .~~:~~ 

:s:.lv̂ f..-.......-..f.....-...f..-......f....ã..6~-f--.....+..- 十一 1....ã..6~-f..2~:~~

頁岩 l一一一一一一一一苧ー.J一一一一一一一.J一一一一一宇一宇i 一一一一一 ..~.l. 一一一一一一一.l_一一一一一一..l一一一一一一一一I 一一ーーー._~.L...?:??
0.92 0.921 2.14 

輔 |一 一一f......--. f... -. ----f -........ f... ---... f --.... -.. f. -.. 7~ 3Hー王よ f-'l~~~~

詰.:::l'--'fーヰf--.. õ'.3~-f -.. '1.4~'f 云'.~~'f'" 'õ-.î~'f---' 9'.î~'f ヰ|ぷH-'~~~:~~
22立 I--......~二~H....~:~~.f....~:~H...~i~~H--..~~~H-..2i:~H-..~日:|::::::l

上段:点数下段・重量 (g)

第 1 表石材と器種組成石器集中 1~3
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石器集中40.b Iナイフ腕器川御影石器|榔碍陣形石器情酬片|スタレイパー[R創片ru創片|右犠 l打開生創片|剥片|砕片| 傭 |機片 l合計 |組成比
鳳噌石A L_一一_u____一一L____u_一一一一ー刀一一一一ーし__ _1J _ _ _ _2J_ _ ___し一一一ーし 64し一旦し__ _ J _ _ _ _ J _ _ _ _1~~ 1_ ~モfι

輔頁岩 L-----j一一一一|一一|一一--2~kl一一一---~ ----+ ----+ -----1一一一--+-üH-õ~å卜~-õ正訂.11計;
闇買岩1 L一一一-一一-一一一-一一一-一一1一__!lリlししし-一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一一___J一__J上J上Lし-一一一-一一一-一一一-一一-一6ιそ札lし------_一__3_1孔:J_一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一一__J一_JλLし-一一一-一一一-一一__J一_J上ししL___一一L _ ___ _L _ _ _ _ _ _ _ _l_ _ _ ~_l__ 

輔買贈岩A L一一一一-一一一E一一一一-一一一一-一一一-一一-一-十十|卜卜ト-一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一一-一-十十十i十十卜-一一-一-主工訂吋:.71オ卦f品計}計叶|ト卜ト-一一一一-一一一一-一一一-一一-一 o正õ~i:-I剥A引:-1-一一一一-一一一-一一-一一一一-一一一一-一一一-一一-一+-4~
珪賀頁岩A1 I一一『一一-司一--一J一一一_!L____1J___一一__3J _ _ _ _ _ _ __し一

2.901 2.13 1. 77 15.81 8.93 31.54 1 2.21 

珪間部 2 L-------t一一一一十一一一卜一一一一1---------~ 十 十品十一一一-+-5~計一-l----卜---+ --ii.4H-沈
珪賀頁場A3 I一一一一l一一一一L____4_し一一__ _ _1J_ _ __一一

11.94 1.12 2.14 15.201 1.07 
珪質頁岩A4 L______J____一一L____2_し__ _ _ _ _ _ _1J _ _ _ __ーーし___J____ーし一一L________し----しーーし一一L_ _ _ _ J _ _ _ _ _ ~ 1_ _o_.?そ

5.96 0.60 6.561 0.46 

5 I一一一一|一一一ー-+ ---3~2H ------2~&1--一一一一十一一一卜-十一---1---一一一~--2~5H -----卜一一卜-十万;|-IZ
珪嗣掛け一一一一j--------~一一一十一一 一1-- 十一一~--司一十十-十十十|卜卜卜卜-一一….一一十-一.

17.03 3.87 4.201 0.041170.421 38.481 234.041 16.40 

L_-----t--------~--ー両H------23~5~-1----一一十一一卜一一卜一一|一一一--+---十一一十一一卜-十日il--tt

l一一一一|一一一-+-吋卜--------十-------十----十----十----十---司---十----

L-------j--------~一羽H-----瓦~&I---------~ ----+ ----+ -----1------一j--十
2.56 2.561 0.18 

ホルンフェルスl一一一一l一一一一J一一__ _L _ __ _ _ _ _ _ _1J _ _ _ __一ーし一ーし__ _ J_ _ __1_L _ _ _ _ _ _ __し___u____2_し___J____J一一旦上九15
1.651 1 1 1“.04 1 1 82.511 0.321 1 I 1切.521 10.55 

ホルンフェI~Ã1 L _ _ _ _ _ _ J _ _ _ _ _ _ _ _ J一一一ーし一一一一J一一 1 しーーし 1 し____L______ーし ___H_____し____L ____L一一~L1_.~~.
79.10 51.61 83.01 213.721 14.98 

ホルンフェI1ぷ 2L______J____一一j__ _ _ _ _ J _ _ _ _ _ __ _ _ 1 _ _ _ _ __ _ J_ _ ___し____L____ーし一一一-しー.札一一ーし__ _ J _ _ _ _ J _ _ _ _ _ ~ 1_ _o~~~. 
35.29 35.291 2.47 

開 l 一一一一|一一一--~一一一十一一一一|一一一一十一一卜 十一一1--------+忌引-一一一一-一一一-一一-一-十十十十|卜卜卜卜-一一一一-一一一-一一-一十十-十十十トト卜卜卜-一一一一-一一一-一一-一十十-十十}卜--ii.2Hト卜-一-f;f:
4 I 一一一一一|一一一--~一一ー一一|一一一一一|一一一一~----+-i4

4.19 4.191 0.29 

ホルン7:r.1レス6L______J一一一一L___ーし一一 J一一一ーし一ーし____L____L___一一L__2J____ーしーーしーーし一一雪上九52
19お 19.331 1.35 

頁岩 l一一---t----一一十一色:止卜ーーーーーーーー十ーー・ーーーー十----十----十----十-------十 --0~3H----+ ---十一一~--i9.~t--Hi
頁岩1 l________l____一一L____J____

17.80 108.851 0.13 126.78 1 8.88 

珪質頁岩B L一一一-一一-一一-一3試-uH斗4副|卜卜卜-一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一一-一-十十i十十卜-一一一-一一一-一一一-一一一-一一-一十-十十十|卜卜卜-一一一一-一一一一-一一一-一一-一1.寸J止-1十十十卜|卜卜卜卜-一一一一-一一一一-一一一-一一-一-一一-一十-
瑳質頁砦B1 L一--一--一一-一__L______L一一一

12.36 0.24 12.60 1 0.88 

メノウ L______J____一一」一一__ J _ _ _ _ _ _ _ _ _ 1 _ _ __一ーし一ーしーーし---_L一一一ーし___~l_____l_____L_____l_____!1_九免
1.28 1.28 1 O.ω 

l一一 1 --------~---Ù~8~-~ ------13~~-1- --一一~----+----+-----1一一-----~ --o~M ----+----十一一}一証il--25
6.07 1.45 7.521 0.53 

棚 上一一___1________J______ーし________11____一ーし一ーし一ーし___L________し___L___J__ーし__2L_ _ _ _ ~ L _o_.!~. 
0.23 8.481 8.711 0.61 

輔 1 L _ _ _ _ _ _ _ -1-_ _ _ _ _ _ _ J _ _ _ _ _ -2_L _ _ _ _ _ _ _ _ _2J一一一ーし一ーしーーし__ _L _ _ _ _ _ _ _ _l_ _ _ _ J _ _ _ _ J _ _ _ _ _L _ _ _ _ L _ _ _ _ ~ 1_ _l~~~. 15.49 5.72 21.21 1 1.49 

鵬 L -------1 一一一-+-----十 ---------1-----一一一一-一一一-一一-一十-十十十1卜卜ト卜-一一……司一……-一一十.一.十十|卜卜-一.一十 一-十十十ト|ト卜卜卜-一一一一-一一一一-一一一-一一-一8.正U寸正“M卜-正吋J計|一-一一十-一十-十|一一十+一一…十十十十~-一一-一8.6ポ州8.“J必.ゐ4副計h4副計計;計計十|卜卜-一ιt-ft;I:
|一一一一|一一一--~一一一十一一十

9.721 9.721 0.68 

片措錯 L__-一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一一汁-一十-十十十i卜卜卜-一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一一-一-十十1十十ト-一一一-一一一-一一一-一一一-一一十-一十十-十十十|卜卜卜-一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一-一--十十十|卜卜卜卜-一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一一-一十-十|卜-一一一-一-十+"3
器泣:1-~+一一- -io-.õH- 一一 --2.9~~一品~~H-----9ï::~ +--ーーがf;十 -5~~-h7~?t-h2:~-I------8正U吋:.4:泣jJ計;計|片白晶1!矧2針計I卜 5工J迂:f去:E7ト同白而b正'õ~~-I--57
器 i2鐙鐙苦昔-卜-ー--HH---ー矧---2~~iH --ー--_1~~!H--- ー NH-NH+~-I--出---ifgト312ト112-Jfま|一刻--i~~~~~ t -----

第2表石材と器種組成石器集中4a・b
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肩事集中4瓦1ナイフ形石署|彫刻万薦者甥|横形肩器陶磁宥寝寓盛綱片1Mレイパー[R網片ru創片|宥被|打面再生創片|創片|砕片| 磁 |破片 l合計 |組成比

鮪 A L___し-一一一一-一一一-一一-一3.8沿d正品弓h詰副;計t-一一一一-一一一-一一-一---一-1十十-一一-一-冶瓦引J白瓦J:12f3;計計|卜卜-一 2.寸=γヰ寸-4JJ止-1十十|ト卜卜-一-一-一一一一-一一一一-一一一→-一一十-一十-十+-1
闇買酷岩 L_一-----一一___1一__L__一一-一___J上LしF一一一-一一一-一一一-一一-一-し-一一一-一一-一- 守一司しー ーし__ _ _L _ _ _ _ _L _ _ _ _ _L _ _ _ _ _ _ _ J _ _ _ _'IJ _ _ _ _3_L _ _ _ _2_L _ _ _ _2J _ _ _ _!! L _3_.!~. 

1.161 0.10 1 0.181 0.711 2.151 0.58 

輔醐1 L_---2. ii~ t --------1---iuH ------ú~ -1----一一一十一-+---十一一一十一十十十ト卜卜-一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一一-一-十lト同-五dお
輔頁闘岩A L一一一-一一-一一一-一一一-一一一-一一-一『十十i卜トト-一一一-一一一-一一一-一一一-一一一-一一-一-十十i十十ト-一一一-一一一-一一一-一一一-一一十-一十十-十十十|卜卜卜-一一一-一一-一-一o正õ~7{-1すJ去訓-十十|ト卜-一-一-一一一-一一-一一一-一一-一-十+-4
輔賭A1リl 一一一一 t-----2.-9~1_ --2~計一一工2-~-1------ 卜---+---l--卜一一十一-+---+----ト---+---S.3H--Hi 
輔贈A2パLし-一一一一-一一一一-一一一一-一一一一-一一一-一一-一十-十十十卜卜トト-一一-一----一寸-十1---一一一一-一一一-一一-一-十~----一一一一-一一一-一一-一-十|ト卜ト卜-一一一一-一一一一-一一一-一一-一----~卜卜卜卜-一一一一-一一一-一一十-一十-十l一-一一十-一十-十+9
輔買酷岩A3リ Lし-一一一-一一-一----一十-十十十i卜卜-一---一一一-一一-一--1十十-一--u ~ 9:-~ ------i ~ 1-! -1--一 -一十十-十十十|卜卜卜卜-一一一一-一一一-一一十『一十-十+2:
輔醐買醐岩Aハ------t一一一--1----5~9H ----一一一|一一一一十一--~一一十一一ト一一~----+---l- 十一一卜--S.9H--Hi

3.25 2.18 2.52 7.951 2.16 

輔醐A6 Iーーーーーー__L______上ーーーー__L_ーーーーーーー_Lーーーーーーーし____L_____L_____L_____ーーーし__ _2_ L _ _ _ _ _L _ _ _ _ J _ _ _ _ J _ _ _ _ _ ~ 1_ _o_.~~. 
2.90 2.901 0.79 

チャート l一一一一l一一一一」一一-___L_____一一」一一一一ーし一ーし一ーし一ーし一一一ーし一一l____1_し 3し__ _2J _ _ _ _ _ ~ 1 _ _2_.恒.
0.041 1.571 4.971 6.581 1.78 

チャート 1 l________l__一一一」一一___L_____一一-'-一一____l___ーし____L____J_________l___ーし____L_____L_____L_____Q上九00
0.001 0.00 

チャート 2
0.001 0.00 

チャート3 01 o.∞ 
0.001 O.∞ 

チャート4 01 0.00 。ω1 0.00 
チャート5 1一一一一L______J一一__-L_____一一L___一ーし____L_____L_____し-------し一ーし一ーし一ーし一ーし__ _ _ Q 1 _ _0_.唄ー

0.001 0.00 
ホルンフェルス 1 

-ーー一一ーーーゐーーーーーーー-..-ーーーーーー』ーーー一一ーーーーー‘ーーーーー1.65 一一---1---------h2~iiH --0~2~-ト一一卜一一~--iii.4~h~~~i
ホルン7z)~Àll一一一一↓一一一一J_一 ーしーーー一L____一ーし____L_____し一一|一一一J 一一l ーしー し一ーし__ _ _ Q LO_.~Q 

0.001 o.ω 

ホルンフェルス21一一一一i一一一一J_一一ーし一ー一一」 一一__ _ L _ _ _ _ _L _ _ _ _ -'-_ _ _ _ J _ J _ _ _ _ _ _ L _ _ _ _2_ L _ _ _ _ _ L _一ーし一ーし一一乏し九69
35.29 35.291 9.57 

ホルン7z)~À3 1 一一一一l一一一__L__ーしー一一一L______J一ーし一ーし一ーし一一一一一ーしーーし一ーし____L_____l_____Qし九円
0.001 0.00 

ホ)~;"-7 ヱ)~À4L _ _ _ _ _ _ _ L__一一J_ ーーし一一一一-'-一一一ーし一ーし一一L一一一1-_ _ _ _ __ーしーーし----し____L_____l_____Q上九円
0.001 0.00 

ホルン7z)~À5L_ 一一l 一一一J_一一ーしー 一一J一一___J____ーし一ーし一一L-----__L____し一ーし一ーし__ _ J _ _ _ _ _ Q 1 _ _O_.~Q. 
0.001 o.∞ 

ホルン7zJレ.A61一一一__L__一一L____ーし一一一__L__一ーしー し___-'-____J一 一ーし____L__ーし一--'----ーし__ _ Q LO_.~. 
0.001 o.∞ 

買岩 |一一一一l一一一一L____J一一一一一L一一___ _l_ ーし___L___J 一一 L___~しーーし一 __L_____L_____!l_}り4
0.34 0.341 0.09 

醐 1 L-------t一一一-+-----十一一一一|一一一一|一一十一一卜一一I---------r五iiH----+---十一一~--2s.iii t --H~ 
輔醐目 l一一一一l一一一一L_____l____

1.13 2.78 3.911 1.06 

輔醐81L一一一|一一一-+--ù~3H----一一一|一一一一一|一一十一一卜一一|ー一一一~--0~2H ----十一一十一十品t-法
1.28 1.281 0.35 

メノウ 1 L_一一__l________J____ーーし一一-----'-一一一ーし一一L_____し一一L一一一-J--_ーしーーし一ーしーーし____QL九00
0.001 0.00 

メノウ2 1一一一一l一一一一」一一一ーし一一 ー|ー一一一L_____しーーし一一L一一一__l_____L_____l_____L___ーし o上九00
0.001 0.00 

棚 上 一l一一一L_____L一一一__1_[__ _ _ _ _ _ _ L _ _ __し ___L_____L________し ___J_____しーーし____l_____!j_~性
0.23 当けま砂岩1

o.∞1 0.00 

甑岩 l一一一一|一一一一十一一-+-----一一|一一一一十一一|一一十----1------8~4i ~ --0~2} ~一一十一十---+---8.~t--H~
一一|一一十一十 一一|一一一-+---l-- 十一一|一一一一hi可H----十一一卜一一~--22.oi t --Hi 

0.001 0.00 
片岩

器溜--+-----6-.S{ f -----2.9Õ1---67:~H ------13:~~十一日計 h工s:sH寸:4寸卦卦AJ計計-十十ト卜1--2:川凶2工d凶2工2:i:-1剥d副計わl卜1--9~1川9.1寸b子吋叫-ヰ剥J副1------8~41寸d品JJ計品;計品|じt謝 h王品剖剥7去剖針z制針|ト1--1:川1工d}工l:i~-1剥A訓計わ|卜1--S~'工h工J:JιJ
器 j濫2器歪針針十十十十トト-一一一一-一一一-一一-一矧-4fは矧;L涜淵:完到2引|一-一矧-Jt悦矧::伐矧:立刻号刻1--一一間 一一 ~~~ 1-----~~~~-卜 !?3十 H!-I--t!{-I-----HH矧 FEZI--ijZI--fzi--titi---

第3表石材と器種組成石器集中4a 
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石器集中4b Iナイフ形石器|彫刻刀形石器|観形石器隙形石輔醐l片|スヲレイパ四 IR創片lu倒片|石被|打面再生創片|剥片|砕片 l礁 l磯片| 合計 |組成比

醐石A I 一一一一j--------十一ー一一一-~一一一一一|一一 -一一一一-一一一-一一-一一-一十十-十十十十|卜卜卜-一一一一-一一一-一一-一-十十|卜~-6~正訂寸6~M叶{止計J計ト卜卜卜-一一一一-一一一-一一-一十十-十十十トト卜卜卜-一一-一-一一一一一一一一一一 -十i 一 -1~2H卜~--O~正吋:詰 1ト一一一一一一一一十J一一一-一一-一-十十十}卜-一--7-.4H-一-f;
瑳質頁岩 |一一一一 L______J_____ ーし一一____lL___一ーし一一l一一一L____ _I_____一一 l 一一一 l____IJ____J 一一一1 一一一 ~1 一三男

2.45 0.05 2.501 0.24 

輔頁岩1 L 一一L______J一一__ L _ _ _ _ _ _ _ _ _ 1 _ _ _ _ _ _ _ _ L _ _ _ _ _ L _ _ーし___1_ _ _ _ _ _ _ _l_ _ __l_し一ーしーーし__L____!し1.11
1.85 1.851 0.17 

l 一一一一|一一一 --+---2~7ri-卜一一一一一|一一一一一-~-----~- 2~9H-----卜一一一一一一 f--2~M-----~ 一一十一一一卜 --i.sH--H1
額融A 1 L一一一一-一一一-一一-一一一一-一一一-一一-一十-十十十十i卜卜卜卜-一一一一-一一一一-一一一-一一-一-一一一i十卜卜-一一一一-一一一一-一一一一-一一一-一一十-一十十-十十十十i卜卜卜-一一-一-一一一一o一」J副1-1一一一一一一一一一一一一一一一-一一-一-一1ト卜ト-一一一一-一一一-一一-一-十-hs卜-
輔贈A2 L------十一-----1一一一十一一 -1-- 卜-+----1------1一一 十一十一十一十一十一 o.oH--~-:ò~ 

0.001 0.00 

4 I一一一一|一一一一十一一十一寸

0.001 0.00 

珪貿頁場A6 L--一一一一一ト-------十一一---十---------十--------~ 卜卜卜-一F 十 -↑十十卜-一一-一----一一-一-十十十|卜卜-一-1~M
L一---一一一一-一一一-一一-一-十j---一一一一-一一一-一一-一一-一-十1-白瓦:泣剥止針計l卜卜卜-一一一一-一一一一-一一一-一一-一 3王ú~-I剥J計1---一一一一-一一一-一一-一一一-一一-一十-十十十卜ト卜-一-一一一十一一十一一--1一一一一+-4~2H一一-h6ã~sH -33~5H-五立|-23 

56.85 23.57 80ι21 7.60 

-一一一-一一-一-十|卜-一一一-一m一一-一-1十-一一一会五-
L一一一-一一一一-一一一-一一-一『十十|卜一一一一-一一一一-一一一-一一-一汁十十-十十十1十十-一-吋卜卜-----一一一一-一一一-一一-一--1--------一十-十十十トト卜ト卜-一一一…-一一一-一一-一十-~十十卜卜卜トト-一一…一-一一一-一一-一十十+十十卜卜卜卜ト-一一-一-一 1十一一一一一一一一一|一一十一一|一一十一一一~--46.6~ j --Ho 
L__-----j 一一一一一十-uj卜一一云~&I-- 一-+---+---十----1---------f一一一+----卜一一一十一一-+ --46.iH --Hi 

2.56 2.561 0.24 

ホルンフエJ~^ L_------j 一一一+------f----一一ー --1---- 一一一 f-----~ 一一一十66~õ!-I---------f -Ï9~9} ~ -õ~ï計一一十一一卜ぷ|-;

79.10 51.61 83.01 213.721 20.20 

ホルンフェルス2 01 0.00 

0.001 0.00 

L__ --j-ーーーーーーー十ーー"ー一十ーーーーーーーーー十一一一一一一一十----十ーーーー十ーーーー十 一ー--huH----ト一一卜--+・-ï4.2~ t --H~ 
Wレンフ山 l一一一一|一一一--1一一一十一一一1--------+ ----~ -luH -----1- 一--hù~+---十一一卜---+ --29.3~ j --Hi 
別問ル.;r，sL_------j--------1-一一十一一一一一一一-1--------+一一一一|一一十一一一一|一一一一一十一-uH-----~一一-+----+ ---4.i~ j--Eo 

19.33 19.33 1 1.83 
頁岩 L 一一_l________J______l_L__ 一一| ーーし一ーし一ーし---1一一一ーし一ーし一ーし一ーし___ L _ _ _ _!1J!!. 

19.34 19.341 1.83 

頁岩1 L________1一一 _L__ ーし一一一一|一一一ーし----し一ーし__ _3J一一一ーし 4 しーよし一ーし一ーし----~j_九竺
17.80 83.231 0.13 101.161 9.56 

瑳質頁岩B L --i.5H ---- 十 十一一一一|一一一---f-----f-----卜一一1--一一一-f-----卜一一--f----十一--+ ---i.5~ t --~-:n 
闇頁岩自 1 L_______L__一一L___

0.001 0.00 

メノウ l一一一一l一一一一J_一一ーし一一一--J_一一一ーしー し----L-----L--------l-----l ーし一ーし一ーし____2j_丸"
0.001 0.00 

メノウ 1 L 一一 1_ _ _ _ _ _ _ _ J _ _ _ _ _ _1_ L _ _ _ _ _ _ _ _ _2 J_ _ _ _ _一一l----J一一ーし一一L一一一一l____l_l_____L_____し一ーし一 4しん竺
21.87 13.36 0.20 35.431 3.35 

L____ | 一一 -+---6~õi卜一一一一 1-4-卜一一一--+----~ー一一十----1------一十一一|一一~-----1-----+ ---i.5H--Hi 
醐 l 一一 L______l

8.481 8.481 0.80 

輔 1 L_-----j --------1---1-5~4~-卜-----5~kl----司 卜-卜---l----1 一卜-卜---十一十一十2I.zH--出
版岩 l________l________J_______l__ 

0.001 0.00 

安山宕 L-------1一一一一十一一十一一-----1---------1一一-f-----卜一一|一---f --3~ sH ----+ ----1-----+ ---i.5~ j --ri-:H 
糊岩 L________I________J一一一L_ _ _ _ _ _ _ _ _ _I_ _ _ _ _ _ _ _ _ L _ _ _ _ _ L _ _ _ _ _ L _ _ _ _ _I一一一ーし

9.721 9.721 0.92 

措 l一一一一一|一一一ー一十一一一卜一一一一|一一一一一十一一卜対一卜一一|一一一十一一卜-卜十 十 --i.3i i --Hi 
詰温室-十一一-i5it -----O.-oO t-蕊2十一一五卦一一-一-涌引均が-1{4;;十ï~-õ卜~- õ~~バb正日バJ-IdJ卦ddt:;-
-詰鍛詑-j濫濫藍鐙-一十十-十十十十卜卜卜卜-一一-一一一-一一-一-;出i2剖計計j計什什卜卜卜卜-一-一一-一-矧 -号器二会2針卜 守鴇矧i立到劃:計計十i十十十卜-一一一一-一一一-一一-一-:剖:J五公封;it計;;計-十什トト-t::i苦淵叶;:t引剖叶:;目件刊:-1十十|トト-一-認:t認:去z一1--~刻一一-113卜24;lit-1-J721-Eti--Z-;; l一一一
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器橿

最大長 量大幅 最大厚 重量
閥聾角 母岩番号

接合
備考 層位 標高

番号 番号 mm mm mm E 資料

第9図1 3C-83 5 模形石器 18.6 14.5 6.5 2.07 綴灰岩 X 48.805 

3C-66 2 磯片 26.5 20.2 13.0 7.12 不明 X 48.367 

3C-67 2A 機片 11.7 7.6 8.4 0.88 安山岩 X 48.451 

3C-67 2B 諜片 0.30 ホJレンアエJレス X 48.451 

3C-67 2C 様片 0.18 ホJレンブェJレス X 48.451 

3C-67 2D 穣片 0.27 ホJレンフェJレス X 48.451 

3C-67 3 膿片 11.0 9.0 4.2 0.54 ホJレンフェJレス X 48.472 

3C-67 4A 醸片 16.5 9.3 4.7 0.85 ホノレンアエFレス X 48.453 

3C-67 4B 醸片 14.2 13.6 7.5 1. 73 ホノレンアエYレス X 48.453 

3C-67 4C 礎片 12.2 9.3 4.1 0.66 砂岩 X 48.453 
3C-67 4D 磯片 11.8 8.2 5.6 0.58 ホルンブェルス X 48.453 
3C-67 5 醸片 22.4 15.2 13.9 7.65 緑泥片岩 X 48.462 
3C-67 6A 軍事片 21.4 14.0 9.0 3.35 不明 X 48.478 
3C-67 6B 諜片 11.1 8.2 5.0 0.43 不明 X 48.478 

3C-67 7 礎片 13.0 10.5 4.0 0.63 不明 X 48.482 

3C-67 8 遺物なし 遺物なし X 48.498 

3C-67 9 遺物なし 遺物なし X 48.525 
3C-73 2 砕片 4.8 7.6 1.8 0.08 ホJレンブエノレス X 48.899 
3C-73 3 砕片 6.3 13.0 2.1 0.22 ホJレンフェJレス X 48.780 
3C-73 4 砕片 9.7 5.8 1.4 0.09 ホノレンアェJレス X 48.800 
3C-73 5 剥片 19.1 10.7 8.6 1.95 ホJレンブエノレス X 48.843 
3C-74 2 穣片 27.7 19.5 12.4 5.04 珪質頁岩 X 48.648 
3C-75 l 様片 29.0 20.0 12.2 6.40 砂岩 Vs-Ixa 48.696 
3C-82 2 礎片 15.7 15.0 5.2 1.33 ホルンフェノレス X 48.800 
3C-83 2 磯片 14.3 12.2 7.2 1.29 頁岩 X 48.857 
3C-83 3 穣片 10.7 6.8 5.8 0.47 ホJレンブェノレス X 48.857 
3C-83 4 醸 37.4 21.3 13.4 13.22 砂岩 X 48.884 
3C-84 2 穣 33.7 22.2 7.8 7.68 流紋岩 IXc 48.969 
3C-85 2 諜片 19.5 27.0 4.6 2.82 安山岩 X 48.825 
3C-87 2 磯片 10.8 8.8 4.8 0.65 頁岩 E 48.794 

3C-93 2 機片 20.0 22.0 16.1 5.22 ホJレンブエノレス 48.925 

3C-93 3 様片 21.1 10.6 6.0 1.30 珪質頁岩 49.009 

3C-93 4 際片 11.5 7.0 5.2 0.46 ホルンアェJレス 48.817 

3C-95 2 膿片 15.9 11.8 5.5 1.02 砂岩 X 48.940 
3C-95 3 穣 43.8 25.1 24.8 22.60 凝灰岩 X 48.901 
3C-95 4 礁片 20.3 19.0 6.1 3.34 珪質頁岩 X 48.901 
3C-95 5 礎 44.5 32.2 21.1 31.95 チャート X 49.035 
3C-95 6 諜片 23.6 14.3 8.3 4.06 頁岩 X 49.148 

3C-95 7 磯 43.0 33.7 12.0 25.98 不明 IXc 49.245 

3C-96 2 諜 64.5 30.2 27.1 79.65 流紋岩 X 

3C-96 3 礎片 25.7 18.2 16.8 9.50 チャート X 

3C-96 4 礎 33.8 17.9 15.9 13.31 チャート X 

3C-96 5 穣 10.3 8.8 7.4 1.11 チャート X 

4C-03 2 穣片 21.4 14.3 6.8 2.32 珪質頁岩 E 49.042 

4C-03 3 磯片 22.1 15.3 10.6 3.32 砂岩 E 49.094 

4C-03 4 礎 27.0 13.2 4.4 2.30 流紋岩 E 49.052 

4C-03 5 様片 17.1 15.6 10.1 3.73 チャート X 49.178 

4C-04 2 磯片 21.0 16.4 7.8 3.82 和紋岩 E 49.055 

4C-04 3 穣片 16.0 9.1 5.3 0.68 チャート E 49.135 

4C-04 4 様 30.2 19.3 9.3 7.72 砂岩 E 49.010 

4C-05 2 蝶片 12.5 10.6 9.0 1.32 珪質頁岩 E 49.035 

4C-05 3 穣 26.3 21.6 11.0 8.07 チャート E 48.490 

4C-05 4 様片 15.4 7.7 5.8 0.70 チャート E 49.015 

4C-05 5 磁 15.8 15.4 4.2 1.58 流紋岩 E 49.045 

4C-05 6 礎片 22.8 13.4 6.6 2.82 流紋岩 E 48.949 

4C-05 7 穣片 32.9 24.4 6.1 6.42 流江紋岩 E 49.126 

4C-05 8 様片 20.4 13.4 10.7 2.21 チャート X 49.019 

4C-05 9 穣 32.5 17.7 12.6 10.55 砂岩 X 49.326 

4C-06 2 諜片 26.0 12.2 11.4 4.00 珪質頁岩 X 49.233 

4C-06 3 軍事片 16.1 13.5 10.4 2.3 流紋岩 X 49.317 

4C-06 4A 磁片 12.2 9.6 8.4 1.35 流紋岩 X 49.212 

4C-06 4B 穣 38.2 24.0 18.9 19.60 チャート

4C-06 5 礁 14.6 10.0 6.2 1.20 砂岩 X 49.268 

4C-06 6 礎片 20.2 9.9 4.6 1.00 ホルンフェルス E 49.136 

4C-06 7 醸片 13.1 6.2 2.1 0.20 ホルンフェルス E 49.165 

4C-06 8 礁 41.5 22.6 24.4 27.87 チャート E 49.291 

4C-06 9 礎片 15.7 9.8 6.5 1.15 砂岩 E 49.136 

4C-06 10 穣 17.0 6.0 4.5 0.64 チャート E 49.209 

4C-06 11 醸片 27.3 11.3 10.4 4.62 砂岩 X 49.327 

4C-06 12 諜 37.9 13.5 12.5 8.11 流紋岩 X 49.335 

4C-06 13 礁片 13.3 18.3 9.2 2.52 ホpレンフェyレス X 49.377 

4C-06 14 様片 10.5 9.8 3.9 0.44 ホルンアェルス X 49.340 

第5表石器観察表石器集中 1(1) 
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グリッド

遺物
器種

最大長 最大幅 最大厚 重量
調整角 母岩番号

接合
備考 層位 棒高番号 番号 冊目 mm 冊目 z 資料

4C-13 2 醸 29.3 21.3 7.1 6.28 珪質頁岩 X 
4C-13 3 機片 25.5 16.6 12.2 5.00 チャート E 

4C-13 4 磯片 18.3 11.1 3.9 1.23 砂岩 E 

4C-13 5 礁片 28.2 24.0 18.5 12.03 建質頁岩 E 

4C-13 6 諜 23.3 8.1 6.8 1.36 珪質頁岩 E 

4C-13 7 醸片 20.4 14.0 8.5 3.04 珪質頁岩 E 

4C-13 8 礎片 24.3 8.7 8.8 2.08 メノウ E 

4C-13 9 遺物なし 遺物なし E 

4C-13 10 離片 17.0 11.8 7.0 1.81 ホルンフェノレス E 

4C-14 2 様片 43.3 25.5 23.0 33.75 凝灰岩 E 49.156 

4C-14 3 礎片 22.3 21.6 14.7 6.00 チャート E 49.170 

4C-14 4 磯片 25.6 16.7 14.5 7.21 不明 E 49.438 

4C-15 2 諜片 22.1 12.3 4.4 1.36 流紋岩 E 49.265 

4C-15 3 穣 44.8 20.6 12.0 15.03 流紋岩 E 49.160 

4C-15 4 磯片 23.6 13.2 11.0 3.73 砂岩 E 49.305 

4C-15 5 醸 31.5 19.8 13.4 12.16 チャート E 49.339 

4C-16 2 機片 20.0 14.2 5.7 2.21 流紋岩 X 49.337 

4C-16 3 諜 18目1 11.8 8.3 1.30 チャート E 49.260 

4C-16 4 疎片 16.9 16.0 8.6 2.80 不明 E 49.319 

4C-16 5 疎 22.0 20.2 18.2 12.78 チャート X 49.500 

4C-16 6 疎片 14.0 7.5 4.5 0.57 珪質頁岩 X 49.439 

4C-17 2 穣 25.5 20.0 13.7 7.55 珪質頁岩 X 49.545 

4C-17 4 様 17.2 5.9 5.5 0.64 珪質頁岩 E 49.337 

4C-23 2 様片 17.8 14.5 6.7 1.81 砂岩 X 

4C-23 3 穣 41.0 21.3 19.8 16.52 珪質頁岩 E 

4C-23 4 礁片 27.0 21.0 8.4 5.33 珪質頁岩 E 

4C-23 5A 礎 21.7 18.3 14.5 7.58 チャート E 

4C-23 5B 礁 11.3 4.0 2.3 0.10 チャート E 

4C-23 6 醸片 4.82 流紋岩 E 

4C-23 7 様 29.8 20.5 10.7 8.93 チャート E 

4C-23 8 遺物なし 遺物なし E 

4C-23 9 様 34.8 15.0 15.3 13.37 チャート E 

4C-23 10 礁片 17.2 17.2 5.4 2.12 流紋岩 E 

4C-23 11 様 6.0 4.3 2.4 0.07 チャート E 

4C-23 12 楳片 8.3 5.8 1.8 0.15 珪質頁岩 E 

4C-23 13 遺物なし 0.11 遺物なし E 

4C-23 14 機片 6.9 4.9 1.9 0.06 チャート E 

4C-24 2 様 33.8 22.3 8.0 8.44 チャート X 49.335 

4C-25 2A 膿 27.2 19.3 12.0 8.97 チャート X 49.289 

4C-25 2B 機 26.2 10.1 10.8 3.74 チャート X 49.289 

4C-25 3 機片 27.8 20.0 14.9 12.84 砂岩 E 49.198 

4C-25 4 遺物なし 遺物なし E 49.177 

4C-25 5 穣片 20.3 11.2 4.9 0.96 泥岩 IX 49.627 

4C-25 6A 様 26.5 18.4 5.6 3.95 砂岩 IX 49.629 

4C-25 6B 際 16.6 11.1 9.1 2.07 珪質頁岩 政 49.629 

4C-25 7 離 36.0 25.5 21.9 19.57 チャート E 49.191 

4C-25 8A 様 35.1 24 16.2 18.44 チャート X 49.336 

4C-25 8B 膿片 18.1 11.5 7.1 1.31 砂岩 X 49.336 

4C-26 2 様 30.0 17.7 5.8 5.00 不明 X 49.450 

4C-26 3 磯 29.4 15.3 16.1 8.85 チャート X 49.627 

4C-26 4 蝶 33.6 18.8 16.6 14.57 珪質頁岩 1x 49.891 

第6表石器観察表石器集中 1 (2) 

n
h
U
 

F
h
u
 



U
可
-.
:J
 

締
園
骨
骨

第
四
国
l

第
13
国
2

第
四
国
3

第
四
国
4

第
四
回
5

第
四
国
6

第
13
園
7

第
13
園
8

箪
13
園
9

第
13
固
10

第
13
園
11

第
13
園
12

第
四
国
13

ダ
リ
ッ
F

3D
-
12
 

3 D
-
13
 

2 D
-
田

2D
-
田

30
-1
2 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
2 

30
-1
2 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
2 

20
-9
4 

20
-9
4 

20
-9
4 

30
-0
2 

30
-0
2 

30
-0
2 

30
-0
2 

30
-0
2 

3
0
-
0
2
 

30
-0
2 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

3
0
-
0
3
 

30
-0
3 

3
0
-
0
3
 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

3
0
-
0
3
 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

30
-0
3 

3
0
-
0
3
 

3
0
-
0
3
 

3
0
-
0
3
 

3
0
-
0
3
 

3
0
-
0
3
 

3
0
-
0
3
 

30
-0
3 

30
-0
3 

.魯
器
橿

最>
l:
:j
量

番
号

四
百

3
模
形
石
盤

18
.8
 

11
様
帯
石
墨

23
.5
 

2
複
静
石
畢

24
.9
 

2
複
形
石
器

2
模
形
石
器

16
.2
 

28
剥
片

12
.2
 

四
剥
片

13
.3
 

48
制
片

12
.2
 

8
倒
片

14
.6
 

6
制
片

14
.4
 

9
制
片

18
.1
 

10
剥
片

17
.2
 

3
彫
刻
万
形
石
器

77
.4
 

2
鉄
卦
塊

3
醸

4
剥
片

27
.1
 

2
醸

24
.6
 

4
砕
片

3.
6 

5
剥
片

17
.7
 

6
遺
物
な
し

7
砕
片

3.
3 

9
 迫
田
勿
な
し

10
砕
片

7.
0 

2
剥
片

9.
2 

4
膿

39
.4
 

5
磁
片

20
.5
 

6
砕
片

4.
3 

7
嘩

47
.2
 

8
醸
片

20
.7
 

11
 
剥
片

24
.7
 

12
聾
片

18
.5
 

13
・
醜
片

18
.7
 

14
 
週
目
勿
な
し

15
1 
.. 
J片

18
.0
 

16
1 
.. 
J片

12
.2
 

17
砕
片

5.
0 

18
砕
片

4.
8 

19
砕
片

7.
5 

20
砕
片

4.
9 

21
 
砕
片

5.
2 

22
砕
片

8.
7 

23
 
砕
片

4.
0 

24
砕
片

8.
2 

25
砕
片

7.
8 

26
剥
片

16
.1
 

27
砕
片

4.
3 

30
創
片

13
.8
 

31
砕
片

5.
1 

32
砕
片

6.
3 

3
3
1
 .
. J
片

22
.1
 

34
砕
片

8.
8 

35
砕
片

5.
2 

甜
砕
片

4.
2 

37
砕
片

9.
2 

担
割
片

10
.5
 

最
大
綱
最
大
厚
量
量
打
面

田
園
町・

g
 
形
状

16
.5
 
11
.5
 
4.
57
 

17
.5
 
12
.5
 
5.
開

15
.0
 
9.
0 
2.
33
 

5
.4
2
 

20
.3
 
8.
6 
2.
83
 

12
.7
 
3.
3 
0.
33
 
2
 

15
.4
 
2.
5 
0.
44
 
L
 

13
.9
 
1.
8
 
0.
19
 
P
 

20
.5
 
3.
9 
0.
93
 
L
 

4.
7 
2.
9 
0.
15
 
P
 

9.
6 
3.
9 
。
曲
l
 

13
.6
 
4.
2 
0.
62
 
1
 

24
.3
 
15
.0
 
23
.0
2 
P
 

4
師

10
.7
5 

42
.2
 
6.
2 
10
.0
1 

24
.4
 
15
.3
 
11
.5
2 

6.
9 
1.
3
 
0.
03
 

16
.1
 
5.
3 
1
曲

1.
8
 
1.
0
 
0.
01
 

7.
1 
3.
1 
0.
10
 

12
.4
 
2.
5 
0.
20
 
P
 

34
.0
 
22
.0
 
32
.4
5 

12
.7
 
7.
3 
2
.4
9
 

5.
8 
2.
1 
0.
04
 

27
.2
 
20
.6
 
32
.2
5 

14
.9
 
12
.1
 
3.
39
 

10
.8
 
4.
2 
0.
87
 
1
 

14
.1
 
9.
0 
2.
24
 

11
.3
 
4.
6 
1.
20
 
P
 

16
.4
 
3.
8 
0.
76
 
1
 

11
.3
 
3.
5 
0.
36
 
P
 

4.
7 
0.
8 
0.
01
 
P
 

8.
0 
1.
0
 
0.
03
 

7.
1 
1.
7
 
0.
04
 

7.
2 
1.
2
 
0.
03
 
P
 

5.
5 
1.
1 
0.
02
 
P
 

5.
7 
2.
5 
0.
09
 
L
 

4.
8 
1.
0
 
0.
01
 

7.
3 
1.
5
 
0.
07
 

3.
3 
2.
4 
0.
04
 

11
.5
 
5.
5 
0.
52
 

9.
5 
1.
0
 
0.
03
 
P
 

10
.3
 
4.
1 
0.
56
 

13
.2
 
2.
1 
。
ー
冊

5.
4 
2.
1 
0.
05
 
P
 

7.
0 
2.
7 
0.
31
 
P
 

7
.4
 
1.
1 
0.
04
 

7.
3 
1.
2 
。
.0
3
P
 

4.
1 
0.
7 
0.
01
 

5.
2 
1.
9
 
0.
03
 

16
.5
 
3.
2 
0.
15
 

第
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表
石
器
観
察
表
石
器
集
中
2
(
1
)
 

打
角
扇
蕗

育
園
情
感

間
聾
角
先
端
角
筒
聾
街
画
師
位

末
輔

母
岩
番
号

接
合

備
考

層
位
.高

C
I
S
I
H
I
T
I
R
I
L
I
D
I
V
 

却
位

資
軒

チ
ャ
ー
ト

I
X
c
 
48
.2
36
 

珪
賀
頁
岩

x
 
48
.3
78
 

鳳
喧
石

民
c
48
.4
28
 

珪
冒
頁
岩

47
.9
75
 

チ
ャ
ー
ト

VI
 
48
.4
剖

10
8 
。

2
 

F
 
黒
曙
石

I
X
c
 
岨
日
S

2
 

F
 
晶
壇
石

I
X
c
 
48
.5
14
 

1
1
1
 

F
 
属
喧
石

x
 
48
お
4

3
 

1
 

蝿
曜
石

x
 
48
.3
93
 

2
 

F
 
鼎
咽
石

11
1 
。

4
 

R
 

H
 
鼎
瞳
石

政
c
48
.3
!叩

1国
。

l
 

L
 

H
 
黒
曜
石

I
X
c
 
48
.3
69
 

。
。
1
 

6
 1
 1
 

珪
賀
頁
岩

48
四
6

鉄
分
塊

E
 
48
.1
25
 

斑
紋
岩

E
 
48
.2
91
 

安
山
岩

x
 
48
.4
81
 

チ
ャ
ー
ト

48
.0
75
 

F
 
黒
瞳
石

48
.2
96
 

3
 

1
 

L
T
'
H
 
H
 
黒
曜
石

48
.6
41
 

遁
備
な
し

48
.5
00
 

チ
ャ
ー
ト

48
.4
65
 

遺
骨
な
し

IX
 
48
揖
4

黒
喧
石

IX
 
48
.1
拓

1
 

F
 
鼎
曙
石

x
 
48
却
6

流
紋
岩

x
 
48
.1
75
 

チ
ャ
ー
ト

x
 
48
.2
06
 

黒
喧
石

IX
 
48
.2
67
 

砂
岩

E
 
48
.1
67
 

砂
岩

I
X
c
 
48
.4
34
 

10
1 
。

4
 

R
 

F
 
思
瞳
石

X
 
48
.1
56
 

チ
ャ
ー
ト

X
c
 
48
.2
93
 

。
チ
ャ
ー
ト

I
X
c
 
48
.3
田

遺
鞠
な
し

E
 
48
.1
35
 

11
1 
。

1
 

T
 

黒
曜
石

x
 
48
お
9

1
 

R
 

H
 
黒
曜
石

x
 
48
.2
刈
7

1
 

F
 
黒
曜
石

I
X
c
 
48
.3
37
 

1
 

H
 
鼎
曜
石

I
X
c
 
48
.3
描

1
 

F
 
馬
車
石

I
X
c
 
48
.3
75
 

1
 

F
 
黒
曜
石

I
X
c
 
48
，3
91
 

。
1
 

F
 
鼎
圏
石

I
X
c
 
48
.4
06
 

2
 

F
 
鼎
曜
石

政
48
.4
31
 

黒
曜
石

IX
 
48
.3
71
 

H
 
属
喧
石

IX
 
48
.4
68
 

周
圏
石

IX
 
48
却
3

l
 

H
 

H
 
黒
曜
石

I
X
c
 
48
描
4

2
 

T
 

鼎
曙
石

I
X
c
 
48
.4
15
 

3
 

H
.
L
 
H
 
黒
曜
石

政
c
48
田
2

1
 

H
 

F
 
黒
岨
石

1
X
c
 
48
.4
87
 

H
 
黒
曙
石

1
X
c
 
48
.5
04
 

4
 

F
 
属
曜
石

1
X
c
 
48
.4
52
 

F
 
黒
檀
石

1
X
c
 
48
.3
53
 

2
 

F
 
蝿
咽
石

XI
 
48
.0
09
 

鼎
曜
石

1X
 
48
.3
62
 

L
'
R
 
F
 
鼎
曜
石

1X
 
48
.3
47
 

H
 

H
 
蝿
噴
石

1X
 
48
.3
11
 



第
8
表
石
器
観
察
表
石
器
集
中
2
(
2
)
 

挿
園
ダ
リ
ッ
F
遺
物

ー
橿

量
完
量
畳
大
幅
最
大
庫
量
量
打
面
打
角
司直
島

背
薗
構
厩

同
盤
角
先
蝋
角
回
聾

折
面
部
位
末
端

母
岩
骨
号

笹
倉

僧
帯

屠
位
軍
高

書
号

書
号

... 
.. 

臨
瑚

g
 
葡
紘

C
I
S
I
H
I
T
I
R
I
L
I
D
I
V
 

栂
位

資
精

3
D
-
回

調
剥
片

26
.4
 
8.
2 
3.
2 
0.
34
 
P
 

3
 

F
 
鳳
曜
石

民
岨
却
3

3
D
-0
3 

岨
砕
片

5.
5 
3.
7 
1.
5
 
0.
03
 

鳳
曜
石

民
岨
描
3

3
D
-
田

41
砕
片

3.
2 
5.
2 
0.
5 
0.
02
 

黒
曜
石

x
 
48
.2
35
 

3[
ト
回

42
倒
片

11
.1
 
11
.1
 
3.
5 
0.
26
 
P
 

2
 

F
 
鳳
瞳
石

x
 
48
.1
38
 

3 D
-0
3 

岨
砕
片

6.
9 
9.
2 
3.
3 
0.
15
 

1
 

H
 

F
 
鳳
喧
石

x
 
48
.2
11
 

30
-0
3 

44
聾
片

17
.0
 
8.
1 
4.
2 
0.
61
 

砂
岩

沼
47
.9
96
 

30
-0
3 

4
5
砕
片

7.
0 
11
.7
 
2.
0 
0.
10
 
P
 

2
 
2
 

F
 
黒
曜
石

E
 
48
.2
開

3
D
-0
3 

46
砕
片

5.
1 
3.
5 
1.
1 
0.
02
 

黒
曜
石

x
 
48
.2
98
 

3
D
-0
3 

47
砕
片

5.
4 
4.
5 
1.
2
 
0.
03
 

黒
曜
石

x
 
48
.3
剖

3D
-0
3 

49
砕
片

5
.4
 
2.
8 
1.
3
 
0.
03
 

黒
曜
右

x
 
48
.3
15
 

担
)-
03

50
砕
片

3.
1 
6.
8 
2.
0 
0.
03
 

H
 
黒
瞳
石

x
 
48
.2
11
 

3
D
-0
3 
3
A
 
剥
片

8.
9 
10
.8
 
2.
7 
0.
21
 
1
 
12
2 

3
 

H
 
黒
曜
石

x
 
48
.2
83
 

3
D
-0
3 

3
8
 
遺
物
な
し

週
物
な
し

3D
-0
4 

2
様

25
.7
 
21
.
2
 
12
.5
 
8.
20
 

砂
岩

E
 
48
.1
65
 

3
D
-0
4 

3
聾

39
.0
 
23
.1
 
15
.7
 
19
.1
8 

流
鉱
岩

E
 
岨
1回

3D
-0
4 

4
様
片

26
.7
 
2 1
.
0
 
8.
0 
6.
12
 

砂
岩

lJ
(
a
 
48
.6
41
 

3D
-0
5 

1
礎
片

15
.3
 
12
.4
 
8.
6 
2.
03
 

チ
ャ
ー
ト

3D
-
12
 

4
1
1 居

23
.7
 
13
.3
 
11
.9
 
3.
34
 

不
明

IJ
(
c
 
48
.1
62
 

3
D
-
12
 

5
遺
物
な
し

過
絢
な
し

3D
-
13
 

2
遺
物
な
し

過
酷
却
な
し

IJ
(
c
 
岨
4国

3D
-
13
 

3
 鉄
分
担

2.
94
 

鉄
卦
塊

X
c
 
岨
3蝿

30
-1
3 

4
樺
片

15
.5
 
11
.3
 
1 1
.1
 
1.
11
 

珪
質
貰
岩

X
c
 
岨
描
3

30
-1
3 

5
様
片

17
.0
 
16
.0
 
8.
5 
2
田

施
鍍
岩

E
 
48
.1
曲

30
-1
3 

6
醸
片

31
.
3
 
19
.0
 
10
.7
 
5.
83
 

漉
敏
岩

IJ
(
c
 
48
.1
73
 

30
-1
3 

7
膿
片

40
.1
 
21
.
0
 
16
.9
 
7
曲

施
政
岩

z
 
岨
Z却

30
-1
3 

8
砕
片

6.
0 
5.
2 
1.
4 
0.
04
 

黒
檀
石

III 
48
.2
15
 

30
-1
3 

9
擁

39
.5
 
36
.1
 
23
.6
 
37
.6
9 

チ
ャ
ー
ト

E
 
48
.2
51
 

30
-1
3 

10
擁
片

28
.0
 
23
.6
 
16
.0
 
10
.4
5 

チ
ャ
ー
ト

E
 
48
.5
72
 

30
-1
3 

12
 
週
間
砲
な
し

週
開
却
な
し

四
岨
O
却

包
30
-1
3 

13
醸

6.
5 
4.
9 
2.
9 
0.
11
 

チ
ャ
ー
ト

E
 
岨
お
7

30
-1
3 

14
11
11
片

18
.3
 
10
.6
 
6.
0 
1.
95
 

珪
貿
頁
岩

x
 
岨
3担

30
-1
3 

15
醸
片

11
.7
 
14
.3
 
7.
5 
1.
02
 

チ
ャ
ー
ト

x
 
48
.3
14
 

30
-1
4 

21
11
1 片

15
.3
 
8.
9 
4.
6 
0.
76
 

チ
ャ
ー
ト

盟
48
.3
45
 

30
-1
4 

3
碑

34
.4
 
21
.
8
 
9.
8 
10
.2
4 

安
山
岩

E
 
岨
曲
。

30
-2
2 

2
様

24
.3
 
16
.9
 
11
.6
 
5.
94
 

チ
ャ
ー
ト

E
 
48
.1
76
 

第
9
表
石
器
観
察
表
石
器
集
中
3

婦
園
ダ
リ
ヲ
ド
遺
絢

書
壇

最
大
量
量
失
帽
量
文
庫
重
量
打
薗
打
角
覇
蹄

背
面
構
厩

冒
瞳
角
先
組
角
国
盤

揖
画
楊
位

末
鋪

母
岩
番
号

接
合

備
増

層
位
宿
高

寄
号

番
号

臨
調
... 
... 

g
 
形
状

C
I
S
I
H
I
T
I
R
I
L
I
D
I
V
 

棒
位

資
軒

第
15
園
1
4C
-4
7 

2
 ナ
イ
フ
影
石
器

却
.2
13
.8
 
6.
5 
2.
51
 
1
 
12
2 
。

3
 
1
 

同
53
 
R
 

F
 
珪
質
頁
岩

咽
贈
中
回
.4
21

軍
15
園
2
4
C-
57
 

13
製
形
石
畢

8.
1 
13
.9
 
2.
8 
。
.3
3

珪
貿
頁
岩

血
a
上
世
田
.2
56

篇
15
園
3
4
C-
57
 

9
1
R
倒
片

19
.7
 
14
.5
 
4.
9 
1.
01
 
P
 

5
 

F
 
珪
質
頁
岩

民
a
上
位
国
.2
78

篇
15
園
4
4
C-
57
 
16
1 
R
剥
片

25
.4
 
5.
7 
4.
1 
0.
45
 

。
1
 

L
 

F
 
畠
層
t石

匝
a圃
上
面
回
.2
71

第
15
園
5
4
C-
57
 
10
剥
片

出
.0
9.
0 
4.
7 
0.
95
 
P
 

2
 1
 3
 

F
 
珪
賀
頁
岩

皿
c
中
位
49
.
田
l

第
15
園
6
4
C-
57
 

4
制
片

41
.
8
 
22
.8
 
6.
8 
5.
7 
l
 
10
3 
。
4
 

F
 
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

咽
層

国
.
掴
5

4
C-
47
 

3
醸
片

27
.2
 
18
.5
 
8.
9 
5.
蝿

砂
岩

阻
<
!
酔
岨
49
.9
10
 

4
C-
48
 

2
醸
片

18
.9
 
10
.1
 
5.
4 
1.
25
 

チ
ャ
ー
ト

X
層
上
面
49
.
飽
6

4
C-
57
 

2
剥
片

19
.0
 
17
.0
 
5.
4 
1.
33
 
P
 

2
 

T
 

珪
買
頁
岩

lJ
(
a
上
面
印
.3
49

4
C-
57
 

3
剥
片

22
.8
 
23
.6
 
7.
2 
2.
93
 

1
1
1
 

H
 

日
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

咽
層

同
41
0

4
C-
57
 

5
砕
片

8.
7 
7.
5 
2.
4 
0.
15
 

。
2
 

H
 

F
 
黒
曜
石

咽
層

同
4岨

4
C-
57
 

6
剥
片

15
.9
 
17
.0
 
7.
3 
1.
42
 
2
 
97
 

1
 

T
 

県
橿
石

民
a
上
面
同
33
7

4
C-
57
 

7
1
.
1
片

13
.5
 
20
.6
 
4.
5 
0.
8 

z
 

H
 

F
 
買
岩

lJ
(
a
中
位
同
国
8

4C
-5
7 

8
1
1 同
l片

18
.6
 
14
.5
 
4.
5 
1.
02
 

2
 1
 1
 

H
.
T
 

黒
曜
石

lJ
(
a
中
世
抽
踊
7

4C
-5
7 

11
 
剥
片

23
.8
 
11
.7
 
3.
3 
0.
63
 
1
 
10
9 

4
 

F
 
珪
質
頁
岩

I
J
(
<
上
面
同
Z輔

4C
-5
7 

12
 

政
C
中
位
同
21
7

4C
-5
7 

14
剥
片

15
.0
 
2
1.
2 
5
.4
 
1.
22
 

11
3 

4
 1
 1
 

F
 
珪
圃
頁
岩

政
a
上
面
田
お
7

4C
-5
7 

15
剥
片

15
.5
 
18
.5
 
7.
7 
1.
3
 

I
 

2
 

F
 
珪
冒
頁
岩

政
a
上
面
同
24
5

4C
-5
7 

17
剥
片

11
.2
 
9.
8 
3.
7 
0.
12
 

2
 

H
.
T
 

買
岩

11
(<
層土
面
50
.1
41
 

4
C
一
団

2
制
片

11
.4
 
10
.1
 
4.
6 
0.
4 

0
1
1
 

H
 

H
 
属
喧
石

は
a
上
世
50
.2
72
 

4
C
一
価

2
磁
片

29
.1
 
14
.7
 
7.
1 
2.
94
 

チ
ャ
ー
ト

肱
C
中
位
49
.9
01
 

4
C
一
個

2
疎

27
.0
 
18
.5
 
13
.0
 
9.
19
 

チ
ャ
ー
ト

I
J
(
<
上
世
50
.0
88
 

4C
-7
7 

2
疎
片

25
.5
 
11
.0
 
6.
2 
1.
37
 

砂
岩

院
c
中
位
49
.9
74
 



U
司 ミ。

挿
圏
グ
リ
ッ
ド

番
号

第
21
図
1

3
0
~
9
7
 

草
21
図
Z

4
0
~
0
6
 

車
21
図
3

3
0
~
9
6
 

第
21
図
4
3
0
蝿

軍
21
図
5

3
0
~
9
6
 

車
21
図
6
3
0
-
9
6
 

第
21
図
7
3
0
-
9
6
 

第
21
図
8
3
0
-
9
5
 

第
21
園
9
3
0
-
9
5
 

第
21
園
10
3
0一
同

車
22
図
11
3
0
蝿

軍
22
園
12
3
0
-
9
6
 

第
22
園
13

3
0
~
9
6
 

軍
22
図
14
3
0
-
9
6
 

第
22
図
15

3
0
~
9
6
 

軍
22
園
16

3
0
~
9
6
 

第
22
図
17
3
0
-
9
6
 

軍
22
園
18

3
0
~
8
7
 

軍
23
図
19
3
0
-
9
5
 

第
23
図
20
3
0
-
9
7
 

軍
23
圏
21

3
0
~
9
8
 

軍
2.
園
22
3
0
-
9
6
 

軍
2.
函
23
3
0
-
9
5
 

第
24
図
2.
3
0
-
9
6
 

第
24
図
25
3
0
-
8
8
 

第
2.
園
26
3
0
-
9
6
 

第
2.
園
27
3
0
-
9
6
 

軍
24
園
却
31
}-
95
 

第
24
図
29

4
D
~
0
5
 

第
24
園
30

4
0
~
0
6
 

軍
24
園
31
31
}-
87
 

軍
24
図
32
.
0
-
0
6
 

軍
24
図
33
3
0
-
9
6
 

草
24
図
剖
31
}-
87
 

第
25
図
35
3
0
-
9
5
 

軍
25
図
36
4
0
-
0
5
 

軍
25
園
37
3
0
-
9
7
 

事
25
図
38
3
0
-
9
7
 

車
25
図
39
3
0
-
9
5
 

事
25
図
40
.
0
-
0
6
 

第
25
圏
.1
3
0
-
9
5
 

第
25
圏
42

3
0
~
9
6
 

軍
26
図
43
3
0
-
8
7
 

第
26
図
.
.
 
31
}-
98
 

第
26
園
'5

3
0
~
9
5
 

軍
26
園
.6
3
0
-
9
6
 

第
26
図
.7
.0
-0
5 

軍
27
園
48
30
-9
7 

軍
27
図
49
31
}-
97
 

軍
27
図
50
3
0
-
8
8
 

第
四
図
日
3
0
-
8
7
 

第
28
園
52
31
}-
87
 

第
28
図
53
31
}-
87
 

第
四
園
54
30
-8
7 

第
29
闘
55

3
0
~
8
7
 

第
四
園
田
3
0
-
9
7
 

第
四
国
57
3
0
-
8
7
 

軍
却
図
同
3
0
-
8
7
 

第
30
園
田

3
0
~
9
7
 

第
30
図
師

3
0
~
9
7
 

車
32
図
61
3
0
-
8
7
 

第
32
図
62
30
-8
7 

軍
32
図
63
1
3
0
~
8
7
 

遺
物

器
橿

最
大
量

番
号

間
1

14
 
ナ
イ
フ
帝
石
畢

36
.9
 

5
 ナ
イ
フ
形
石
器

24
.1
 

19
4 
彫
刻
万
形
石
器

25
.4
 

11
0 
模
帯
石
器

18
.1
 

5
模
帯
石
器

16
.7
 

13
0 
線
形
石
器

23
.1
 

10
3 
寝
静
石
器

3
1.
7 

目
標
形
石
器

22
.7
 

1
 棋
形
石
器

25
.6
 

17
5 
寝
静
石
器

18
.1
 

12
8 
標
形
石
器

20
.2
 

68
模
形
石
器

19
.'
 

15
8 
棋
悟
石
器

25
.0
 

17
6 
模
形
石
器

24
.8
 

16
9 
槙
形
石
器

26
.9
 

24
 
模
事
石
器

19
.8
 

1.
2 
寝
形
石
器

2
1.
4
 

28
 
模
形
石
器

20
.7
 

.1
 
棋
形
石
器

20
.8
 

7
標
形
石
器

33
.3
 

l
C
横
形
石
器

3
1.
2 

64
 
樺
帯
石
器
調
聾
制
片
14
.9
 

28
1 
!耐
l片

2
1.
0
 

78
 
槙
悟
E
器
調
亜
細
片
22
.1
 

9
 樺
蕗
石
器
車
種
銅
片
19
.3
 

21
 
槙
形
E
盟
関
亜
細
片
14
.4
 

9
 檀
事
石
器
調
壷
創
l片
21
.
5
 

30
 
復
事
石
器
調
聾
剥
片
23
.7
 

2
A
 
橿
形
石
田
詞
亜
創
l片
19
.0
 

4
 優
形
石
器
開
亜
細
j片
15
.7
 

53
 
槙
事
石
器
調
皇
制
片
18
.6
 

7
 橿
帯
石
器
調
亜
..
 1片
25
.1
 

27
打
面
再
生
剖
片

37
.0
 

5.
 
石
樟

師
9

目
標
形
石
器

19
.7
 

3
 複
形
E
器
調
聾
制
片
14
.5
 

4
 檀
形
石
器
調
聾
制
片
24
.9
 

17
 
槙
形
石
器
調
軍
制
片
25
.4
 

59
 
樫
事
石
器
調
聖
剥
片
2'
.5
 

3
 棋
形
石
器

26
.4
 

58
槙
形
石
器

2'
.7
 

50
模
醇
石
器

18
.5
 

61
 
檀
形
石
田
調
車
，
"1
片
16
.0
 

1
D
模
形
石
器

26
.3
 

.
.
 
鹿
野
石
器
調
整
銅
片
17
.9
 

62
 
模
形
石
器

31
.7
 

4
槙
形
石
器

23
.7
 

3
 模
醇
石
器
調
壷
銅
片
19
.9
 

5
 槙
帯
石
器
調
亜
剥
片
'3
.3
 

3
模
形
石
器

38
.8
 

52
 
担
郡
石
器
調
聾
制
片
3'
.6
 

32
 
樫
帯
石
器
調
聾
制
片
36
.2
 

55
慎
形
石
器

45
.3
 

44
倶
形
石
器

33
.9
 

.0
慎
形
石
器

33
.4
 

18
模
悟
石
器

44
.8
 

4
模
形
石
器

'5
.0
 

7
優
形
石
鵠

30
.8
 

11
 
橿
静
石
器
調
聾
制
片
40
.0
 

10
模
形
石
寝

3
1.
6 

2
 樫
事
石
器
調
整
調
j片
24
.4
 

38
寝
形
石
器

27
.6
 

.7
寝
形
石
器

'5
.2
 

量
文
編
最
大
厚
量
量
打
薗
打
角

骨
冨
'

田
畑

g
 
形
状

2
1.
4
 
7.
5 
3.
58
 
1
 
11
6 

16
.9
 
1 1
.2
 
3.
82
 

17
.1
 
5.
6 
2.
90
 

10
.0
 
5.
' 
0.
76
 

10
.7
 
5.
2 
0.
86
 

1.
.6
 
6.
3 
1.
86
 

2'
.0
 
9.
' 
6.
96
 

15
.7
 
10
.2
 
2.
52
 

20
.1
 
7.
6 
3.
16
 

13
.9
 
6.
5 
11
.6
4 

1'
.5
 
11
.0
 
2.
13
 

1'
.3
 
7.
6 
2.
17
 

23
.6
 
8.
1 
4.
16
 

17
.2
 
10
.8
 
3.
55
 

19
.3
 
9.
1 
3.
95
 

16
.5
 
6.
5 
2.
01
 

25
.8
 
6.
9 
3.
25
 

2'
.5
 
5
.4
 
2.
70
 

9.
' 
5.
9 
1.
1
5
 

28
.3
 
16
.0
 
17
.0
3 

'2
.0
 
16
.9
 
19
.3
4 

11
.7
 
2.
9 
0.
37
 
P
 

9.
2 
5.
9 
1.
00
 
P
 

8.
0 
6.
9 
0.
91
 

5.
9 
'.
0 
0.
50
 

9.
8 
2.
5 
0
.4
0
 
L
 

4.
5 
2.
2 
0.
14
 
P
 

13
.0
 
5.
2 
1.
1
3
 

12
.2
 
6.
7 
1.
55
 
l
 
96
 

16
.7
 
2.
5 
0.
63
 
L
 

13
.0
 
2.
5 
0.
60
 
L
 

18
.0
 
3.
6 
1.
65
 
L
 

3
1.
0
 
9.
3 
8.
48
 
2
 (
1
)
 
10
6 

42
.6
 
22
.5
 
66
.0
4 

22
.7
 
6.
7 
2.
06
 

17
.2
 
4.
6 
1.
1
2
 
L
 

14
.2
 
'.
7 
1.
45
 
P
 

8.
1 
5.
9 
1.
11
 
P
 

8.
2 
8.
5 
1.
5
7
 

14
.7
 
8.
2 
2
曲

16
.9
 
7.
0 
2.
88
 

11
.0
 
8.
0 
1.
60
 

19
.0
 
5.
7 
1.
45
 
P
 

2'
.3
 
9.
0 
6.
07
 

19
.1
 
3.
1 
0.
90
 
L
 

25
.1
 
5.
5 
3.
69
 

28
.0
 
6.
7 
4.
14
 

11
.5
 
12
.2
 
1.
92
 
P
 

25
.0
 
15
.5
 
22
.2
4 
P
 

32
.2
 
24
.0
 
2
1.
99
 

17
.5
 
12
.5
 
6.
14
 

23
.7
 
10
.'
 
7.
22
 

26
.9
 
15
.7
 
2
1.
87
 

32
.5
 
8.
3 
12
.8
1 

34
.0
 
10
.1
 
15
.0
0 

22
.1
 
19
.7
 
24
.6
0 

22
.1
 
2
1.
7
 
22
.0
0 

20
.6
 
8.
9 
5.
99
 

12
.7
 
1 1
.
8
 
'.
61
 
P
 

33
.7
 
11
.5
 
9.
50
 

18
.7
 
11
.3
 
5.
72
 
I
 
1 田

33
.5
 
16
.2
 
14
.9
0 

19
.2
 
17
.3
 
14
.9
8 

第
10
表
石
器
観
察
表
石
器
集
中
4
(
1
)
 

碩
部

背
面
構
成

四
重
角
先
錯
角
間
聾

折
面
部
位
京
地

母
岩
番
号

接
合

備
考

屠
位
相
高

C
I
S
I
H
I
T
I
R
I
L
I
D
I
V
 

節
位

資
軒

4
 

78
 
72
 
L
 

珪
質
頁
岩
B

V
I
-
V
D
 
50
.5
75
 

黒
曜
石
A

50
由
。

0
1
4
 
1
 

H
.
T
 

珪
質
頁
岩
A
l

50
.3
54
 

黒
閣
石
A

Vト
匝
a
b
 
50
日
4

黒
喧
石
A

日
I
-
V
I
50
.8
17
 

65
.6
3 

黒
曜
石
A

町
、
目
a
b
 
50
.5
'5
 

73
.3
8 

晶
曜
石
A

町、
.I
Xa
b
50
.5
70
 

黒
瞳
石
A

50
.'
65
 

30
.9
5 

黒
曜
石
A

m
 
50
.8
96
 

86
.'
0 

珪
質
頁
岩
B
1
 

50
.4
30
 

35
.7
0 

珪
質
頁
岩
A
I

明
、
皿
a
b
50
.7
37
 

52
.4
0 

珪
質
頁
岩
A
3

円
-I
Xa
b
 
50
.6
日

32
.7
6 

珪
貿
頁
岩
A
3

50
.5
帥

20
.3
1 

珪
質
頁
岩
A
3

50
.'
18
 

70
.8
2 

珪
質
頁
岩
A
.

50
.5
45
 

35
.6
0 

珪
貿
頁
岩
A
'

V
I
-
町
I
50
.8
'7
 

30
.'
0 

珪
質
耳
岩
A
5

50
.5
'3
 

61
.
曲

珪
質
頁
岩
A

V
I
-
明
I
50
.5
37
 

56
.6
6 

珪
質
頁
岩
I

川
町
田
a
b
50
.5
却

チ
ャ
ー
ト

V
I
-
V
D
 
50
.5
70
 

75
.6
6 

頁
岩

一
括

2
 1
 2
 

F
 
黒
曜
石
A

町
-I
Xa
b
 
50
.6
93
 

。
1
 I
 1
 

1
 

T
 

黒
曜
石
A

~
-
匝

a
b
 
田
64
9

珪
質
頁
岩
A
l

Vト
以
a
b
 
50
.6
74
 

珪
質
頁
岩
A
l

V
I
-
V
D
 
50
.5
85
 

2
 I
 2
 

T
 

珪
質
頁
岩
1

V
I
-
V
D
 
50
.8
26
 

4
 

F
 
建
質
頁
岩
A

皿
-
V
I
50
.8
58
 

珪
質
頁
岩
B

町
、
目
a
b
 
50
.6
98
 

。
4
 

H
 
珪
質
頁
岩
A
5

50
目
。

1
 

H
 
珪
質
頁
岩
A
5

50
.5
50
 

。
1
 

H
 
珪
貿
頁
岩
A
4

V
I
-
V
D
 
50
.4
89
 

2
 
2
 

F
 
ホ
J
レ
ン
フ
ェ
ル
ス

50
.
開
。

3
 

1
 I
 7
 

F
 
凝
灰
岩

Vl
-
V
D
 
50
.7
10
 

ホ
ル
ン
プ
ェ
ル
ス

V
I
-
V
D
 
50
.5
25
 

珪
質
頁
岩
A
3

接
1
慣
形
石
盟
関
車
紛
片
ヲ
VI
-l
X
a
b
 
50
.5
03
 

2
 

T
 

珪
冒
頁
岩
A
3

聾
1

50
.5
91
 

2
 

チ
ャ
ー
ト
5

盤
2

V
I
-
V
D
 
50
.5
70
 

2
 I
 1
 

F
 
チ
ャ
ー
ト
5

接
2

V
I
-
V
D
 
印
51
2

珪
貿
頁
岩
1

接
3

50
.3
8'
 

75
.7
6 

珪
質
頁
岩
1

倭
3

50
.5
56
 

60
.6
3 

珪
質
頁
岩
l

接
4

50
.'
80
 

67
.7
1 

珪
質
頁
岩
1

接
4

V1
-I
Xa
 b
 
50
.6
28
 

。
1
 

H
 

F
 
メ
ノ
ウ
2

聾
5

V
I
-
V
D
 
50
.5
50
 

メ
ノ
ウ
2

接
5

一
括

2
 

1
 

F
 
珪
質
頁
岩
I

接
6

羽
、
~
a
b
 
50
.5
12
 

54
，4
4 

珪
貿
頁
岩
1

接
6

明
~
目
a
b
 
50
.7
03
 

54
.3
9 

珪
質
頁
岩
1

接
6

50
.5
60
 

。
F
 
チ
ャ
ー
ト
4

接
7

凹
50
.7
55
 

。
。
チ
ャ
ー
ト
4

接
7

V
I
-
V
D
 
50
日
9

45
.7
0 

チ
ャ
ー
ト
4

接
7

Is 
50
.8
66
 

。
1
 

F
 
メ
ノ
ウ
1

嬢
8

V
I
-
四
50
.6
4'
 

。
1
1
1
 

メ
ノ
ウ
1

援
8

V
I
-
四
50
.5
09
 

89
 

メ
ノ
ウ
1

接
8

V
I
-
咽
50
.5
25
 

'7
.
曲

チ
ャ
ー
ト
2

接
9

V
I
-
咽
50
.
臼
4

56
.
面

チ
ャ
ー
ト
2

接
9

V
I
-
刊
50
.5
57
 

75
.
叩

チ
ャ
ー
ト
3

接
10

V
I
-
V
D
 
50
.6
10
 

62
.1
02
 

チ
ャ
ー
ト
3

接
10

m
 
50
.7
76
 

30
.7
6 

砂
岩
1

接
11

V
I
-
V
D
 
50
.6
45
 

。
4
 

砂
岩
I

接
11

V
I
-
V
D
 
50
.5
14
 

。
'0
.7
5 

砂
岩
1

接
11

明
-
V
D
50
.5
10
 

。
チ
ャ
ー
ト
1

接
12

Is 
50
.8
26
 

。
80
 

T
 

チ
ャ
ー
ト
1

接
12

寝
静
石
器
片
V
I
-
V
D
 
50
.5
55
 

。
90
.7
4
 

チ
ャ
ー
ト
l

接
12

V
I
-
V
D
 
50
.5
25
 



第
11
表
石
器
観
察
表
石
器
集
中
4
(
2
)
 

婦
図
グ
リ
ッ
ド
遺
物

器
橿

最
文
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
面
打
角.
 
頭
部

背
面
構
成

商
慣
角
先
端
角
間
盤
折
面
郵
位

末
端

母
岩
番
号

接
合

備
考

層
位
栂
寓

番
号

番
号

聞
事

町
四

町
'
"
g
 
形
状

C
I
S
I
H
I
T
I
R
I
L
I
D
I
V
 

節
位

資
料

第
32
図
64
3
0
-
8
7
 

9
 橿
静
石
器
量
盤
割
片
26
.4
 
30
.1
 
16
.1
 
10
.8
6 
1
 
93
 
。

T
 

チ
ャ
ト
I

撞
12

V
I
-
V
D
 
50
師
。

第
32
図
師
3
0
-
8
8
 
10
 
橿
f
f
!
'
石
器
調
整
輔
片
2
1.
9
 
30
.4
 
9.
0 
6.
99
 
C
 
68
 
。

T
 

チ
ャ
ー
ト
1

撞
12

V
I
-
V
D
 
50
.4
95
 

第
32
園
田
30
-8
7 

46
寝
静
石
器

38
.1
 
35
.4
 
17
.1
 
25
.1
0 

。
75
.7
6 

チ
ャ
ー
ト
1

撞
12

V
I
-
V
D
 
50
岨
6

第
32
園
67
3
0
-
8
8
 

4
 模
形
石
盤

20
.9
 
15
.5
 
5.
2 
1.
87
 

45
.2
5 

チ
ャ
ー
ト
1

撞
12

田
50
.8
00
 

第
33
園
68
3
0
-
8
7
 

8
1
1脚
j
片

20
.1
 
14
.7
 
3.
5 
0.
93
 
1
 
10
9 

l
 
1
1
1
 

ホ
1レ
ン
フ
ェ
ル
ス
1
撞
13

VI
-、
.V
D
50
.6
44
 

第
33
園
田
3
0
-
8
7
 
11
 
1
 .. 
1 片

62
.7
 
3
1.
2
 
2
1.
1 
68
.8
1 
6
 (
2
)
 
。
。
3
 
l
 
6
 

F
 
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
l
接
13

V
I
-
V
D
 
50
.5
19
 

第
33
図
70
3
0
-
8
7
 
18
剥
片

12
.5
 
15
.2
 
8.
8 
1.
52
 

。
1
 

F
 
ホ
ル
ン
ブ
ェ
y
レ
ス
1
接
13

V
I
-羽
I
50
.4
85
 

第
33
図
71
3
0
-
9
6
 
20
8 
剥
片

16
.2
 
18
.2
 
8.
5 
1.
21
 

H
'
T
 
黒
瞳
石
A

撞
14

50
.5
18
 

第
33
図
72
3
0
-
9
5
 
37
剥
片

15
.9
 
13
.1
 
4.
9 
0.
74
 
P
 

3
 

1
 

黒
曜
石
A

撞
14

VI...
...
!X
a
 b
 
50
.6
31
 

第
34
園
73
3
0
-
9
6
 
79
1 
.. 
1片一

19
.1
 
13
.0
 
7.
0 
1.
1
3
 
2
 
10
9 

1
 
1
 

T
 

黒
曜
石
A

接
15
4C
-5
7-
8
を
接
合
明
~
臥
a
b
 
50
.6
32
 

第
剖
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4.
1 
0.
25
 
1
 

3.
9 
3.
8 
1.
4
 
0.
02
 

3.
8 
7.
4 
1.
5
 
0.
04
 

12
.2
 
9.
1 
l.
l 
0.
12
 

8.
5 
9.
1 
4.
0 
0.
35
 

10
.7
 
13
.6
 
4.
9 
0.
67
 

14
.3
 
7.
2 
1.
9
 
0.
17
 
P
 

19
.1
 
8.
5 
3.
6 
0.
40
 
P
 

0.
50
 

17
.8
 
5.
1 
3.
3 
0.
18
 
P
 

12
.5
 
10
.7
 
1.
8
 
0.
14
 
P
 

8.
2 
12
.2
 
1.
8
 
0.
12
 
P
 

14
.8
 
6.
5 
3.
0 
0.
20
 

7.
1 
9.
9 
5.
1 
0.
42
 

11
.
7
 
11
.7
 
2.
2 
0.
23
 

4.
3 
10
.7
 
2.
6 
0.
10
 

14
.3
 
9.
8 
3.
5 
0.
30
 
P
 

6.
31
 
6.
01
 
2
.
5
ι
---
'L!
!!!
 

第
12
表
石
器
観
察
表
石
器
集
中
4
(
3
)
 

園
鶴

背
面
構
膚

踊
盤
角
先
蝿
角
情
豊

街
面
毎
位

牽
制

母
岩
番
号

揖
合

備
考

屠
位
衛
高

C
I
S
I
H
I
T
I
R
I
L
I
D
I
V
 

郵
位

資
軒

1
 

ホ
ル
ン
7
ェ
ル
ス

間
50
.7
田

遺
物
な
し

VI
-、
，咽
50
.6
57
 

チ
ャ
ー
ト

V
I
-
刊
団
伍
4

珪
冒
頁
岩

V
I
-刊
回
国
7

z
 

I
f
l
 

属
喧
石
A

V
I
-刊
50
.5
05
 

F
 
ホ
ル
ン
プ
ェ
ル
ス

V
I
-
刊
50
.5
57
 

遺
物
な
し

V
I
-
刊
50
.5
曲

流
鉱
岩

V
I
-
咽
50
.5
35
 

。
3
 

F
 
チ
ャ
ー
ト

V
I
-刊
50
.6
踊

造
物
な
し

V
I
-
刊
50
.4
90
 

1
 
1
 

H
 

H
 
黒
曜
石
A

V
I
-刊
50
.4
65
 

1
 

R
 

F
 
チ
ャ
ー
ト

V
I
-
咽
50
.4
67
 

1
 

F
 
メ
ノ
ウ
I

僚
VI.
...
...
VR 
日
48
5

1
 

2
 

H
 

F
 
頁
岩
1

VI
-Y
lf
 
国
47
6

1
 

F
 
黒
曜
石
A

VI
、
Vlf
50
.5
01
 

。
。

1
 

L
 

F
 
チ
ャ
ー
ト

拠
形
ii
器
片
?
市
f-
Yl
f 
50
.5
35
 

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

VI
-V
II
 
50
.5
42
 

珪
賀
頁
岩

VI
-V
II
 
50
.5
10
 

。
I
f
l
 

チ
ャ
ー
ト

V
I
-
明
l
却
曲
6

砂
岩

V
I
-
V11
 
国
51
0

3
 

ホ
ル
ン
プ
ェ
ル
ス
5

V
I
-
刊
50
.5
49
 

遺
物
な
し

。
F
 
ホ
ル
ン
プ
ェ
J
レ
ス
1

V
I
-
叩
50
.4
44
 

1
 

2
 

。
頁
岩
1

祖
熱
に
よ
り
破
砕
町
~
羽
I
50
.4
91
 

チ
ャ
ー
ト

V
I
-羽
I
50
.4
曲

チ
ャ
ー
ト

V
I
-
V11
 
50
.4
81
 

。
ホ
ル
ン
ア
ェ
ル
ス

V
I
-
V11
 
50
.4
65
 

。
2
 

安
山
岩

皿
50
.9
00
 

週
物
な
し

チ
ャ
ー
ト

V
I
-
V11
 
50
.6
師

。
2
 

F
 
砂
岩
l

V
I
-V
11 
田
72
0

2
 

H
 
珪
質
頁
岩
A

皿
田
83
2

。
1
 

T
 

黒
曜
石
A

田
50
.8
35
 

I
f
l
 

珪
質
頁
岩
A

国
回
84
4

I
f
l
 

F
 
黒
曜
石
A

UI
 
50
.8
27
 

1
 

R
 

黒
曜
石
A

111 
50
.8
22
 

1
 

1
 

R
 

F
 
珪
冒
頁
岩
1

Vト
目
a
b
50
.7
回

。
3
 

F
 
珪
質
頁
岩
A

Vト
阻
a
b
50
.8
74
 

L
 

県
喧
石

Vト
以
a
b
50
.6
40
 

ホ
ル
ン
ア
ェ
ル
ス

Vト
民
a
b
印
刷
8

71
 

珪
質
頁
岩
8
1

檀
形
石
器
片

明
叶
Xa
b
 
50
.6
51
 

1
 

F
 
珪
質
頁
岩
1

明
~
四
a
b
50
.6
51
 

l
 

F
 
属
瞳
石
A

Vト
以
a
b
50
.6
90
 

黒
曜
石
A

VJ
-皿
a
b
50
届
4

遺
物
な
し

別
、
阻
a
b
50
“副
6

チ
ャ
ー
ト

目
、
阻
a
b
回
出
4

1
 

H
 

F
 
珪
買
頁
岩
A

Vト
~
a
b
国
62
8

頁
岩
1

檀
割
に
よ
り
破
砕
¥1
局、
目
a
b
!i1)
.5
65
 

。
3
 

H
 
黒
曜
石
A

町
、
目
a
b
aO
.4
98
 

3
 

F
 
車
種
石
A

¥1
、l
'<
a
b
 
50
.5
75
 

3
 

I
 

T
 

謹
賀
頁
岩
l

町
、
目
a
b
50
.7
刷】

チ
ャ
ー
ト

rト
IX
I
b
 
剖
:
;
8
9

l
 

I
f
l
 

F
 
黒
曜
石
A

¥'
1"
'I
Xa
b 
日1
.
61
6

2
 

F
 
黒
曜
石
A

。
1
 

F
 
建
冒
頁
岩
A

V
ト
I
X
a
b

刻
)
.
5
~
5

。
H
 

F
 
珪
冒
頁
岩
A

vト
IX
ab
副
詞
5

遺
物
な
し

日
、
臨
a
b
50
曲
。

4
 

H
.
T
.
R
.
L
 

黒
曜
石
A

町
、
臥
a
b
50
.6
16
 

H
 

H
 
黒
喧
石
A

Vト
匝
a
b
50
.5
70
 

遺
物
な
し

明
~
匝
a
b
国
5日

珪
貿
頁
岩
1

V1
-I
Xa
b 
50
.6
62
 

z
 

F
 
黒
曜
石
A

羽
町
民
a
b
50
.6
19
 

!
_
l
ム
ム
ー
」

H
 

F
 
黒
曜
石
A

V
I
-
I
X
 
50
.5
50
 



o'
l 
b
占

栂
図

番
号
グ
り
ッ
ド

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0 一
時

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
5
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
師

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
蝿

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
蝿

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
蝿

3
0
蝿

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
ー
輔

3
0
-蝿

3
0
-蝿

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
蝿

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
←
96
 

油
田

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
蝿

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
ー
蝿

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

遺
物

轟
橿

最
大
量

番
号

町
副

.2
制
片

17
.6
 

.5
1 
.. 
1片

13
.0
 

.6
1 
.. 
1片

13
.9
 

.9
剥
片

9.
0 

50
砕
片

4.
2 

51
砕
片

3.
2 

53
砕
片

6.
4 

54
1 
.. 
1片

14
.8
 

団
側
片

9.
2 

57
剥
片

11
.7
 

60
砕
片

5.
9 

61
砕
片

9.
0 

62
1 
.. 
1片

13
.3
 

63
剥
片

14
.6
 

64
制
片

15
.0
 

65
砕
片

7.
2 

2
偉
片

3
制
片

11
.
5
 

4
1
 .
. 1
片

18
.0
 

6
砕
片

9.
8 

8
1
 .
. 1
片

11
.
5
 

11
1 
.. 
1片

17
.8
 

12
1 
.. 
1片

16
.9
 

13
 
樫
帯
石
器
調
整
制
片
13
.5
 

14
砕
片

5.
4 

16
制
片

6.
0 

17
制
片

10
.5
 

18
砕
片

'.
9 

19
砕
片

7.
0 

20
1 
.. 
1片

18
.'
 

23
制
片

8.
1 

25
 
制
片

12
.2
 

26
 
制
片

9.
9 

28
 
剥
片

10
.8
 

30
砕
片

3.
5 

31
礎

32
砕
片

5.
1 

33
遺
物
な
し

3.
砕
片

5.
1 

35
制
片

6.
' 

37
剥
片

6.
0 

描
裡
静
石
臨
調
聾
側
片
13
.9
 

却
砕
片

..
3 

.0
砕
片

7
.4
 

.1
剥
片

16
.7
 

42
砕
片

6.
8 

43
1 
.. 
1片

15
.1
 

.
.
制
片

10
.3
 

.5
1 
.. 
1片

9.
5 

.6
剥
片

11
.
4
 

.7
制
片

11
.1
 

.8
制
片

8.
' 

49
砕
片

5.
1 

51
 
倒
片

23
.9
 

日
遺
鞠
な
し

日
砕
片

9.
4 

57
剥
片

12
.2
 

58
制
片

7.
' 

田
砕
片

7.
1 

曲
自
国
j片

12
.5
 

61
砕
片

4.
9 

65
砕
片

6.
2 

最
大
幅
最
大
厚
量
量
打
面
打
角

.. 
臨
調

g
 
務
状

11
.6
 
7.
2 
1.
05
 
1
 
11
8 

'.
3 
3.
9 
0.
20
 

1.
.5
 
2.
6 
。
田

10
.2
 
1.
5
 
0.
13
 
L
 

3.
0 
0.
5 
0.
01
 

4.
1 
0.
9 
0.
01
 

2.
8 
0.
7 
0.
02
 

6.
1 
3.
9 
0.
37
 

11
.0
 
3.
3 
。
担

11
.
0
 
2.
7 
0.
.3
 

7.
5 
2.
0 
0.
06
 

9.
5 
2.
0 
0.
13
 

9.
3 
'.
1 
0.
37
 

10
.5
 
7.
1 
0.
76
 
L
 

3.
5 
2.
1 
0.
08
 

8.
0 
1.
1 
0.
05
 
P
 

3.
.1
 

6.
1 
1.
5
 
0.
06
 
P
 

7.
9 
6.
2 
0.
57
 

6.
2 
1.
3
 
0.
05
 

11
.
3
 
5.
8 
。
曲

8.
0 
2.
0 
0.
26
 
2
 
12
2 

8.
0 
5.
9 
0
.4
8
 
P
 

9.
3 
2.
3 
0.
29
 
L
 

5.
2 
1.
2
 
0.
04
 

10
.2
 
5.
3 
0.
26
 

11
. 

9.
1 
2.
8 
0.
25
 

9.
 

'.
6 
0.
5 
0.
01
 

9.
2 
2.
5 
0.
10
 
P
 

12
.6
 
8.
0 
0.
99
 
s
 
96
 

1 1
.
3
 
2.
6 
0.
25
 

8.
0 
3.
0 
0.
22
 
P
 

9.
7 
3.
3 
0.
34
 

12
.2
 
1.
5
 
0.
17
 
P
 

5.
3 
1.
0
 
0.
01
 

0.
07
 

'.
1 
0.
8 
0.
02
 

3.
1 
0.
8 
0.
01
 

10
.7
 
1.
9
 
0.
1'
 
2
 
12
7 

13
.6
 
3.
1 
0.
2'
 

6.
5 
4.
1 
0.
22
 
P
 

6.
1 
1.
0
 
0.
02
 

'.
7 
1.
8
 
0.
04
 

14
.5
 
6.
5 
1.
1
8
 

12
3 

9.
5 
1.
3
 
0.
05
 

13
.1
 
3.
6 
0.
53
 

11
.2
 
1.
8
 
0.
13
 
L
 

9.
3 
2.
0 
0.
15
 
P
 

20
.5
 
7.
2 
1.
23
 
P
 

7.
5 
0.
8 
0.
08
 

16
.0
 
2.
7 
0.
21
 
l
 

7.
5 
1.
8
 
0.
07
 

20
.6
 
8.
8 
2.
69
 
P
 

6.
7 
1.
4 
0.
07
 

7.
5 
1.
8
 
0.
16
 
P
 

17
.1
 
6.
2 
0.
39
 
P
 

8.
5 
1.
0
 
0.
06
 
F
 

12
.3
 
3.
9 
0.
35
 
1
 

5.
2 
0.
8 
0.
02
 

8.
5 
1.
5
 
0.
05
 

第
13
表
石
器
観
察
表
石
器
集
中
4
(
4
)
 

蹟
館

宵
商
情
慮

間
盤
角
先
端
角
罰
盤

折
面
却
位

末
端

母
岩
膏
号

接
合

備
考

屠
位
掴
寓

C
I
S
I
H
I
T
I
R
I
L
I
D
I
V
 

郁
位

薗
軒

2
 

R
 

H
 
黒
瞳
石
A

町
、
目
a
b
回
5
お

2
 

H
 

鳳
曜
石
A

明
、
置
a
b
印
55
7

2
 

F
 
珪
質
頁
岩
A

間
叶
X
a
b
盟
国
5

2
 

T
 

黒
曜
石
A

町
、
置
a
b
回
日
S

馬
車
石
A

旧
作
目
a
b
50
.4
95
 

日
馬
車
石
A

VI
-皿
a
b
50
.4
80
 

鳳
瞳
石
A

50
..
60
 

1
 

H
.
R
 

黒
曜
石
A

50
..
85
 

2
 

H
 

日
黒
喧
石
A

団
.
.
曲

。
1
 

1
 

H
.
T
 

県
喧
石
A

田
.7
0

H
 

F
 
黒
瞳
石
A

50
.'
37
 

1
 

H
.
T
 

黒
瞳
石
A

50
.4
お

2
 

H
 
。
珪
貿
頁
岩
1

日
.4
15

1
 

1
 

。
黒
檀
石
A

印
.
.
岨

H
 

F
 
珪
質
頁
岩
A

団
.3
叩

1
 

F
 
黒
曜
石
A

剖
.
却
8

チ
ャ
ー
ト

m
 

国
7同

2
 

F
 
黒
曜
石
A

皿
-
V
1
50
.7
65
 

。
珪
貿
買
岩
A

聞
-
V
1
国
77
0

2
 

F
 
県
橿
石
A

皿
-
V
1
50
.7
90
 

。
1
 

L
 

H
 
珪
質
頁
岩
1

皿
-
V
1
田
83
6

1
 

F
 
珪
質
頁
岩
A

1U
-
V
1
 
印
刷
5

。
1
 

1
 

T
 

黒
曜
石
A

血
-
V
1
国
78
7

2
 

H
 
珪
質
頁
岩
A

血
-
V
1
国
77
2

H
 

F
 
島
直
石
A

皿
-
V
1
国
7剖

1
1
1
 

F
 
黒
瞳
石
A

V
1
-
V
U
 
50
.7
95
 

2
1
1
 

F
 
珪
貿
頁
岩
1

V
1
-
V
U
 
50
.7
55
 

黒
曜
石
A

V
1
-
V
U
 
50
.7
80
 

2
 

F
 
鼎
曜
石
A

V
1
-刊
50
.7
40
 

。
1
1
1
 

F
 
珪
置
頁
岩
A

V
1
-
V
U
 
田
7田

1
 

H
 

H
 
黒
曜
石
A

V
1
-
V
U
 
50
.7
68
 

1
 

R
 

F
 
黒
噴
石
A

V
1
-
V
B
 
国
79
8

。
2
 

T
 

属
喧
石
A

V
1
-
V
B
 
50
.8
32
 

2
 

F
 
珪
質
頁
岩
A

槙
形
石
器
富
I
!
f
剥
片
?
V
I
-
V
B
 
50
.8
70
 

黒
曜
石
A

町
-
V
B
却
7佃

チ
ャ
ー
ト

VI
-
lX
a
b
 

2
 

F
 
県
橿
石
A

Vト
1J(
a
b
 
国
61
6

遺
物
な
し

四一
.1X
1
b
 
国
61
9

黒
曜
石
A

四
ん
阻
.
b
田
61
5

。
H
 
珪
質
頁
岩
A

町
、
目
a
b
50
.6
43
 

1
 

H
 

F
 
珪
質
頁
岩
8
1

町
、
日
a
b
50
.6
40
 

1
 

1
 

。
黒
曜
石
A

V1
.，
四
a
b
50
.
由
。

珪
貿
頁
岩
A

旧
-
l
X
a
b
50
.
国
1

黒
曜
石
A

別
、
匝
.
b
国
.6
四

。
5
 

F
 
鳳
瞳
石
A

明
‘
匝
a
b
国
.6
18

珪
質
頁
岩
A

Vト
-!
X
.
b
国
.
臼
6

。
3
 

H
 

黒
喧
石
A

四
、
置
.
b
田
嗣
3

2
 

F
 
珪
賓
頁
岩
1

明
~
目
.
b
田
67
2

1
 

1
 

F
 
珪
質
頁
岩
1

町、
，皿
a
b
国
旬
7

。
1
 

I
 
1
 

H
 

黒
曜
石
A

四
~
皿
.
b
国
57
4

H
 

H
 
珪
貿
頁
岩

VI
- 阻
a
b
国
61
5

2
 

F
 
珪
質
頁
岩
1

町
、
阻
.
b
却
62
2

黒
檀
石
A

町、
U;
ab
50
.6
54
 

。
。
2
 

珪
貿
頁
岩
1

V1
-1
X1
b 
50
.6
27
 

遺
物
な
し

四
~
皿
.
b
印
6田

1
 

F
 
珪
貿
頁
岩
A

VI
-l
X
a
b
 
50
.6
23
 

2
 

F
 
珪
質
頁
岩
I

羽
、
目
a
b
同
.7
19

1
 
3
 

F
 
黒
瞳
石
A

"
、
四
'
b
抽
相
4

1
 

F
 
瑳
質
頁
岩
A

町
、
也
'
b

z
 

F
 
県
橿
石
A

明
、
唖
'
b
同
.6
72

珪
質
頁
岩
A

明
、
l
X
a
b
珂
59
.

H
 

F
 
珪
質
頁
岩
A

明
~
皿
'
b
副
晶
69
1



0
'
>
 
w
 

帰
国

番
号
グ
リ
ッ
ド

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
D
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
D
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
D
-
9
6
 

3
D
-
9
6
 

3
D
-
9
6
 

3
D
-
9
6
 

3
D
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
D
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0 ←
96
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

遺
物

器
種

番
号

66
 
砕
片

67
砕
片

69
制
片

70
砕
片

71
砕
片

72
遺
物
な
し

73
砕
片

75
刺
片

76
制
片

77
砕
片

80
砕
片

81
 
刺
片

82
制
片

83
 
11
耐l
片

84
 
1
 f<
J片

85
砕
片

86
 
模
形
石
器
調
整
制
片

87
 
制
片

89
刺
片

90
剥
片

91
遺
物
な
し

92
 
砕
片

9
3
1
 f<
J片

94
 
1
 t開l
片

9
5
1
 f<
J片

96
制
片

97
樺

98
砕
片

99
砕
片

10
0 
f<
J片

10
1 
創
j片

10
2 
制
片

10
4 
砕
片

10
5 
砕
片

10
6 
制
片

10
7 
制
片

10
8 
砕
片

10
9 
剖
片

11
2 
襖
形
石
響
調
整
制
片

11
3 
剥
片

11
4 
制
片

11
5 
砕
片

11
6 
制
片

11
7 
刺
片

11
8 
剥
片

11
9 
制
片

12
0 
制
片

12
1 
剥
片

12
2 
砕
片

12
4 
砕
片

12
5 
遺
物
な
し

12
7 
制
片

12
9 
砕
片

13
1 
制
片

13
2 
砕
片

13
3 
砕
片

13
4 
f<
J片

13
5 
砕
片

13
6 
砕
片

13
8 
制
片

13
9 
蜘
j
片

14
0 
砕
片

14
1 
遺
物
な
し

最
大
長
附
n 6
.1
 

5.
1 

12
.5
 

4.
6 

7.
3 

7.
5 

19
.0
 

1O
.!
l 

3.
3 

9.
3 

20
.7
 

16
.2
 

19
.1
 

11
.1
 

9.
8 

12
.5
 

1 1
.
7
 

9.
5 

3.
6 

15
.2
 

12
.0
 

42
.0
 

7.
0 

8.
8 

8.
9 

20
.1
 

15
.8
 

13
.6
 

5.
8 

4.
5 

1 1
.
8
 

46
.0
 

5.
6 

15
.6
 

18
.4
 

10
.3
 

13
.8
 

6.
8 

1 1
.3
 

12
.9
 

2
1.
3 

24
.6
 

14
.3
 

18
.0
 

8.
4 

4.
2 

1 1
.
8
 

4.
3 

10
.8
 

9.
6 

8.
3 

22
.3
 

7.
6 

4.
3 

13
.5
 

6.
8 

6.
9 

最
大
幅
最
大
恩
屋
量
打
面

官
加

間
g
 
形
状

9.
6 
2.
0 
0.
07
 

8.
7 
1.
4 
0.
04
 
P
 

12
.2
 
3.
3 
0.
31
 

3.
3 
2.
2 
0.
03
 

7.
4 
3.
7 
0.
12
 
P
 

4.
1 
0.
6 
0.
02
 

9.
9 
3.
8 
0.
45
 
1
 

14
.7
 
4.
5 
O.
5a
 

5.
7 
1.
0
 
0.
01
 

4.
4 
2.
0 
0.
06
 
P
 

17
.0
 
3.
8 
0.
86
 
2
 

6.
5 
16
.1
 
0.
75
 
1
 

9.
9 
3.
5 
0.
59
 
l
 

17
.2
 
6.
1 
0.
85
 

5.
0 
1.
3
 
0.
05
 

0.
23
 

4.
4 
2.
4 
0.
13
 
P
 

12
.0
 
2.
5 
0.
32
 

10
.0
 
l.
l 
0.
09
 

5.
1 
1.
0
 
0.
02
 

15
.4
 
2.
5 
0.
53
 
L
 

8.
3 
6.
5 
0.
46
 

13
.1
 
6.
8 
3.
29
 

16
.0
 
4.
0 
0.
31
 
L
 

0.
10
 

8.
0 
1.
9 
0.
11
 
P
 

4.
2 
2.
2 
0.
07
 
P
 

22
.1
 
5.
1 
1.
3
7
 
P
 

10
.9
 
2.
1 
0.
27
 
P
 

13
.5
 
2.
4 
0.
21
3 

5.
8 
2.
3 
0.
09
 

5.
5 
2.
2 
0.
04
 

10
.7
 
3.
0 
0.
39
 
1
 

54
.2
 
22
.1
 
46
.9
4 
4
 (
2
]
 

4.
1 
1.
7 
0.
03
 

13
.6
 
3.
3 
0.
54
 

5.
4 
2.
8 
0.
15
 
P
 

10
.0
 
2.
2 
0.
21
 
1
 

10
.6
 
3.
0 
0.
30
 
P
 

9.
5 
2.
4 
0.
16
 
L
 

6.
1 
3.
1 
0.
14
 

12
.3
 
2.
6 
0.
29
 

15
.3
 
2.
3 
Q.
78
 

15
.9
 
6.
5 
2.
05
 

9.
7 
4.
7 
0.
40
 
L
 

16
.3
 
4.
7 
1.
24
 
F
 

6.
3 
1.
7 
0.
08
 
P
 

6.
6 
3.
3 
0.
05
 

23
.0
 
9.
6 
2.
10
 
1
 

7.
0 
2.
0 
0.
04
 

3.
1 
0.
9 
0.
02
 

5.
6 
3.
4 
0.
13
 

6.
3 
2.
5 
0.
09
 

17
.5
 
2.
7 
0.
99
 
l
 

6.
3 
l.
l 
0.
05
 
P
 

7.
1 
2.
1 
0.
04
 

5.
2 
3.
6 
0.
19
 
P
 

10
.7
 
3.
6 
0.
16
 

3.
2 
1.
6 
0.
02
 

第
14
表
石
器
観
察
表
石
器
集
中
4
(5
) 

打
角
頭
郡

背
面
備
成

蹄
璽
角
先
端
角
国
盤

折
面
部
位

末
端

母
岩
番
号

措
合

備
考

層
位
領
高

C
I
S
I
H
I
T
I
R
I
L
I
O
I
V
 

部
位

資
料

I
1
I
 

T
 

黒
曜
石
A

Vl.
...
IXa
 
b
 
50
.6
21
 

F
 
珪
冒
頁
岩
A

Vl
-1
Xa
 b
 
50
.6
30
 

。
H
.
L
 
H
 
珪
買
頁
岩
A

¥1
-
目
.
b
50
.6
77
 

珪
冒
頁
岩

Vト
lX
a
b
 
50
.6
26
 

。
黒
瞳
石
A

V ト
lX
a
b
 
50
.6
00
 

遺
物
な
し

Yト
rX
a
b
 
50
.6
61
 

F
 
黒
曜
石
A

vr.
...
1Xa
 
b
 
50
.6
61
 

l
 

】
F
 
珪
圏
頁
岩
l

vr.
...
rXa
 
b
 
50
.6
83
 

3
 

黒
曜
石
A

V ト
lX
a
b
 
50
.6
41
 

黒
曜
石
A

V ト
lX
a
b
 
50
.5
88
 

3
 

珪
冒
頁
岩

V).
...
.[X
a 
b
 
50
.6
24
 

81
 

(
)
 

2
 

F
 
珪
質
頁
岩
A

Vl..
...
目
.
b
50
.6
15
 

12
3 

2
 

l
 

F
 
黒
檀
石
A

v).
...
rXa
 
b
 
50
.6
38
 

2
 

L
 

F
 
黒
昭
石
A

¥1
"_
目
.
b
50
.7
12
 

】
I
1
I
 

H
'
R
 
。
黒
曜
石
A

町
、
目
.
b
50
.6
95
 

黒
曜
石
A

Vト
IX
a
b
 
忌
0.
67
6

砂
岩

¥1
'"
阻
.
b
50
.6
24
 

l
 

F
 
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

Vト
[X
a
b
 
50
.5
57
 

I
1
I
 

H
'
T
 

黒
曜
石
A

V]
-[
Xa
 b
 
50
.8
41
 

2
 

H
 

H
 
珪
質
頁
岩
A

V ト
lX
a
b
 
50
.7
57
 

遺
物
な
し

V]
-[
Xa
 b
 
50
.5
62
 

珪
冒
頁
岩
A

V]
-[
Xa
 b
 
50
.5
団

1
 

T
 

珪
買
頁
岩
1

VI
-
脱
昌
b
50
.7
01
 

1
 1
 2
 

L
.
 T
'
 H
 

黒
曜
石
A

VI.
、目
.
b
50
.5
67
 

10
7 
。

I
 

1
 

F
 
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

VI 
.... 
阻
.
b
50
.6
58
 

I
1
I
1
I
 

1
 

。
黒
昭
石
A

¥1
- 目
.
b
 
50
.6
70
 

珪
冒
頁
岩

Vl..
...
lX
a
 b
 
50
.6
17
 

2
 

F
 
珪
冒
頁
岩
1

VJ.
...
1Xa
 
b
 
50
.6
18
 

F
 
珪
置
頁
岩
A

Vl
- 日
.
b
50
.6
20
 

。
o
 
1
 

F
 
珪
買
頁
岩
1

Vl..
...
lX
a
 b
 
50
.5
72
 

2
 

L
 

F
 
珪
買
頁
岩
1

Vl..
...
日
.
b
 
50
.4
95
 

1
 

H
 
。
珪
冒
頁
岩
A

V].
...
.[X
a 
b
 
50
.5
64
 

黒
曜
石
A

V].
...
..[
Xa 
b
 
50
.5
72
 

黒
恒
石
A

V].
...
..[
Xa 
b
 
50
.5
75
 

11
2 

1
 

H
 
珪
冒
頁
岩
1

町
、
以
.
b
50
.6
24
 

10
2 

0
1
1
 
2
 
1
 

F
 

ホ
ル
ン
7
~
ル
ス

町
、
以
.
b
50
.5
47
 

黒
曜
石
A

町.
..
..
lX
a
b
50
.6
92
 

。
1
1
1
 

H
'
L
 

珪
冒
頁
岩

町
~
目
.
b
50
.5
65
 

。
l
 

T
 

黒
晒
石
A

明
~
目
.
b
50
.6
15
 

95
 
。

3
 

H
 
珪
質
頁
岩
A

町
~
皿
o
b
50
.5
60
 

2
 

F
 
珪
買
頁
岩
1

~
-
日
.
b
50
.5
65
 

1
 

H
 
黒
匝
石
A

町
~
政
.
b
50
.5
89
 

98
 

1
 

1
 

黒
昭
石
A

町
~
目
.
b
50
.5
68
 

1
 
l
 

F
 
珪
質
頁
岩
1

VI
-
日
.
b
 
50
.5
45
 

98
 
。

0
1
2
 

2
 

H
 
珪
質
頁
岩
A
5

V ト
日
.
b
 
50
.7
70
 

。
H
'
 T
.
 R
.
 L
 

珪
冒
頁
岩
A

VI
- 目
.
b
 
50
.5
75
 

2
 1
 1
 

F
 
珪
冒
頁
岩
1

Vト
X'
b
 
50
.8
27
 

3
 

T
 

珪
冒
頁
岩
A
6

VI
- 目
o
b
50
.5
28
 

l
 

H
 
黒
曜
石
A

VI
- 目
.
b
 
50
.6
72
 

黒
醒
石
A

~
-
目
.
b
 
50
.6
45
 

遺
物
な
し

Vト
目
.
b
 
50
.5
45
 

83
 

l
 

R
 

F
 
珪
冒
耳
岩
1

V]
-l
X
a
 b
 
50
.5
51
 

馬
車
石
A

¥1
-I
Xa
b 
50
.6
46
 

2
 

H
 

F
 
黒
瞳
石
A

町内
】!
X
'
b
50
.6
80
 

2
 1
 1
 

H
 

F
 
黒
曜
石
A

~
-
阻
.
b
50
.5
18
 

。
H
 

F
 
黒
曜
石
A

町
、
目
.
b
50
.7
57
 

10
3 
。

3
 

H
 
珪
質
頁
岩
A
5

町
、
皿
.
b
50
.8
10
 

2
 

T
 

珪
質
頁
岩
A

町
-
I
X
a
b
50
.8
30
 

黒
曜
石
A

明
~
匝
.
b
50
.5
50
 

l
 

1
 

珪
胃
頁
岩

町
、
皿
.
b
50
.5
51
 

珪
買
頁
岩
A

50
.4
66
 

属
睡
石
A

50
.4
60
 

造
物
な
し

50
.5
47
 



0
'
>
 

~
 

挿
図

番
号
グ
リ
ッ
ド

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
→
96
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0←
96
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
0
-
9
6
 

3
D
-
9
6
 

遺
物

器
祖

番
号 1
43
 
韓
時
石
器
調
整
輯
片

14
4 
造
物
な
し

14
5 
"1
片

14
6 
創
l片

14
7 
剖
片

14
8 
剥
片

14
9 
砕
片

1田
砕
片

15
1 
剥
片

15
3 
砕
片

15
4 
砕
片

15
5 
砕
片

15
6 
砕
片

15
7 
"J
片

15
9 
事
l片

16
0 
自問
j
片

16
2 
砕
片

16
3 
銅
l片

16
4 
砕
片

16
5 
砕
片

16
6 
"J
片

16
7 
砕
片

16
8 
制
片

17
0 
砕
片

17
1
酷

17
2 
砕
片

17
3 
剖
片

17
4 
品
物
な
し

17
7 
制
片

17
8 
剥
片

17
9 
砕
片

18
0 
樫
悟
石
器
調
亜
剥
片

18
1 
"J
片

18
2 
砕
片

18
3 
砕
片

18
4 
網
j片

18
5 
4目
j片

18
7 
toJ
片

18
8 
toJ
片

18
9 
砕
片

19
0 
砕
片

19
1 
橿
静
石
器
調
瞳
剥
片

19
2 
toJ
片

19
5 
制
片

19
6 
砕
片

19
7 
砕
片

19
8 
剥
片

19
9 
剥
片

20
0 
砕
片

20
1 
遺
物
な
し

20
2 
制
片

20
3 
制
片

20
4 
砕
片

20
6 
砕
片

20
7 
瞳
片

20
9 
剥
片

21
0
穣

2l
l 
造
物
な
し

21
2 
砕
片

21
3 
釦
j片

21
4 
銅
l片

21
5 
砕
片

21
6
砕
片

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
量
量

間
町沼
E
m
m
 
g
 

14
.7
 
7.
5 
1.
5
 
0.
13
 

19
.5
 
13
.3
 
7.
1 
1.
25
 

10
.2
 
5.
3 
1.
8
 
0.
06
 

10
.9
 
13
.0
 
3.
2 
0.
34
 

12
.1
 
12
.1
 
3.
1 
0.
35
 

2.
1 
6.
2 
1.
0
 
0.
01
 

4.
6 
6.
6 
1.
6
 
0.
04
 

12
.6
 
10
.7
 
1.
6
 
0.
19
 

4.
3 
4.
5 
1.
0
 
0.
01
 

6.
6 
3.
3 
1.
6
 
0.
02
 

9.
1 
6.
1 
2.
4 
0.
11
 

8.
1 
5.
2 
3.
0 
0.
12
 

6.
8 
11
.1
 
6.
6 
0.
39
 

14
.4
 
6.
7 
1.
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2 .縄文時代

( 1 )概要(第42図)

縄文時代の遺構は土坑が14基確認された。しかし伴出遺物が少なく、立地や形状だけで土坑の時期や性

格を断定することは難しい。しかし、従来の調査例から、概ね陥穴と判断すべきものであろう。

( 2 )遺構と遺物

①遺構(第43図) (図版4'"'-'7) 

1号土坑

1，24mXO.81m、長軸は北西を向き、深さは1.17mを測る。 2号溝に切られているが、比較的整った楕

円形を呈している。

2号土坑

1.06mxO.57m、長軸は北西を向き、深さは0.58mを測る。楕円形を呈するが、底部の形状はほぼ長方

形である。

3号土坑

1.52mXO.33m、長軸は北西を向き、深さは0.51mを測る。長円形を呈する。

4号土坑

1.49mXO.17m、長軸は北東を向き、深さは0.26mを測る。長円形を呈し、覆土下層は青味を帯びたソ

フトローム層であり、人為的に充填されたと考えられる。

5号土坑

北半分は不明である。短軸は0.59m、深さは1.02mを測る。楕円形を呈し、底部は平坦である。

6号土坑

1.43mXO.59m、長軸は北西を向き、深さは0.69mを測る。不定形であり、陥穴ではなく地下式坑のよ

うな横穴形状を呈する。

7号土坑

1.31m X 0.61m、長軸は北西を向き、深さは0.87mを測る。楕円形を呈し、底部に向かつて極めて狭く

なる典型的な陥穴である。

8号土坑

1.4mxO.87m、長軸は北西を向き、深さは1.03mを測る。不定形であるが、覆土中より加曽利B式の土

器片(第図の26)が出土している

9号土坑

1.58mXO.14m、長軸は北東を向き、深さは0.64mを測る。 9号住居跡の床面下より検出されたもので

ある。長円形を呈する。

10号土坑

1.52mXO.21m、長軸は北東を向き、深さは0.28mを測る。 10号住居跡の床面下より検出された。長円

形を呈し、底部北側縁には小ピットが2個検出されている。

11号土坑

1.5m X 1. 13m、長軸は北東を向き、深さは1.2mを測る。不定形を呈し、底部も全体的に広く、陥穴と

しての性格はないと考えられる。
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12号土坑

1.53mxO.13m、長軸は北東を向き、深さは0.4mを測る。検出された陥穴の中で、最も幅が狭い長円形

のものである。

13号土坑

1.82mxO.17m、長軸は東を向き、深さは0.33mを測る。 9号土坑同様に9号住居跡の床面下より検出

されたものである。底部中央に小ピットを有する。覆土は青味がかったソフトローム単一層であり、自然

堆積ではなく人為的に埋め戻された可能性がある。

14号土坑

2.37mXO.13m、長軸は北西を向き、深さは0.64mを測る。 41号住居跡下より検出された。 13号土坑同

様、覆土は青味がかったソフトローム単一層であり、人為的に埋め戻された可能性がある。

②遺物一土器(第44、45図) (図版59、60)

いずれも加曽利BI"-'II式の範曙に入るものと考えられる。 1は18号住居跡の覆土中から出土した、深鉢

の胴部片である。粗い単節縄文が押捺されている。 2も18号住居跡覆土中出土の深鉢口縁部片で、単節縄

文の上を棒状工具による条線が施されている。口縁部は指頭成形されている。 3は38号住居跡の覆土中よ

り出土した、深鉢片である。 2と同様の施文を持っている。 4は34号住居跡の覆土中から出土した、浅鉢

口縁部片である。棒状工具による条線が櫛目状に施されている。 5は27号住居跡の覆土中から出土した、

浅鉢片と思われる。胎土は密で焼成も良好であり精製に近い。棒状工具による条線が施されている。 6は

26号住居跡の覆土中から出土した胴部片で、単節RL縄文が施されている。 7は38号住居跡の覆土中から

出土した、組製の深鉢で、単節LR縄文と棒状沈線が施されている。 8は3C-50グリッド表採品で、雑な単

節縄文が押捺され、その上から棒状工具による条線が施されている。 9は3c-77グリッド表採品で、精製

の深鉢である。細かな単節LR縄文が施された後、棒状工具による沈線で区画され、外側は擦り消されて

いる。 10は25号住居跡の覆土中から出土した、深鉢片で、組い単節縄文の上を棒状工具によって条線が施

されている。 11は2号掘立柱建物跡の覆土中から出土した、精製の深鉢口縁部であり、単節LR縄文が施

された後、棒状工具による沈線で口縁部が区画されている。口縁部内側は棒状工具による条線が1本見ら

れる。 12は19号土坑の覆土中から出土し口縁部片であり、単節LR縄文を棒状工具に巻き付け、回転押捺

したものと考えられる。口縁部は指頭成形されている。 13は38号住居跡の覆土中から出土した、深鉢口縁

部片で、口縁部に沿って棒状工具による刻目、その下部に単節RL縄文が施され、棒状工具による沈線区

画がなされている。 14、15は3B-54グリッド表採品の深鉢で同一個体の可能性が高い。組い単節縄文の上を

棒状工具による条線が施されている。口縁部は指頭成形されている。 16、17も3B-54グリッドの表採品であ

り、同一個体である可能性が高い。細い棒状工具による条線が施されている。 18は22号住居跡の覆土中か

ら出土した、口縁部片である。細かく雑な単節LR縄文が施された後、口縁部に沿って沈線区画がされて

いる。口唇部裏側は指頭押捺成形されている。 19は45号住居跡の覆土中から出土した、深鉢口縁部片であ

る。単節RL縄文の上を棒状工具によって沈線区画を行い、さらに棒状工具による刻目を、沈線に沿って

施してある。 20は21号土坑の覆土中から出土した深鉢胴部片である。単節RL縄文の上に棒状工具による

条線が施されている。 21は6号住居跡の覆土中から出土した口縁部片で、内外面とも磨きがかけられてい

る。口唇部に棒状工具による刻目が施されている。 22は13号住居跡の覆土中より出土したもので、棒状工

円，
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具による条線、及び刻目が施されている。 23は36号住居跡の覆土中から出土した浅鉢である。棒状工具に

よる条線が施されている。 24は6号住居跡の覆土中から出土した深鉢である。棒状工具による条線が施さ

れている。 25は61号住居跡の覆土中から出土した胴部片である。胎土が極めて不良である。半裁竹管のよ

うな棒状工具による条線、刺突文が施されている。 26は8号土坑(陥穴)から出土したもので、浅鉢であ

ろう。棒状工具による条線が施されている。 27は6号住居跡の覆土中から出土した浅鉢である。口縁部は

棒状工具による刻目が施されている。 28は8号住居跡の覆土中から出土したもので、浅鉢と思われる。内

外面とも丁寧な磨きがかけられている。29は4D-4グリッド出土の表採品である。焼成が極めて良好であり、

浅鉢口縁部片と思われる。単節LR縄文の上に棒状工具による条線が施されている。 30は6号住居跡、 31

は54号住居跡、 32は13号住居跡の覆土中から出土したいずれも胴部片で、棒状工具による条線が施されて

いる。 33は1D-88グリッド表採品であり、紐状の凸帯に棒状工具による刻目が施された口縁部片である。 34

は21号土坑覆土中より出土した口縁部片で、粗い単節縄文の上に棒状工具による条線が、口縁部は指頭成

形がなされている。 35は3C-45グリッド出土の表採品であり、棒状工具による刺突が連続してなされてい

る。 36は3号住居跡覆土中から出土したもので、粗い単節縄文の押捺痕が認められる。 37は3B-44グリッド

表採品で、胴部は粗い単節縄文、口縁部に指頭成形が施されている。 38は38号住居跡覆土中より出土した

口縁部片で浅鉢と思われる。単節LR縄文の上に、平行沈線が口縁部に沿って引かれている。 39は31号住

居跡覆土中より出土した口縁部片で、口唇部まで単節LR縄文に充填されている。 40は22号住居跡、 41は

5Bグリッド表採品であるが、共に胴部片で、組い単節縄文の上に棒状工具による条線が施されている。 42、

43は25号住居跡覆土中から出土したものであるが、胎土、焼成も不良で明確ではないものの、組い櫛状の

施文は縄文土器ではなく、弥生中期土器の可能性もある。

③遺物一石器(第46図、図版61)

有舌尖頭器(第46図13) 27号遺構の覆土から出土した。安山岩製。やや粗い整形によって両側縁が形成

されているため、側縁は鋸歯様を呈している。舌部は、丁寧に調整が施されており、正面左側縁には柄と

の装着によるものとみられる擦痕状の磨痕が観察される。縄文時代草創期に属する。

石鍍(第46図1'"'"'11) 1'"'"'11は石鍛である。形態的には、扶りの顕著なもの(1'"'"' 4)、あまり顕著でない

もの (5'"'"'11)、側縁が外湾しているもの(1 '"'"' 3 .10)、直線的なもの(4 '"'"' 8 )、内湾しているもの(9 )、

各形態が存在する。また、素材剥片の主要剥離面を残すもの(8 )や、側縁に先端から基部に至る刺突に

よる衝撃剥離痕が観察される資料(3 )もある。利用石材は黒曜石(1・ 7・10・11)、チャート(2・4・

6・9)、珪質頁岩(3・5)、安山岩(8 )である。

線条痕のある特殊な石器(第46図12) 擦痕は正面の湾曲部により顕著に観察される。下端部には明確な

敵打痕が残されている。風化の度合から、当初は円柱状を呈していたものと思われるが剥離後も、側縁の

稜が平坦面を形成するほどに整形を施している。時期不明。
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Nn 機種 石材 最大長 最大幅
mm 皿皿

1 石鍍 黒暇石 17.9 16.8 

2 石鍍 チャート 17.5 14.3 

3 石鍍 珪質頁岩 21.1 11.4 

4 石鍍 チャート 25.8 16.6 

5 石鍍 頁岩 24.2 17.3 

6 石鍍 チャート 23.0 17.5 

7 石鍍 i里璽至 20.9 22.6 

第46図 縄文時代以降の石器

第17表縄文時代石器観察表

最大厚 重量 遺物番号 Nn 器種 石材
mm E 

3.1 0.6 4C35-2 8 石餓 安山岩

4.7 0.9 86号一50 9 石鍍 チャート

3.0 0.6 46号 146 10 石鍍 黒晒石

3.8 1.0 86号 213 11 石鯨 黒曜石

4.2 1.2 38号 488 12 線状痕を有す 粘板岩

2.6 0.9 97号 1 る特殊な型軽

3.5 1.3 85号ーl 13 有舌尖頭器 安山岩

一 73-

。 5cm 

最大長 最大幅 最大厚 重量 遺物番号
血血 mm mm z 

24.7 15.0 3.8 1.3 3B53 

32.5 20.6 4.0 1.8 3D57-1 

23.6 13.6 4.7 1.4 90号 22

19.5 16.1 6.1 1.8 64号 2

75.9 23.0 8.1 21.4 44号 66

46.6 16.3 7.1 3.9 42号-408



3.古墳時代

( 1 )概要(第47図)

「古墳時代Jの概念をどのように定めるのか、極めて難しい。今回は特に下限付近が問題となる。畿内

を中心とした「飛鳥J、「藤原」といった呼称が、房総地域においてどの程度妥当性があるのか、議論すべ

きであろうが、少なくとも当地において古墳(この概念もまた意見の分かれるところであるが)が築造さ

れ、横穴式石室が存在していた時期は「古墳時代」と呼ぶことができる。一般的な実年代では 7世紀後半

代であろうが、問題となるのはその直後の時代である。土器の実年代研究が盛んな現在、我々はその時代

について、畿内産土師器編年を用いたり、あるいは絶対年代のみの記載とし、時代呼称を省略している場

合が多い。やがて8世紀初頭以降については、房総地域においても、官街遺跡等の調査から律令社会の汎

地域的な確立を前提とし、さらに仏教遺跡、遺物の成果からも中央史を受認して「奈良時代、平安時代」

と呼称しはじめる。すなわち、一般的には 7世紀後葉から 8世紀初頭にかけての扱いが常に問題となって

くる。

本稿でも、本遺跡周辺で最終段階の代表的古墳である「駄ノ塚西古墳Jに相対的に比定できれば「古墳

時代Jと呼ぶことができょう。しかし、それ以降、律令社会への推移状況について、現時点で考古学的に

簡単に検証できるはずもない。したがって、今回は、明らかに古墳時代の所産とされるもの以外について

は、微妙なものを含め、「歴史時代」として一括しておきたい。「明らかにに古墳時代」としたものは、駄

ノ塚西古墳のほか、本遺跡と同じ台地に立地する巨大方墳「駄ノ塚古墳」出土遺物等から判断できる。

今回の調査で古墳時代の遺構として認定したのは、後期の竪穴住居跡50軒 (1号住居跡""'50号住居跡)、

土坑6基 (15号土坑""'20号土坑)、溝1条(1号溝)である(第47図)。土坑、溝の時期決定については竪

穴住居跡に比べ、困難な場合なものも多いが、遺構の複合関係や出土遺物の状況から判断している。第47

図にあるように、住居跡等は台地北端の痩せ尾根上にまで立地しており、また、!駄ノ塚古墳に向かつて東

側台地や南側台地にも集落は広がっていたと思われる(第5図)。住居跡の主軸は概ね北西であり、標高約

46m""'52mのレベルで検出されている。規模は小形のもので約3m四方、大形で約9m四方である。遺構

同士の複合関係は少ないが、床面下の調査の結果、いくつかの住居跡で拡張、建て替えが行われていたこ

とが判明している。

( 2 )遺構と遺物

1号住居跡(第48図、図版9、62)

北西壁5.3m、北東壁5.2m、南東壁5.2m、南西壁5.4mを測り、ほぽ正方形を呈する。主軸はN-440-

Wである。覆土は自然堆積で、黒色腐食土層とロームを主体とした褐色土層が交互に堆積する。床面は均

一に堅く、柱穴と壁聞に複数の溝が検出された。これらは一般的には「間仕切り溝」と称され、本稿でも

便宜上そう呼ぶが、検出状況や本数をふまえれば、実際に住居空間を分断した施設の跡だけとは考えられ

ない。むしろ、主柱穴を支える補助施設か壁際に棚等を造設する際の「根太材」の存在も推測される。竃

は煙道が壁外に大きく張り出したもので、袖の遺存度は比較的良い。竃内から多くの土器が出土している。

1は口径14.0cmの聾である。外面にタテへラ削り痕が僅かに残る。 2は口径14.4cmの聾である。 3は口

径10.2cmで外面タテへラ削り痕が明瞭に残る。 4は口径15.2cmの聾で、出土位置から、竃に使用されたも

のと考えられる。外面の二次焼成が著しく、成形痕は磨滅している。 5は口径17.4cmの聾で外面タテへラ

削り後ヨコへラ削りが施されている。 6は底部径7.5cmである。 7は口径18.7cmで口縁部ヨコナデ、外面体
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部ヨコへラ削り後ナデ、である。 8は口径14.8cmで口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後ナデ及び外

面赤彩、内面炭素吸着、へラ磨きである。高杯の可能性がある。 9は口径13.5仰で口縁部ヨコナデ、外面

体部ヨコへラ削り、内面へラ磨き、 10は口径14.8cm.器高5.2仰で口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、

内面へラナデ、 11は口径10.3cm、内外面へラ磨き後、漆仕上げになっている。 12は口径10.0cm、器高3.5cm、

口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラナデ、 13は口径8.8cm、器高3.0cmで口縁部ヨコナデ、

外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 14は口径7.8cm、最大径8.1cm、器高3.1cm、口縁部ヨコナデ、

外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きが施されている。内外面とも漆仕上げである。 15は口径1l.9cmで口

縁部ヨコナデ、外面体部ヨコヘラ削り、内面へラ磨きである。 16は高杯脚部で内部に輪積み痕が明瞭に残

る。 17は底部径7.0cmである。
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2号住居跡(第49図、図版9、62)

北壁5.2m(推定)、東壁5.1m、南壁5.3m、西壁4.9m(推定)を測り、ほぽ正方形を呈する。 1号住居

跡と一部重複しており、本住居跡が古い時期の所産である。図示していないが、東壁から南壁にかけて周

溝内側に、もう一本古い周溝が検出されており、本住居跡が拡張されたものであることがわかる。しかし、

主柱穴及び入口施設の位置には変化が無い。主軸はN-4 '-Eである。覆土は自然堆積で、明瞭では無い

が黒色土とローム層を含む褐色土が交互に堆積している。竃内及び周辺の床面には高坪、坪が出土してい

る。袖は比較的幅広で、火床部からかなり手前まで焼土が引き出された痕跡がある。

1は口径19.5αnの高杯で、全体的に丁寧なタテ、ヨコへラ削りが施されている。 2は口径16.9cmである。

3は後世の須恵器の混入品と考えたい。口径16.3cmを測る。ロクロ成形で焼成は不良である。 4は口径12.4

倒、器高5.0cmで竃際から出土した完形品である。口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨き、

5は口径12.6cm、最大径13.8cm、器高3.3cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコヘラ削り、内面へラ磨きであ

る。 6'"'-'8はいずれも内外面とも漆仕上げと思われる。 6は口径13.3cm、最大径13.5cm、器高3.7cm、竃際

床面より出土している。口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削りで底部を作り出している。内面へラ磨き

である。 7は口径13.6cm、器高3.6cmで口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 8

は口径13.6cm、器高4.0cmで口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 9は直径4.1

cm、孔径0.8cmを測る滑石製の石製紡錘車である。 10は土玉で直径0.8cmを測る。
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3号住居跡(第50図、図版10、62 ) 

北西壁3.8側、北東壁3.9m、南東壁4.0m、南西壁3.9mを測り、ほぽ正方形を呈する。 4号住居跡廃絶

後に作られている。主軸はN-2T-Wである。床面に焼土、炭化材が検出された焼失住居跡である。竃は

煙道が壁外に僅かしか張り出していない。

1は口径11.2叩、 2は口径11.9畑、器高11.3側、 3は口径11.9cm、器高10.9cmの、共に鉢型土器である。

器面成形痕はほとんど消滅しており、 2の内面には炭化物が付着している。 4は底部径10.7仰の高坪脚部

であるが、雑な作で磨きもかかっていない。 5は口径11.1畑、最大径11.4仰の坪で口縁部ヨコナデ、外面

体部ヨコへラ削り後磨きが加えられている。底部はへラ削りで作り出されている。内面へラ磨きである。

6は須恵器の短頚査と思われる。微粒小石を胎土に含む。還元が強すぎたためか、白色を呈している。

4号住居跡(第51図、図版10、62)

北西壁5.6m(推定)、北東壁5.2m(推定)、南東壁5.4m、南西壁5.3mを測り、ほぽ正方形を呈する。

3号住居跡及び5号住居跡と一部重複関係にあり、本住居跡が最も古い時期の所産である。覆土は3号、

4号、 5号住居跡共に自然堆積であり、最も古い本住居跡を人為的に埋め戻した痕跡も無い。主軸はN-

240-Wである。竃は 3号住居跡によって壊されている。

1は口径13.0佃、 2は口径15.7cmの聾で丁寧なへラ削りが施されている。 3は口径24.5側、器高23.6cm

の甑で胴上部は丁寧なタテへラ削り、下部はヨコへラ削りが施されている。 4は内外面共に著しく摩滅し

ている。 5は口径15.5cmの聾である。 6は口径13.9cmの坪で丁寧なヨコへラ削りが見られる。 7は底部径

7.8佃の甑底部である。 8----11はいずれも内外面とも漆仕上げの丸底の杯である。 8は口径12.0cm、最大径

13.8佃、器高3.9cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後一部へラ磨き、内面へラ磨きである。 9は

口径12.4倒、最大径13.9倒、器高3.7cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後一部へラ磨き、内面へ

ラ磨きである。 10は口径13.6αn、器高3.4cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後一部磨き、内面へ

ラ磨きである。 11は口径13.7仰を測る。口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。

12は砥石で4面とも使用されて磨り減っている。 13は直径0.9cm、孔径0.3cmを測る滑石製臼玉である。

5号住居跡(第52図、図版11、62)

北西壁5.4m、北東壁5.0m、南東壁5.1m、南西壁5.5mを測り、ほぽ正方形を呈する。主軸はN-80-

Wである。 4号住居跡廃絶後に作られている。床面の良好な硬化面を中央部分に持つものの、柱穴は貧弱

である。東壁の周溝は検出されなかった。竃は床面が焼げておらず、火床部が床より上部にあった可能性

がある。住居跡全体に大形の聾、 1の破片が分散していた。なぜこのような状態になったのか不明である

が、大形破片は竃内にあり、覆土の状態を考えると、おそらく住居跡廃絶後の覆土堆積の際に自然に分散

したと思われる。

1は口径18.6側、器高27.4cmを測る。へラ削りが丁寧に行われ、大きさの割には器肉を薄く仕上げてあ

る。竃内で煮沸用として用いたものであろう。 2は口径12.6側、器高4.5cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨ

コへラ削り、底部はへラ削りによる作だし、内面へラナデである。 3は口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへ

ラ削り後磨き、内面へラ磨きである。口径12.2cm、最大径13.3cm、器高4.0cmを測る杯で、内外面共に漆仕

上げが施されている。 4は底部径13.6cmの高坪脚部で、外面は磨きに近いタテへラ削りで赤彩処理が施さ

れている。 5は口径14.6cm、器高l1.3cmの高杯で、坪部及び脚裾部はへラ削り後、ヨコナデされている。
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6号住居跡 (第53図、図版、 11、80)

北壁5.2m、東壁5.0m、南壁5.2m、西壁5.1mを測り、 ほぽ正方形を呈する。

主軸はN-40- Eである。床中央部に硬化面があり、主柱穴から壁に向かつて溝が検出されている。覆

土上層部には新期テフラを含んで、いる。暗褐色土を基調とする自然堆積である。竃は煙道部が壁外に比較

的大きく張り出しており、袖はほとんど削られている。

1は口径18.3cm、器高30.4cm長胴の警で、単位の長いタテへラ削りが丁寧に施されている。 2は口径18.0

cm、3は底部径5.8cm、4は口径20.7cm、の聾で、へラ削りが施され、器肉は薄く仕上げられている。 5は

口径13.4cm、器高14.6cmの鉢で内部に輪積痕が残る。胴上部はタテへラ、下部はヨコへラ削りである。 6

は口径15.3cmの長胴の薯で、ある。 7は口径18.0cmの高杯坪部で外面は赤彩、内面は炭素吸着で、丁寧なへ

ラ磨きが施されている。 8は口径14.1cm、器高4.2cmと比較的深底の坪で、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコ

へラ削り後磨き、内面炭素吸着、へラ磨きである。 9は内面は漆仕上げと思われる。外面にはハケ目が残

る高坪破片である。 10"-'13は土師器坪で10は口径11.4cm、器高4.0cm、口縁部も含め外面体部はヨコへラ削

1
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n
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り、内面へラナデである。 11は口径l1.2cm、最大径11.7cm、器高4.3cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへ

ラ削り、内面へラナデである。 12は内外面とも漆仕上げで、口径10.0cm、最大径10.8cm、器高4.2側、口縁

部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラナデである。 13は内外面漆仕上げで、口径13.9cmを計る。

口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラナデである。 14は半損品である。良好な焼成で灰色を

呈する。合子状杯身の須恵器で口径8.3cm、最大径10.3cm、器高3.2cmの小形であり、底部は同心円状にへ

ラ削りが施されている。湖西産と思われるが詳細は後述する。 15は銅地金張りの帯先金具である。最大長

2.3cm、最大幅2.6cm、厚さO.lcm弱である。 16は直径1.3cm、孔径0.3cmの管状土錘である。 17は蛇紋岩製勾

玉(巻頭図版)である。全長2.5cm、身幅0.9cmを測る。

7号住居跡(第54図、図版11、12、63)

北西壁5.3m、北東壁5.5m、南東壁5.3m、南西壁5.2mを測り、ほぽ正方形を呈する。主軸はN-20-

Wである。主柱穴の状態から判断して、外側に住居が拡張されたと考えられる。覆土は自然堆積で、上層

には新期テフラを含む。竃の火床部は床面上位にあり、被熱が床面に及んでいない。

1は口径10.4cm、最大径11.9側、器高3.2cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きで

ある。 2は口径13.0cm、器高4.0cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 3は

口径12.0cm、最大径13.6cm、器高4.0cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコヘラ削り後一部磨き、 4は口径13.0

cm、最大径14.6cm、器高3.9cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 1'""'"'4は

いずれも内外面漆仕上げである。 5は口径15.3cm、器高6.5cmの鉢で内部に輪積痕が残る。 6は竃際より出

土したもので煮沸用の聾である。へラ削りにより器壁が薄く仕上げられている。口径19.2仰を測る。 7は

砥石で4面使用されている。 8は直径1.4cm、高さ1.lcm、孔径0.2cm、9は直径1.lcm、高さ1.2cm、孔径0.2

cmの土玉である。

8号住居跡(第55図、図版12、63)

東壁7.5m、南壁7.2m、西壁7.3m、北壁7.3mを測り、比較的大形のほぼ正方形を呈する。主軸はN-

830- Eである。床硬化面は広くは無い。竃が東壁に作られており、主軸が他の住居跡と異なるが、主柱穴

の状態から判断すると本住居跡も拡張された住居跡であり、従前は北壁に竃があったと思われる。覆土上

層は黒色腐食土であり、下層はローム層基調の褐色土の自然堆積である。竃は堀り方が大きく壁外に張り

出すものであるが、大形住居の割には小形の竃である。

1は口径l1.8cm、器高15.0cm、2は口径14.0cm、3は口径13.2cm、器高21.5cmのいづれも竃の際から出

土した比較的小形の聾である。 5，6も含め、ほぽ法量が同じで、竃の規模に合わせたものと考えられる。

丁寧なへラ削りが見られる。 4は口径18.0cm、の大形の璽で、竃から離れて散在しており、へラ削りも雑

である。大きさも考えると本住居跡では煮沸用具で無かった可能性がある。 5は口径13.8cm、6は口径14.0

cmo 7は底部径8.7cmの高坪で坪部内面に黒色処理が施されている。脚部内側には輪積痕が明瞭に残る。 8

は口径11.3cm、器高3.3cm、口唇部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。底部は

へラ削りによる作りだしで稜線を有し、胎土、焼成も極めて良好であり、いわゆる東北系の土器とされる

ものである。 9は口径12.5cm、器高3.4cm、内外面へラ磨きが丁寧に行われた漆仕上げである。ヨコナデよ

りもへラ磨きを最終調整としており、在地の成形技法とは異質な感がある。底部に稜線を有する点から 8

同様、東北系と考えられるが、詳細は後述する。 10は口径12.7cm、器高3.7cm、器壁が摩滅しているがへラ

磨きが主体となっている。底部はへラ削りで作り出されており、ほとんど平底となっている。 11は口径10.8
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cm、器高2.5cmで9と同じ成形技法である。 12'"'-'18は土製の勾玉、 19'"'-'23は土玉である。計測値は以下のと

おりである。いずれも茶褐色の同一色、焼成であり、一括して作成されたと思われる。 24は鉄鉱であるが、

鋳化が著しい。最大長1.7cm、最大幅1.4仰である。

番号 全長 身幅

12 2.5 0.8 

13 2.7 0.9 

14 2.8 0.9 

15 3.4 1.3 

16 2.4 0.7 

17 0.7 

18 0.8 

番号 直径 両さ

19 1.0 1.2 

20 0.9 0.9 

21 0.8 0.9 

22 1.0 1.0 

23 0.9 0.6 

土玉計測値(単位cm)

土製勾玉計測値(単位cm)

9号住居跡(第56図、図版13、63、64)

北東壁6.9m、南東壁6.9m、南西壁6.7m、北西壁6.7mを測り、ほぽ正方形を呈する。東壁際に間仕切

り溝が3本検出された。覆土は全体的にローム層を基調とした粘質層である。興味深い点は、東壁際の床

面にハードローム層が棚状に固くに盛土されていたことであり、間仕切り溝の性格を示す資料として注目

したい。

主軸はN-80- Eである。竃の遺存度は良好で、天井部も一部残存していた。

1は口径15.0cm、2は口径12.0cm、3は口径10.2cm、の比較的小形の聾である。 4も含め外面タテ、内

面ヨコヘラ削りが施されている。 5は口径6.5cm、6は口径9.6cm、器高4.8cm、7は底部径6.7cmのいずれ

も手づくね土器である。 5はタテへラ削り、 6の底部には木葉痕が残る。 8は口径20.0αnの高坪の坪部で

ある。口縁部はヨコナデされて強く外反する。内面は炭素吸着、へラ磨きである。 9は口径14.0cmの高坪

であるが砥石に転用されている。内面は炭素吸着、へラ磨きである。 10は底部径3，4cmのミニチュア土器で

ある。高坪形状であったと思われる。 11は口径10.2倒、最大径11.2側、内外面漆仕上げ、口縁部ヨコナデ、

外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 12は口径11.5cm、最大径12.0cm、器高3.2cm、内外面

とも漆仕上げ、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 13は口径10.lcm、

器高4.1cmの雑な成形の小形鉢である。 14'"'-'17は土製勾玉、 18、19は土玉で、 8号住居跡のセットと同一規

格品である。

番号 全長 身幅

14 2.1 0.7 

15 2.3 0.7 

16 3.4 0.9 

17 2.6 0.8 

一一

さ一

1
一
0
一

高一

1
一
1
一

ω

一

一

-

P

L

一

一

一

位

ー
十
ー
下
上
単

一
一
一
時
直

径一

O
一
O
一
剛

直一

l
一

l
一
副玉土

土製勾玉計測値(単位cm)
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10号住居跡(第57図、図版13、64)

北西壁4.2m、北東壁4.2m、南東壁4.3m、南西壁4.3mを測り、ほぽ正方形を呈する。 11号住居跡の廃

絶後に作られたものである。小形住居の割には主柱穴が深く、電も大形である。主軸はN-190-Wである。

覆土は新期テフラを含む黒色土を基調とする自然堆積である。竃の堀り方は明瞭に検出されず、床面の被

熱も少ない。

1は口径9.6cm、器高8.8cm、2は口径10.5側、器高9.4側、木葉痕底部の小形聾もしくは鉢である。 1は

タテ、 2はヨコへラ削りであるが、両者とも丁寧な作である。 3は口径12.1cm、口縁部ヨコナデ、外面体

部ヨコへラ削り、内面へラナデである。 4は口径9.6cm、最大径10.4αn、器高3.2cmで口縁部ヨコナデ、外

面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 5は口径12.5cm、器高7.2cmの雑な作りの小形鉢で、粗いへラ

削りが施され、内外面に輪積痕を残している。 6は口径17.1cmの聾で、へラ削りは雑で器壁も厚い。輪積

痕を一部残す。 7は口径19.3cm、器高25.7cmの璽で、胴上部はタテへラ削り、下部はヨコへラ削りが施さ

れている。内部に輪積痕を一部残す。

日号住居跡(第58、59図、図版14、64)

北壁5.6m(推定)、東壁5.7m、南壁5.9m、西壁5.8m(推定)を測り、ほぽ正方形を呈する。北西側を

10号住居跡によって切られている。なお、本住居跡は四方壁が拡張されたもので、従前の堀り方も検出さ

れているので図示した(第59図)。覆土最上層には新期テフラを含む。黒色土を基調とした自然堆積である。

主柱穴及び入口施設が複数検出され、建て替えが行われたと考えたい。竃は10号住居跡によって削平され

ている。主軸はN-10- Eである。

1は口径18.7cm、2は内外面漆仕上げで口径16.5側、 3は口径20.0cmのいずれも高坪である。 1は内外

面炭素吸着、へラ磨き、 3は外面赤彩、内面炭素吸着であり、丁寧なへラ磨き及びヨコナデが施されてい

る。 4は内外面漆仕上げで口径11.3cm、最大径12.5cm、器高2.3cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削

り後雑なへラ磨き、内面へラ磨きである。 5は口径10.5cm、器高3.8側、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへ

ラ削り後雑なヘラ磨き、内面へラ磨きである。 6は口径10.8cm、器高3.8cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨ

コへラ削り後雑なへラ磨き内面へラ磨きである。 7は口径11.1cm、最大径11.5cm、器高4.0cm、口縁部ヨコ

ナデ、外面体部ヨコへラ削り後ナデ、内面放射状にへラ痕が残る。 8は口径12.7cm、器高3.6cm、口縁部ヨ

コナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 9は口径18.3cm、10は口径24.6cm、11は底

部径11.0cm、12は口径18.2cmのいずれも聾であるが10は甑の可能性が高い。へラ削りが丁寧に施され、 12

の胴下部には磨きに近いタテへラ削りが見られる。内面へラ削りも丁寧で器壁も薄い。 13は土製勾玉で全

長2.8cm、身幅0.8cm、14は土玉で直径1.2cm、高さ1.2cmを測る。隣接する 8、9号住居跡出土品と同一規

格である。
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12号住居跡(第60図、図版14、64)

西壁6.0m、北壁6.0m、東壁5.9m、南壁6.1mを測り、ほぽ正方形を呈する。壁際を中心に炭化材、焼

土が多量に検出された焼失住居跡である。覆土は自然堆積であるが、各層に炭化材、焼土が混在している。

竃は天井部が大きく削平され、袖基盤が薄く残っている。火床部も浅く、床面もほとんど被熱されていな

い。主軸はN-130-Eである。

1は口径15.5cm、器高20.4cm、2は口径13.3cmは聾である。 1の底部から胴中央部に向かつて、櫛状工

具痕が数条残っている。 1，2共に丁寧なへラ削りが施されている。 3は口径18.2cm、器高17.6cmの甑で

ある。法量、形状から考えて、 1のセットとなるものであろう。 4は口径14.3cm、器高3.0cm、口縁部ヨコ

ナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。底部はへラ削りによる作りだしで平底を呈している。

5は口径12.2cm、最大径12.6cm、器高4.7側、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きであ

る。 6は口径14.7側、器高4.5cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 7は口

径15.2cm、器高10.4cmの高坪である。口縁部はヨコナデされ、大きく外反している。坪部はヨコへラ削り、

脚部は丁寧なタテへラ削りが施されている。
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13号住居跡(第61、62、63図、図版15、16、64、65)

北西壁9.4m、北東壁9.0m、南東壁9.3m、南西壁9.0mを測り、本集落最大の住居跡である。ほぽ正方

形を呈する。聾を主体に遺存度の良好な土器が大量に出土している。主軸はN-200-Wである。主柱穴内

側にある 2つのピットは、深さ10cm程で性格は明らかで無い。覆土内より土器片も出土しており、場所的

にも柱穴とは考えにくい。東床面より検出された方形のピットは深さ20佃程で、後世の揖乱では無いもの

の、本住居の貯蔵穴とするには浅い感があり、類例も無い。竃は袖と火床部が僅かに残存する程度である

が、住居の規模からすると、極めて小型と言えよう。

1""17及び33""35は、一部に鉢の形式を含む聾である。 1は口径18.5cm、器高35.4cm、2は口径12.2cm、

3は口径13.3cm、器高18.1側、 4は口径14.6cm、5は口径12.3側、 6は口径16.8cm、器高30.4cm、7は口

径16.2cm、器高25.7cm、8は口径15.6側、 9は口径18.0cm、10は口径18.5cm、器高26.0cm、11は口径17.1

畑、器高23.2側、 12は口径19.2cm、13は口径17.7cm、14は口径18.0cm、15は口径16.5cm、16は口径20.6側、

17は口径12.8cm、33は底部径7.4cm、34は口径15.6側、 35は底部径7.8cmを測る。これだけの数の薯が、す

べて本住居跡に帰属するものとは断定できない。すべて竃外の覆土からの出土であり、後世に本住居跡に

まとめて廃棄されたものも含まれるであろう。聾の大きさや形状によって、へラ削りに一定の向き等の規

則性があるわけでは無いが、胴下半部はタテへラ削りを主体に、丁寧な成形が見られることが特徴である。

18""27が土師器の杯である。 18は内外面とも漆仕上げで口径l1.8cm、器高4.9cm、19は内外面とも漆仕上げ

で口径l1.6cm、最大径12.3cm、器高4.5cm、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 20は口径

13.4cm、器高4.0cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 21は内外面と

も漆仕上げで口径13.2cm、器高4.0cm、22は口径13.0cm、器高4.1cm、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面

へラ磨きである。 23""25はいずれも内外面とも漆仕上げである。 23は口径10.1側、最大径l1.0cm、器高2.9

仰、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 24は口径l1.8cm、外面口縁部

~体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 25は口径l1.8cm、器高3.3cm、外面口縁部~体部ヨコへ

ラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 26は口径12.4cm、最大径14.6側、器高3.8側、内外面炭素吸着処理と

思われる。口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 27は内外面とも漆仕上

げで、口径13.3側、器高3.4cm、外面白縁部~体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 24、25も含

め、底部はへラ削りによる作りだしで稜線を有し、いわゆる東北系と言われるものである。

28は口径9.8cm、器高4.5cm、29は口径9.6cm、最大径12.1cm、器高3.7cm、30は口径9.4cm、最大径11.7cm、

器高3.7cmのいずれも須恵器の坪である。焼成は良好で灰色を呈する。湖西産と思われるが詳細は後述する。

注目すべきは、 30の杯が17号住居跡出土の破片と接合関係を持つことであり、こうした事例は、栗焼棒遺

跡では他の住居跡でも須恵器に限つである。 17号住居跡からは蓋(9 )が出土しており、セットとして考

えると30は本来17号住居跡に帰属するものかもしれない。

31は口径27.0cm、器高21.2cm、32は口径23.6cm、器高23.8cmの甑である。両者とも丁寧なへラ削りで整

った形状である。竃からは離れて出土しており、特に31は柱穴覆土内に完形で出土した。 36は口径21.1cm、

器高10.6cmの鉢で、内外面とも粗いヨコへラ削りが見られ、雑な成形である。 37は口径20.0cm、38は口径

14.7cmの高杯坪部で内面は丁寧に磨かれ、炭素吸着が施されている。 39は底部径21.0cm、40は底部径19.8

cm、41は底部径14.0cmの高杯脚部で、裾部が外反する。 42は口径7.1cm、器高4.0cmの手づくね土器である。

43は自然様片を使用した砥石である。
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14号住居跡(第64図、図版16、66)

北西壁4.0m、北東壁3.9m、南東壁4.3m、南西壁4.1mを測り、ほぽ正方形を呈する。覆土は暗褐色土

にロームプロックを多く含む層を基調にした自然堆積である。東側床面に深さ 5cm程の間仕切り溝を 2本

有する。竃は比較的遺存度が良く、天井の一部も残存する。袖、火床部とも大形の作である。主軸はN-

250-Wである。

1は内外面とも漆仕上げで口径13.5an、器高3.8側、 2は内外面とも漆仕上げで口径13.0側、最大径13.3

倒、器高3.5側、 3も内外面とも漆仕上げで口径12.0畑、最大径13.1側、器高4.0佃でいずれも口縁部ヨコ

ナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。
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15号住居跡(第65図、図版16、17、66)

北西壁6.0m、北東壁6.4m(推定)、南東壁6.4m(推定)、南西壁6.5mを測り、ほぽ正方形を呈する。

主軸はN-28'-Wである。竃の火床部跡と思われる焼土が他に 2カ所、主柱穴、入口施設跡も複数検出さ

れている。おそらく合計で3回の建て替え(拡張)があったと判断される。古、中、新とした場合、古段

階の周溝は今回検出されていない。なお、この場所は後世(平安時代)に51号住居跡によってさらに切ら

れている。覆土は暗褐色土を基調としたロームブロックを含む自然堆積である。

1"'7は坪であるが7については51号住居跡の混入品と思われる。 1は口径11.1cm、最大径12.3cm、器

高3.0cm、2は口径10.0cm、最大径11.0cm、器高3.4cm、3は口径13.7倒、最大径14.0cm、器高3.7cm、4は

口径13.2cm、器高3.5cm、5は口径11.5cm、器高4.2cm、6は内外面とも漆仕上げで口径12.0cm、器高4.2cm、

を計る。いずれも口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 1"'6は外面へラ削り

後「へラ磨き」を施さない点が共通している。 7は口径13.1cm、器高4.2cm、ロクロ成形で底部は手持ちへ

ラ削りで平底を呈する。 51号住居跡の混入品と考えたい。 8は口径14.3cm、器高18.4cm、9は22.4cm、器

高32.2cm、10は口径16.4cmのいず、れも聾である。外面は丁寧なへラ削りが施されている。 11は2/3程を

欠損する。口径12.1cm(復元)器高4.3cm(復元)の蓋杯無台坪身としたが蓋とも考えられる。底部は癌状

にやや盛り上がり、同心円状の回転へラ削り?が施されているが、定かでない。平行板目痕が残る。上記

の特徴から湖西産と思われ、詳細は後述するが、口径からすると湖西田期第2小期に比定される。しかし、

口径が9cm前後と小形であるが、 11のように底部が癌状に盛り上がるものは第1小期等古い時期に類例が

ある。 11の口径は復元数値であるため、詳細は不明である。なお、癌状の盛り上がりが意図的な成形であ

るとすれば、体部から底部にかけて稜線を有し、本遺跡からも出土する「東北系の坪」との関連が問題と

なるが、この点も後述する。

16号住居跡(第66、67図、図版17、18、66、67)

北西壁6.8m、北東壁6.9m、南東壁7.0m、南西壁6.7mを測り、ほぽ正方形を呈する。床面下に古い周

溝の一部が検出され、本住居跡も拡張を行っている可能性がある。遺物が分散しておらず、完形品が床面

上に多く出土した。覆土最上層には新期テフラを多く含んでいる。竃周辺には土器が集中しており、天井

の一部も残存する。主軸はN-47'-Wである。

1は口径12.0cm、器高10.5cm、2は口径11.8cm、器高8.4cm、3は口径12.3cm、器高5.9cmのいずれも鉢

である。外面は丁寧なへラ削りが施されている。 1，2は形状は聾形であるが二次焼成痕も無く、法量的

にも煮沸用とは考えにくい。 11、12も同様に鉢と考えたい。 11は口径7.9cm、最大径9.0cm、器高5.4cm、12

は口径12.7cm、器高12.0cmを測る。 4は口径14.7cm、器高10.0cm、5は口径14.1cmの高坪である。やや雑

なへラ削りであり、外面を飾る技法を取り入れていなし~o 6"'10は坪である。 6は口径10.3cm、器高2.7仰

で内外面とも丁寧なへラ磨きが施されている。 7は内外面とも漆仕上げで口径11.0cm、器高3.2cm、8は口

径12.0cm、器高4.5cm、9は口径10.0cm、最大径11.1cm、器高3.5cm、10は内外面とも漆仕上げで口径10.0

cm、最大径10.6側、器高3.5cmを測り、いずれも外面へラ削り、内面へラ磨きである。 13は底部径11.1cmの

須恵器高杯である。 14は口径8.2cm、最大径10.0cm、器高3.1cmの合子状坪身の須恵器である。体部下部回

転へラ削り、底部は同心円状の回転へラ削りであり、×状のへラ記号が残る。湖西産と思われる。 15は口径

20.8cm、器高30.9cm、16は口径24.0cmの聾でいずれも二次焼成を受け、電際から出土している。本住居跡

に帰属する一括遺物であろう。 17は鉄鉱であるが、鋳化が極めて著しい。刃部最大長3.5cm、最大幅1.8cm、
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18は刃部最大長2.9cm、最大幅2.0cmを測る。 19は銅地金張か塗金(金メッキ)の耳環で、直径2.1cmを測る。

20は土製勾玉で、全長2.7cm、身幅1.0cmを測る。 21は土玉で直径1.5cm、高さ1.0cm、22も土玉で直径1.lcm、

高さ0.9cmを測る。

17号住居跡(第68図、図版18、19、67)

北西壁4.0m、北東壁3.8m、南東壁3.9m、南西壁3.9mを測る小形の住居跡である。ほぽ正方形を呈す

る。南側壁際には周溝が検出されなかった。主柱穴も検出されず、深さ10cm程の浅い入口施設ピットのみ

存在する。床面は周溝の存在する北側を中心に硬化面となっている。こうした竪穴構造から上屋の復元を

想定すると、本住居には四方に壁や屋根が存在したか、疑問に思われてくる。入口付近は、大きく聞いた

間口であったと考えることもできる。覆土最上層には新期テフラを多く含んでいる。主軸はN-280-Wで

ある。

1は口径20.2cm、器高27.7cmの聾で竃火床部から出土した。外面は組いへラ削りが施され、器壁の凹凸

が目立つ。二次焼成を強く受けている。 2"""""6は鉢と考えられる。 2は口径15.0cm、器高14.8cmで丁寧な

へラ削りで二次焼成を受けていない。 3は口径10.6cm、器高12.7cm、4は口径12.8cm、器高6.4cmで外面は

磨きに近い丁寧なへラ削りが施されている。 5は口径11.7cm、器高7.3cm、6は口径10.lcm、器高9.6cmを

測る。 7は内外面とも漆仕上げの口径10.0cm、最大径10.6cm、器高3.5cmの杯である。口縁部ヨコナデ、外

面体部ヨコへラ削り、 8も内外面とも漆仕上げの坪であろう。丁寧なへラ削りが見られる。 9は口径9.4cm、

器高4.6cmの合子状坪蓋の須恵器である。天井部は同心円状の回転へラ削りである。湖西産と思われる。 10

は口径9.4cm、器高4.1cmの蓋杯無台坪身の須恵器で、体部下部回転へラ削り、底部は同心円状の回転へラ

削りである。焼成が9に比べやや不良であるが、これも湖西産と思われる。 11はかえり付杯蓋の須恵器で

乳頭状つまみを持つ。推定口径は11cm前後のものである。天井部は同心円状の回転へラ削り後、丸みをつ

けられている。自然軸がかかる。 12は銅地金張か塗金の耳環である。直径1.8cmを測る。 13は石製紡錘車で

ある。推定直径4.2cm、孔径0.6cmを測る。 14は鉄製万子である。刃部長さは 8cm、茎長さは 6cmである。

直径1.8cmを測る。
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18号住居跡(第69図、図版19、67)

北西壁5.6m(推定)、北東壁5.7m(推定)、南東壁5.6m、南西壁5.6mを測り、ほぽ正方形を呈する。

16号住居跡によって北東壁の一部を切られている。竃周辺の床面が特に硬化している。覆土は最上部に新

期テフラを含む自然堆積である。竃の遺存度は良好で、天井の一部も残存する。主軸はN-430-Wである。

1は口径21.4cmの聾で器壁の摩滅が著しい。 2-----5は内外面とも漆仕上げの杯である。 2は口径11.7cm、

器高2.9cm、3は口径11.0cm、最大径11.8cm、器高3.9cm、4は口径10.4cm、最大径11.3cm、器高3.7cm、5

は口径10.0cm、最大径11.0cm、器高3.6cmでいずれも外面は丁寧なへラ削り、内面はへラ磨きである。 6は

口径13.3cm、器高5.5cm、7は口径15.2cmを測る鉢であるが7は高杯かもしれない。外面はへラ削り、内面

はへラ磨きであろ a
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19号住居跡(第70図、図版19、67、68)

北西部一部の検出である。主軸はN-29'-Wである。主柱穴は 1基しか検出されていないが、状況から

見ると建て替え(拡張)を行った可能性が高い。住居断面からも、ロームブロックを敷き詰めた明確な張

り床が確認されている。竃の袖の遺存度は良好で、遺物も多く出土している。

lは口径19.1cm、器高27.8cmの聾で、竃内部を中心に出土したものである。本住居跡に確実に帰属する

土器である。 2は口径13.3cm、器高16.8cm、3は口径13.2cm、器高19.3cm、4は口径11.4cmのいずれも聾

形ではあるが、二次焼成痕は無く、煮沸用途であったかどうか不明である。 5は内外面とも漆仕上げの杯

で、口径12.8cm、最大径13.1cmを測る。口縁部はつまみ上げられ、外面はへラ削り、内面はへラ磨きであ

る。
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20号住居跡(第71、72図、図版20、68)

北西壁5.8m、北東壁5.8m、南東壁5.4m、南西壁5.7mを測り、ほぽ正方形を呈する。周溝は東南部で

一部欠知する。床面西側に間仕切り溝が1条検出されている。覆土は最上層に新期テフラを含む自然堆積

である。竃は袖の奥行きが比較的長く、火床部も大形である。主軸はN-31・-wである。
1は外面ヨコへラ削り、口径11.1側、器高10.2側、 2は外面タテへラ削り、口径13.0側、器高6.8仰の鉢

である。o 3は竃周辺に散在していたもので、口径33.4叩の甑である。胴部下部は丁寧なタテへラ削りが施

されている。 4は口径19.5側、器高30.7cmの聾で、二次焼成は特に受けていない。形状、法量的に3との

セットにはならない。 5は口径22.3仰の聾である。、 6は口径17.0畑、 7は口径17.6叩、器高9.4cmで、坪

部はタテへラ削り、脚部はヨコへラ削りである。内部はへラ磨きが施されている。 8は口径13.2畑、器高

4.4側、 9は口径12.3側、最大径12.5αn、器高3.9cmの杯で、共に外面は丁寧なへラ削りが施されている。

10は口径17.5側、器高25.5側、 11は底部径10.3仰を測る聾である。 11の胴部下部はヨコへラ削りが施され

ている。

。 10cm 

第72図 20号住居跡(2)

21号住居跡(第73図、図版20、68)

北西壁4.5m、北東壁4.7m、南東壁4.7m、南西壁4.8mを測り、ほぽ正方形を呈する。図示していない

が、ゴボウのトレンチャーによる擾乱が極めて著しい。伴出した土器も少ない。主軸はN-360-Wである。

1は口径14.7cmの聾である。 2は須恵器の台付椀であるが、 23号住居跡の覆土内の破片と接合する。口径

13.4側、器高7.9仰を測る。詳細は後述するが、胎土は粗く、焼成が不良で黒色度が高く、湖西産とは思わ

れず、産地推定が難しい。器形的には金属器の模倣である。
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51.0m ・-

23号住居と接合
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22号住居跡(第74図、図版21、68)
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第73図 21号住居跡

北西壁3.8m、北東壁3.8m、南東壁3.7m、南西壁3.8mの小形の住居跡である。ほぽ正方形を呈する。

主柱穴は検出されず、周溝もかなりの部分で欠損している。覆土はローム層を主体とした自然堆積である。

竃は、袖の形状や火床部の位置から判断すると、かなり奥行きがある。主軸はN-140-Wである。

1は口径20.8cm、器高29.3cm、2は口径20.2cm、3は底部径8.9cmのいずれも聾で、タテ、ヨコへラ削り

が施されているが、器壁は厚い。 4は口径14.0cm、5は口径12.5cm、器高9.5cmの鉢で、成形は聾と同一で

ある。 6は口径14.8cm、器高10.7cm、7は口径12.1cm、器高8.2cmの高杯であるが、装飾的成形が施されず、

へラ削りも雑である。 8は口径10.6cm、器高3.1cmの杯で粗雑な作で器壁も厚い。 9は半損品で口径9.9cm

(推定)、器高3.5cm(推定)を測る。胎土は含有粒子がほとんど見られないほど轍密で、焼成も良好な蓋

付無台杯身の須恵器である。半損品のため底部成形は明瞭で無いが、体部下部は回転へラ削りが施されて

いる。詳細は後述するが湖西産と思われる。
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23号住居跡(第75図、図版21、22、69)

北西壁7.0m、北東壁7.1m、南東壁6.9m、南西壁7.1mを測り、ほぽ正方形を呈する。東床面より間仕

切り溝が2条検出されている。床面北西角に深さ1.5m程の深い方形ピットが検出されているが、主柱穴を

切っており、本住居跡に伴う施設かどうか、疑問である。住居跡覆土は黒色土とローム層を主体とした褐

色土が、交互に見られる自然堆積である。竃は袖下よりピットが2個検出されたが、おそらく袖を支える

部材か、竃の煙道部を作る際の壁材等の痕跡と思われる。主軸はN-390-Wである。

1"'9は杯で、内2"'9はすべて内外面とも漆仕上げと思われる。 1は口径13.8cm、器高4.3cm、2は口

径11.9cm、器高3.4cm、3は口径11.5cm、器高3.5cm、4は口径11.9cm、器高3.8cm、1'"4はいずれも口縁

部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 5は口径11.7cm、器高3.4cm、器壁が固かった

ためであろう「へラ削りムラ」が残っている。底部に稜線を残し、最終調整をへラ磨きとする。器形は東

北系である。 6は口径11.7cm、器高3.9cm、7は口径10.5cm、最大径11.4cm、器高3.5cm、8は口径10.2cm、

最大径11.6cm、器高3.5cm、9は口径10.6cm、最大径11.9cm、器高3.5cmを測る。 6"'9はいずれも口縁部

ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 10は底部径4.5cmの増と思われ、底部が凹状にな

っている。 11は口径12.3cm、12は口径12.7cm、器高20.9cm、13は口径15.0cm、器高25.5αnの聾で、 13は二

次焼成痕、出土位置からすると竃で使用されたものと考えられるが、 11，12の用途は不明である。

⑨ 

5J.Om 

。 4m 。 10町n

第76図 24号住居跡

24号住居跡(第76図、図版21、22)

北東壁5.1m、南東壁3.4m、南西壁5.2m、北西壁3.7mを測り、長方形を呈する。後世の17号土坑に一

部切られている。周溝、主柱穴は検出されず、床面には焼土が堆積した浅いピットが1カ所存在する。炉

のような形状を示しているが性格は不明である。竃が偏った位置にあるが、壁外に煙道を作らず、壁から

離れた状態になっている。火床部から坪の完形品が出土した。 1は口径14.8cm、最大径15.4cm、器高4.9cm、

口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。
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25号住居跡(第77、78、79図、図版22、69、70)

北西壁8.4m、北東壁8.4m、南東壁8.2m、南西壁8.2mを測り、ほぽ正方形を呈する。 13号住居跡と並

ぶ大形住居跡である。しかし、主軸はN-820-Wと他住居跡に比べ偏っている。床面に炭化材が散在して

おり、焼失住居と考えられる。 4本の主柱穴の聞に補助的な柱穴がいくつか検出されているが、深さは10

佃程度と浅い。竃際には深さ約40cmの方形のピットが検出されている。入口側壁際は周溝は存在しない。

覆土は全体に炭化材を含む自然堆積である。

土師器、須恵器をはじめ、鉄製品、石製品、土製品が大量に出土している。 1----3は、形状、法量がほ

ぼ同一の小形の聾であり、 1は口径14.2cm、器高14.3側、 2は口径12.伽n、器高13.5cm、3は口径11.3cm、

器高16.3cmを計る。 1，2は外面へラ削りであるが、 3はへラ削り後に粗い櫛状工具による成形を施して

おり、この時期の土師器としては在地では希有な例と言え、栗囲式等で「ハケメ」と称される系統と考え

る。 4は口径24.4仰で甑であろう。 5は口径9.0cmで柑と思われる。 6----8は長胴聾で、外面にタテへラ削

りが丁寧に施されている。 6は口径17.2側、器高26.0cm、7は口径15.0倒、器高24.4側、 8は口径14.8仰

を測る。

9 ----22は坪である。内、明確に漆仕上げと判断できるものは11、12、19であるが、器壁が荒れているも

のも多く、定かでない。また、炭素吸着との差異を判断しかねるものもある。 11のみ平底で体部が直線的

に開く形状を呈しており、時期的な異質感が強い。他は口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削りを基本と

し、一部にへラ磨きが加わる。内面はへラ磨きである。特に12、19はタテへラ磨きが放射状に行われてい

る。 17は形状的には董とすべきかもしれない。 9は口径12.9cm、器高5.3cm、10は口径12.0cm、最大径13.5

倒、器高5.2側、 11は口径12.2cm、器高3.8cm、12は口径15.3側、最大径15.5側、器高3.8叩、 13は口径13.2

cm、器高3.8側、 14は口径12.4cm、器高3.6cm、15は口径14.5cm、器高4.3cm、16は口径12.9cm、器高4.0cm、

17は口径12.7側、最大径13.0cm、器高2.9佃、 18は口径l1.8cm、器高4.6cm、19は口径15.1畑、器高3.9側、

20は口径12.8cm、器高3.7cm、21は口径13.2cm、器高4.0cm、22は口径13.3側、器高3.7cmを測る。 23は口径

8.0cm、器高4.9αnの手づくね土器である。 24は口径9.0cm、器高8.8αnの鉢である。 25----30は高坪で、 27に

は脚内部以外に漆仕上げが認められる。 25は口径19.5側、器高17.6側、 26は口径14.2畑、器高9.9倒、 27は

口径15.5叩、器高l1.2cm、28は口径14.0cm、器高l1.0cm、29は口径17.0倒、器高12.1αn、30は口径15.6cm、

器高l1.0cmで、いずれも外面は磨きに近いへラ削りが施されている。 31は口径8.5cm、最大径10.7側、器高

3.2仰の合子状坪身の須恵器であるが、胎土、焼成とも不良で黒色度が強く、 21号住居跡の2の須恵器と同

一産地と思われる。体部下部から底部にかげで同心円状にへラ削りが施きれている。 32は車であり胎土も

密で焼成も良好であり、自然粕が見られる。胴下半部は丁寧なへラ削りが施され、カキメも残っている。

33----39、44----57はすべてガラス玉である。計測値は最小の57で直径0.4cm、高さ0.5側、最大で36の直径

1.0側、高さ0.7cmである。色調はいずれも青系であるが濃淡に個体差がある。 40は直径4.3cm、孔径0.8側、

41は直径4.2αn、孔径0.7αn、42は直径4.0αn、孔径0.8cmの石製紡錘車である。いずれも表面が指質光沢を

持ち、黒色から黒褐色の粘板岩と思われる。表面に削痕等が無数に残る。 43は土製の勾玉であり本遺跡で

は最大である。全長4.0cm、身幅1.2cmを測る。 58、61は砂岩製石皿片で、 58は40号住居跡の破片と接合す

る。 59、60は砂岩製敵石である。 62は鉄製万子、 63、64、65は鉄製鎌と思われる。

唱
』
ゐ

噌

E
A

唱

i



ぺ十
36 
• 
37 
39・i35 
38・
34 . . 
33 

-13 

。
63 

50.0m 

o 1m 

42 

-41 

-59 

23 

30 

。 4m 

第77図 25号住居跡(1)

ヮ“
唱

E
A

唱

E
A

。



電ij喝J 警12.

」ヰλ

ミヰJ ミ呈:7.6
、支鎧孟ぞ

WAo 

司 1可証JJ てゴ 二才 @ @ ⑥ 
31 

⑪ 33 ① 34 
回
35 

ミ呈J LJ E 〉こっ ⑨ @ @ @ 
22 3日

電J"
⑦ 36 

ao CD (]J) 

37 38 39 

。 lOcm 。 5cm 

第78図 25号住居跡(2)

qも
U

噌

E
A

唱
E
ム



。 5cm 。
娠ダけ)

ζ〉(i 58 

c=:_;::ρ o f 
~ーーーー

J_' 
o 5cm 

第79図 25号住居跡(3) 5=1/2と1/4

-114 -



26号住居跡(第80図、図版23、70)

北西壁6.0m、北東壁5.6m、南東壁5.8m、南西壁5.6mを測り、ほぽ正方形を呈する。覆土はローム層

を主体とする自然堆積である。竃は煙道部は壁外に僅かに張り出す程度であるが、火床部は大きくほりこ

まれている。主軸はN-420-Wである

1は口径13.1cm、最大径13.9cm、器高4.1cmの杯、 2も口径12.2cm、最大径13.3倒、器高4.2cmの坪で漆

仕上げである。いずれも口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 3は底部径8.5cm、

4は底部径7.8cmの聾底部で外面に丁寧なへラ削りが施されている。 5は鋳化が著しいが、断面がほぼ正方

形の鉄製和釘である。
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27号住居跡 (第81、82図、図版23、70、71)

北西壁6.3m、北東壁6.4m、南東壁6.4m、南西壁6.1mを測り、ほぽ正方形を呈する。入口付近に2号

掘立柱建物跡の一部が検出され、覆土の状況から判断すると、明らかに 2号掘立柱建物跡が後世の所産で

あることがわかる。床面に少量の炭化材が散在する。竃は当初、北壁中央部に存在していたと思われるが、

すぐ西側に作り替えが行われている。主軸はN-31'-Wである。

1は口径14.7cm、器高17.7cmの聾で、外面はタテへラ削りを主に頚部、底部付近にヨコへラ削りを施し

ている。 2は口径11.4cm、器高14.8cm、3は口径14.0cm、器高13.3cm、4は口径18.7cmの鉢で、いずれも

内面は組いへラナデが見られる。 5は口径28.4cm、器高25.2cm、8は口径20.9cm、器高16.9cm、15は口径

28.5cm、器高23.9cmのいず、れも甑である。 5は外面タテへラ削り後、簡単なへラナデが見られる。 8はタ

テへラ削りが規則的に丁寧に施されている。 11の内面には簡単なへラ磨きが見られる。 6は口径16.3cm、

器高26.4cm、7は口径14.3cmの警で内面に輪積痕が残る。 9，...._，.14、16，...._，.20は杯である。9は口径12.0cm、

器高3.5cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 10は口径14.1cm、最大径14.5

cm、器高3.6cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 11は口径14.2cm、器高3.4

cm、内外面とも漆仕上げ、最終調整をへラ磨きとし、平底丁底部をへラ削りによって作り出し、稜線を有

する。いわゆる東北系である。 12は口径12.3cm、最大径12.6cm、内外面とも漆仕上げ、口縁部ヨコナデ、

外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 13は口径12.4cm、器高4.2cm、口縁部ヨコナデ、外面

体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。内外面とも炭素吸着と思われる。 14は口径13.1cm、器高5.3cm、

口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 16は口径17.1cmで高杯の可能性もある。

17は口径9.4cm、器高3.4cmでへラ削りが施されているが、雑で手づくね風である。 18は最大径12.1cm、内

外面ともへラ磨き後、漆仕上げ、 19も内外面とも漆仕上げで口径13.3cm、器高3.9cm、11と同様の東北系で

¥えよ司 J ぞ : 
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ある。 20はロクロ成形、回転糸切り底部であり、後世の混入品と考えたい。出土位置からすると 2号掘立

柱建物跡の所産である可能性が高い。口径13.2cm、器高3.8cmを測る。 21は口径10.8側、最大径12.9倒、器

高4.0cmの須恵器である。粗いロクロ成形である。胎土に 5mm程の小石を多く含む。明灰色で焼成は良好で

ある。 22----24は高坪脚部で、内面に輪積痕を明瞭に残す。 25は全長2.8側、身幅0.8cm、26は全長2.6cm、身

幅0.6cmの土製勾玉である。 27は直径0.9cm、高さ1.5cm、28は直径0.7側、高さ1.3αnのいずれも形態上は管

状土錘であるが、土玉もしくは管玉としての用途があったかもしれない。 29、30は土玉であり、共に直径

0.8cm、高さ0.6cmを測る。

28号住居跡(第83図、図版24、71)

北西壁4.9m、北東壁5.2m、南東壁4.8m、南西壁4.8mを測り、ほぽ正方形を呈する。主柱穴は4本検

出されているが、入口施設は確認されていない。図示していないが本住居跡も27号同様、 2号掘立柱建物

跡に切られている。覆土はローム粒が混じった褐色土単一層で、短時間に埋め戻された可能性がある。竃

は遺存度が良好で、天井も一部残存する。袖が火床部から浮いた形で検出されており、内部構造は不明な

点が多い。主軸はNー540-Wである。

1は口径10.4側、最大径11.4側、器高3.4側、 2は口径12.7叩、器高5.0cm、3は口径10.6側、最大径11.5

cm、器高3.5仰のいずれも坪で、 1，2は内外面とも漆仕上げと思われる。口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコ

へラ削り、内面へラ磨きである。 4は土玉である。直径0.7側、高さ0.6仰を測る。
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29号住居跡(第84図、図版24、25、72)

北西壁4.8m、北東壁4.9m、南東壁4.7m、南西壁4.8mを測り、ほぽ正方形を呈する。主柱穴は4本検

出され、北西角には貯蔵穴と思われるピットが確認されている。深さは約40仰である。住居跡覆土はロー

ム層主体の自然堆積である。竃は袖の遺存度は良好であるが、火床部は明確で無い。主軸はN-42・-wで
ある。

1は口径17.0側、器高13.2αn、2は口径12.3畑、器高14.3畑、 3は口径13.8倒、器高13.3倒、 4は口径

11. 7側、器高11.1anのいずれも小形の聾、もしくは鉢であるが、二次焼成や炭化物付着、器壁摩滅が著し

く、それが煮沸用途によるものか、廃棄後のものかは不明である。 5は口径25.6an、器高27.1αnの甑であ

る。外面は丁寧なタテへラ削りが施されている。 6は口径18.0側、最大径19.5倒、器高8.2仰の鉢で、内面

のへラ磨きが特に丁寧である。 7は口径13.2倒、器高5.5an、8は口径12.2倒、最大径13.4側、器高3.2an

で共に内面炭素吸着である。口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 9は口径14.0

畑、 10は底部径13.0仰の高坪で内面には輪積痕が明瞭に残る。 11は直径1.0倒、高き0.9仰の土玉である。

30号住居跡(第85図、図版25、26、71、72)

北西壁6.2m、北東壁6.0m、南東壁6.2m、南西壁6.4mを測り、ほぽ正方形を呈する。入口施設及び主

柱穴の一部が複数検出されたため床面をはがしたが、建て替え等の痕跡は無かった。覆土上部層に炭化物、

焼土が多く含まれるが、床面は焼成を受げていない。おそらく覆土がある程度堆積した、すり鉢状の段階

で火がおこされたと考えたい。竃火床部には土製支脚が残存していた。主軸はN-39・-wである。
1は口径12.0倒、最大径13.5an、器高4.4叩で漆仕上げ、 2は口径12.7an、器高4.0畑、 3は口径11.9倒、

最大径13.0畑、器高3.7仰で漆仕上げ、 4は口径15.5an、器高4.5佃で漆仕上げ、 5は口径11.3畑、最大径

13.0叩、器高4.8佃で漆仕上げ、 6は口径10.0側、最大径11.9畑、器高3.1仰で漆仕上げ、 7は坪の破片と

思われる。 1"'7はいずれも口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 4について

はへラ削りにより平底風底部を作り出しているが、東北系と断定できない。 8は口径17.8anで器壁が厚く、

貯蔵用の鉢と言えよう。 9は底部径8.0anの聾で器壁が薄く、二次焼成もある。 10は直径3.伽n、孔径0.7仰

の黒色粘板岩製と思われる紡錘車で、炭化した木製軸一部残存していた。 11は鉄鉱である。刃部最大長2.9

側、最大幅1.7仰である。 12は11の茎部片とも思われるが、厚みがありすぎ、別製品の可能性が強い。 13は

縦に半損した羽口である。先端部の口径が直径約lanにすぽまっており、その周囲は還元されて濃い灰褐

色を呈している。

31号住居跡(第86図、図版26、72)

北西壁5.8m(推定)、北東壁5.0m、南東壁5.2m、南西壁5.2m(推定)を測り、ほぽ正方形を呈する。

主柱穴以外に深さ約10anの小ピットが床面中央部に検出されている。 55号住居跡に一部切られている。覆

土はローム層を主体とする自然堆積である。竃は煙道部が壁外に大きく張り出し、被熱が袖下の床面下層

に及んでいる。主軸はN-56・-wである。
1は口径17.5仰の聾で胴下半部は摩滅し、二次焼成痕が著しい。 2は口径15.2側、器高10.5an、3は口

径12.9an、4は底部径7.7仰のいずれも鉢であり、外面は丁寧なへラ削りが施されている。 5は口径12.7倒、

器高6.8仰の椀であるが、内面のみ漆仕上げが確認できる。 6は口径17.3倒、器高5.9畑、 7は口径13.0倒、

最大径14.1側、器高4.4an、8は口径12.3an、器高3.8an、9は口径12.7an、最大径13.4側、器高4.5倒、 10

は口径12.5畑、器高4.2an、11は口径12.5側、器高3.9anを測るいずれも杯である。口縁部ヨコナデ、外面
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体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 7，8，10は内外面とも漆仕上げである。

32号住居跡(第87図、図版27、72)

北西壁5.8m、北東壁6.2m、南東壁6.3m、南西壁6.4mを測り、ほぽ正方形を呈する。主柱穴以外のピ

ットが2カ所検出されたが、いずれも深さ10cm程度と浅い。覆土最上層は黒色腐食土が堆積している。竃

火床部は深い。袖の遺存度は良く、天井の一部も残存していた。主軸はN-320-Wである。

1は底部径7.2cmの長胴聾で丁寧なへラ削りにより器壁は薄い。 2は口径14.6cmの聾で、二次焼成痕焼成

がある。 3は口径16.6cm、器高12.0cm、4は底部径12.4cmの高坪である。 5は口径11.8cm、器高3.2cm、成

形は明瞭で無いがへラ磨きを基調としている。 6は口径11.8cm、最大径12.7cm、器高3.4仰の漆仕上げの杯

で、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。

33号住居跡(第88図、図版27)

北西壁4.3m、北東壁3.9m、南東壁3.5m、南西壁4.0mを測り、ほぽ正方形を呈する。 1号掘立柱建物

跡と 7号溝に切られている。 7号溝は33号住居跡の床面まで堀り込みが及んでいない。竃は袖下部まで被

熱が及び、袖の遺存度も良くない。主軸はN-490-Wである。 1は底部径7.2cmを測る甑である。外面は丁

寧なへラ削りが施されている。

34号住居跡(第89図、図版28、72)

北西壁4.0m、北東壁4.0m、南東壁4.0m、南西壁3.8mを測り、ほぽ正方形を呈する。図示していない

が16号土坑を切っている。主柱穴は4カ所検出されているが、東側2本は深さ20cm程度と浅い。入口ピッ

トも確認されていない。覆土はローム層が多量に含まれる自然堆積である。竃は火床部が大きく、被熱は

袖下部に及んでいる。主軸はN-240-Wである。 1は口径12.7cm、最大径13.0cm、器高5.0cmで口縁部ヨコ

ナデ、底部はへラ削りで平底を呈し、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。

35号住居跡(第90図、図版28、73)

北西壁6.3m、北東壁6.2m、南東壁6.2m、南西壁6.4mを測り、ほぽ正方形を呈する。北壁一部は周溝

が欠損する。入口付近に小ピット 3カ所及び、曲線の溝が1カ所検出された。いずれも深さ約3'"'-'5cmと

浅い。竃横の貯蔵穴は深さ30cm程である。覆土は黒色土を主体とした自然堆積である。竃の煙道部は壁外

に大きく張り出すが、火床部は浅く、床面をほとんど堀り込んでいなし3。主軸はN-190-Wである。

1は口径8.4cm、器高4.2cm、2は口径9.4cm、器高4.3cmの手づくね土器である。底部はいずれも木葉痕

である。 3は口径13.1cm、器高3.8cm、4は口径13.0cm、最大径14.4cm、器高4.0cm、5は口径13.7cm、器

高4.7cmのいずれも杯で、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 5の内面には線

刻が残る。 6は口径14.5cmの高坪で表面の摩滅が著しい。 7は口径20.8cm、器高17.4cmで、外面は丁寧な

タテへラ削りで赤彩が施されている高坪であるが、やはり表面の摩滅が著しい。 8は砥石片で4面とも使

用されている。

36号住居跡(第91図、図版28、73)

北西壁4.4m、北東壁4.2m、南東壁4.3m、南西壁4.7mを測り、ほぽ正方形を呈する。主軸はN-230-

Wである。入口ピットの深さは10cm程である。覆土は黒色土を主体とした自然堆積である。竃は煙道部が

壁外に大きく張り出しており、火床部も明瞭に残る。

1は口径11.6cm、器高5.2cm、2は口径10.lcm、最大径 11.2cm、器高5.5cmでいずれも小形の鉢である。

口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラナデである。 3は全長3.5cm、身幅1.0cm、4は全長2.3
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第91図 36号住居跡、

cm、身幅0.6cmの土製の勾玉である。

37号住居跡(第92図、図版29、73)

北西壁4.0m、北東壁4.2m、南東壁4.2m、南西壁4.4mを測り、ほぽ正方形を呈する。主柱穴の一部に

2本の柱痕跡があるが、特に建て替えの痕跡はない。入口施設は深さ20cm程である。竃は袖の幅が広く火

床部がかなり狭い。主軸はN-30o-Wである。

1は口径14.1cm、器高4.3cm、2は口径10.0cm、最大径11.0cm、器高3.3cm、3は口径11.8cm、最大径13.5

cm、器高3.3cm、4は口径10.8cm、最大径12.0cm、器高3.4cm、5は口径10.7cm、最大径11.5cm、器高3.0cm、

6は口径10.5cm、最大径10.8cm、器高3.2cm、7は口径12.5cm、最大径12.8cm、器高4.1cm、8は口径10.3

cm、器高3.8cmでいず、れも口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 3'"'"'6は内外面

とも漆仕上げである。 9は口径7.9cm、最大径9.0cm、器高6.1cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、

内面へラナデである。 10は口径13.0cm、11は口径14.3cmの高杯で外面体部ヨコへラ削り、脚部はタテへラ

削りである。 12は口径9.8cm、器高6.4cm、13は口径15.3cm、器高9.4cmの鉢で、外面体部ヨコへラ削り、内

面へラナデである。 14は砥石で4面とも使用されている。 15は鉄鯨で、鋳化が著しい。刃部最大長2.9cm、

幅1.5cmを測る。
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38号住居跡(第93、94、95図、図版29、74)

北東壁8.0m、南東壁7.6m、南西壁8.0m、北西壁7.8mを測り、ほぽ正方形を呈する。古い住居跡が床

面下より検出されている。壁がほとんど残存していないが、床面の遺存度は良く、主柱穴、入口ピット共

37号住居跡

に明確に検出された。入口施設は深さ約20cm程である。周溝は北西壁下は存在していない。竃際には深さ

約50cmの方形の貯蔵穴が検出されている。古い住居跡は約5.8m四方の正方形を呈し、竃、主柱穴、入口ピ

ット、溝等検出されている。一部撹乱があるものの、床面も硬化面が明瞭に残っていた。主軸も同一でN-

430- Eである。
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1は口径4.9cm、器高5.4cm、2は口径11.6側、器高3.4仰の染め付け陶磁器で混入品である。 3は口径13.0

cm、最大径14.0cm、器高4.6cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。明

瞭でないが内面は赤彩されている。 4は内外面とも漆仕上げ、口径12.6側、最大径13.8側、器高4.4αn、口

縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 5は口径12.4cm、器高4.0cm、口縁部

ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラナデである。 6は口径13.7cm、最大径15.2cm、器高3.9cm、口

縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面赤彩、へラ磨きである。 7は底部径8.8cmの須恵器で自

然粕がかかる長頚瓶でる。 8は口径14.4cm、最大径15.6cm、9は口径15.5cm、器高5.5cmで共に口縁部ヨコ

ナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 10は口径16.6cm、内面は炭素吸着と思われる。

内外面ともへラ磨きが見られる。 11は口径19.6cm、器高21.1佃、 12は底部径7.2cm、13は口径15.0cm、器高

24.7cmの聾で外面へラ削り、内面もへラ削り後ナデを加えている。 14は口径25.6cm、器高20.6cmの甑で、

内外面ともタテへラ削りが丁寧に施されている。 15は口径15.3畑、器高4.6cm、16は口径14.1cm、器高5.4

cm、17は口径14.8cm、器高3.5cmの坪でいずれも口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ

磨きである。なお、 15、17を炭素吸着としたが、漆仕上げとの区別が難しい。 17は実測図では図示してい

ないがへラ磨きが特に丁寧であり、内外面とも底部から口唇部に至るまで、縦横斜め交互に磨かれている。

18""'21はいずれも石製品で、 18は滑石製砥石で4面使用、 19も砂岩製砥石で1面使用、 20は砂岩製敵石、

21、22は砂岩製砥石で2面使用である。 23は直径3.9cmの鉄製品であるが用途は不明である。
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第95図 38号住居跡(古)

39号住居跡(第96図、図版30、74、75)

北西壁308m、北東壁307m、南東壁306m、南西壁3.8mを測り、ほぽ正方形を呈する。入口ピットの深

さは約15倒。覆土は黒色土を基調とした自然堆積である。主軸はN-32'-Wである。

1は口径6.4cm、最大径8.0cm、器高5.7仰の小形の鉢で、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面

へラナデであるが一部に輪積痕が残る。 2は高坪の脚部片で内面黒色処理である。 3は口径14.0cm、器高

3.8cmの東北系とされる坪である。体部に稜線を有し、最終調整をへラ磨きとしているが、一部に輪積痕を

残す。 4は口径13.8cm、最大径14.6cm、器高5.0cmの坪で口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコヘラ削り、内面へ

ラ磨きである。 5は口径16.6cm、器高25.2cm、外面に黒色付着物多く、内面の器面剥離が著しい。 6は口

径13.5cm、器高18.0側、 7は口径15.4cm、器高13.9cm、8は口径17.0cm、器高19.1cmのいずれも聾である。

口縁部ヨコナデ、外面へラ削り、内面へラナデである。 9は口径21.4cmの甑である。口縁部ヨコナデ、外

面へラ削り、内面へラナデ後簡単なタテへラ磨きが加えられている。 10は口径12.5倒、器高14.2cm、11は

口径14.8cm、器高16.3cm、12は口径15.5cm、器高17.0cm、13は口径16.7cm、器高16.5cmのいず、れも薯であ

る。 11の口縁部には黒色付着物が多く残る。 12はノ、ヶ状工具痕が一部に残る。口縁部ヨコナデ、外面へラ

削り、内面へラ削り後ナデである。
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40号住居跡(第97図、図版31)

北西壁3.2m、北東壁3.4m、南東壁3.3m、南西壁3.1mを測り、ほぽ正方形を呈する。床面は軟弱で柱

穴及び竃は検出されていない。覆土はローム層を基調とした自然堆積である。主軸はN-180-Wである。

1、2は長胴の聾で口径18.6cmを計る。口縁部ヨコナデ、外面へラ削り、内面へラナデである。

④ 
/ 

50.2m 

。 4m 

。 lOcm 

第971'2<1 40号住居跡

41号住居跡(第98、99図、図版31、32、75、76、77)

北西壁5.9m、北東壁6.0m、南東壁5.5m、南西壁5.9mを測り、ほぽ正方形を呈する。床面に炭化物が

多く検出された焼失住居跡である。覆土にも全体的に炭化物が多く混じり、遺物も多いことから廃棄場的

な性格が認められる。竃際に貯蔵穴が検出され、深さ約40cmを測る。竃は揖乱が多く、袖の原位置は定か

でない。主軸はN-420-Wである。

1は口径12.0cm、器高7.9cmの小形鉢で口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコヘラ削り、内面へラ削り後ナデで

ある。 2'""'-'18は杯であるが、漆仕上げが明確に認められるのは 2だけで、また外面体部にへラ削り後のへ

ラ磨きを認めるものは 3，4， 7， 8である。いずれも口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削りが明瞭で、

内面へラ磨きである。計測値は 2は口径11.6cm、最大径12.7cm、器高4.0cm、3は口径14.0cm、最大径17.0

cm、器高6.5cm、4は口径13.0cm、最大径16.1cm、器高5.0cm、5は口径13.0cm、器高3.9cm、6は口径12.0

cm、最大径12.4cm、器高3.8cm、7は口径14.0cm、最大径16.1cm、器高4.0cm、8は口径13.2cm、最大径15.3
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cm、器高4.6cm、9は口径12:8cm、最大径13.1cm、器高4.7cm、10は口径13.6cm、最大径14.1cm、器高4.5cm、

11は口径12.4cm、最大径14.3cm、器高4.2cm、12は口径12.8cm、最大径'J.4.0cm、器高5.1cm、13は口径14.2

cm、器高4.9cm、14は口径12.8cm、器高4.5cm、15は口径13.7cm、器高4.3cm、16は口径11.8cm、最大径13.1

cm、器高5.9cm、17は口径13.6cm、最大径14.4cm、器高5.0cm、18は口径14.8cm、器高4.6cmである。

19は口径15.3cm、器高11.7cm、20は口径14.7cm、器高9.7cm、21は口径14.1cm、器高9.9cm、22は底部径

12.8cmのいず、れも高杯である。口縁部ヨコナデ、坪外面体部ヨコヘラ削り、脚部はタテへラ削りである。

23は口径16.2cm、器高30.3cm、24は口径15.8cm、器高26.9cm、25は口径15.0cm、器高25.2cm、26は口径16.0

cm、器高24.3cm、27は口径18.0cm、器高27.0cm、28は口径14.4cm、29は口径15.8cmのいず、れも聾である。

本住居跡に確実に伴うものは25で、竃内より出土した。 23や27は出土状態からすると本住居跡に投げ込ま

れたものかもしれない。いずれも口縁部ヨコナデ、外面へラ削りが丁寧に施されており、器壁はかなり薄

く仕上げられている。内面はへラ削り後のへラナデやヨコナデが見られる。 30は口径26.5cm、器高23.0cm

の甑である。口縁部ヨコナデ、外面タテへラ削り、内面へラ削り後ナデである。左右の耳の高きがずれて

いる。 31は軽石で一部に磨り減った部分が認められる。
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42号住居跡(第100図、図版32、33、76、77)

北西壁6.6m、北東壁6.3m、南東壁6.3m、南西壁6.4mを測り、ほぽ正方形を呈する。入口ピットの周

囲に溝が検出されているが深さ 3"-'5仰と浅い。入口ピットも深さ 7cm程度である。覆土はローム層を基

調とした自然堆積である。竃は遺存度が良好で天井の一部も残存していた。主軸はN-280-Wである。

1は口径14.8叩、外面体部ヨコへラ削り後磨きで赤彩が施されている。内面へラナデで炭素吸着、東北

系と言われるものである。 2は口径14.7cm、器高4.3αn、内外面とも漆仕上げで口縁部ヨコナデ、外面体部

ヨコへラ削り後磨き、内面へラナデである。 3は口径20.8cmの高杯で口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ

削り、内面へラナデである。 4は口径12.4cm、器高3.7cmで口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き

内面へラ磨きである。内外面とも漆仕上げである。 5は口径13.1cmで成形は4と同じである。 6は口径12.9

cm、最大径14.6cm、器高4.0cm、7は口径12.4cm、最大径14.5cmの杯で内外面とも炭素吸着と思われる。口

縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 8は直径2.0cm、孔径0.2cmの土玉で

ある。
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43号住居跡(第101図、図版33、77)

北西壁3.3m、北東壁3.5m、南東壁3.4m、南西壁3.2mの小形住居跡である。ほぽ正方形を呈する。地

山が東の谷に向かつて下がっており、床面も東半分が軟弱である。主柱穴も検出されていない。覆土は黒

色度を基調にした水平堆積である。主軸はN-350-Wである。

1は後世の混入品であるが墨書土器片である。 2は口径10.9cm、最大径1l.1cm、器高4.1仰の坪で、口縁

部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 3は口径21.6cmの聾もしくは甑で、口縁部ヨ

コナデ、外面タテへラ削り、内面へラナデである。 4は口径13.1畑、口縁部ヨコナデ、外面タテへラ削り、

内面へラナデである。 5は口径15.1cmの鉢で口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラナデであ

る。
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44号住居跡(第102図、図版33、77)
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。 1mー鉱区圏一

4m 

。 lDcm 

第102図 44号住居跡

北西壁4.8m、北東壁4.4m、南東壁4.4m、南西壁4.5mを測り、ほぽ正方形を呈する。入口ピットは2

カ所検出され、共に深さ40仰とかなり深い穴である。周溝は竃付近で終結している。竃火床部は浅く、床

面と同レベルである。主軸はN-120-Wである。

1は口径17.2αnの聾で口縁部ヨコナデ、外面タテへラ削り、内面へラナデである。 2は口径8.4cm、器高

3.5仰の合子状杯身の須恵器で体部下部回転へラ削り、底部は同心円状の回転へラ削りが施されている。胎

土に混入物は少なく、焼成も良好で湖西産と思われる。 3は口径9.7cm、最大径10.0αn、器高4.2cmの小形

鉢で口縁部ヨコナデ、外面体部へラ削り、内面へラナデである。
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45号住居跡(第103図、図版34、77)

北西壁4.0m、北東壁5.4m、南東壁4.2m、南西壁5.4mを測り、長方形を呈する。浅い住居跡で、覆土

はほとんど黒色土単一層である。竃は堀り方は検出されたが、袖等は残存していない。一方で炉としか考

えられない焼土の堆積が床面より検出されている。主柱穴、入口ピット等は無い。主軸はNー2T-Wであ

る。

1は口径27.0cm、器高27.3cmの甑である。竃から離れ、炉の周囲から出土している。口縁部ヨコナデ、

外面タテへラ削り、内面へラナデである。 2は口径18.4cmの聾で口縁部ヨコナデ、外面タテへラ削り、内

面へラナデである。 3は口径12.8cm、最大径13.3側、器高3.7側、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、

内面へラ磨きである。 4は管状土錘である。直径0.8cm、高さ2.8cmを測る。
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46号住居跡(第104図、図版34、77)

北西壁4.7m、北東壁4.8m、南東壁4.7m、南西壁4.5mを測り、ほぽ正方形を呈する。覆土はローム層

を基調にした自然堆積である。竃際に深さ10cm程度の貯蔵穴が検出された。主軸はN-340-Wである。

1は口径17.2cm、2は口径2.6側、 3は口径12.6cm、4は口径12.0cmのいずれも聾である。口縁部ヨコナ

デ、外面タテへラ削り、内面へラナデである。 5は口径16.1cm、器高4.9cm、6は口径11.7cm、器高7.4cm

のいずれも鉢である。口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 7は口径11.7cm、

最大径12.3cm、器高4.3cm、8は口径10.6畑、最大径11.6倒、器高3.6cmの杯でいずれも内外面とも漆仕上

げ、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。
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47号住居跡(第105図、図版34、77)

北西壁3.7m、北東壁3.6m、南東壁3.7m、南西壁3.4mを測り、ほぽ正方形を呈する。覆土上層には新

期テフラを含む。主柱穴等ピットは全く検出されていない。床面も全体的に軟弱である。竃の火床部は大

形である。主軸はN-31"-Wである。

1は口径12.4cm、最大径14.4cm、器高3.9cm、2は口径12.3αn、最大径13.8cm、器高3.8cm、3は口径13.1

cm、最大径15.1cm、器高3.8側、 4は口径11.3cm、最大径13.0cm、器高3.5側、 5は口径14.5cm、器高4.0cm、

6は口径13.9cm、器高3.4cm、7は口径13.9cm、最大径14.4cm、器高3.9cm、のいずれも坪であり、口縁部

ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。外面にへラ磨きを施しているものはない。 4を

除き内外面とも漆仕上げである。 8は口径13.7cm、9は底部径7.0cmの聾で口縁部ヨコナデ、外面タテへラ

削り、内面へラナデである。 10は直径4.4側、孔径0.8αnの土製紡錘車である。
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48号住居跡(第106図、図版35)

北東壁5.1m(推定)、南東壁4.0m(推定)、南西壁5.2m(推定)、北東壁4.0mを測り、長方形を呈する。

非常に浅く、床面も軟弱で主柱穴等ピットは検出されていない。竃も遺存度が不良である。火床部部が壁

外に大きく張り出している。主軸はN-590-Eである。

1は口径23.0cmの竃で口縁部ヨコナデされているが輪積痕が残る。外面タテへラ削り、内面へラナデで

ある。 2は口径9.2側、器高2.1cmのかわらけで後世の混入品である。底部は回転糸切りである。
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第106図 48号住居跡

49号住居跡(第107図、図版35、77、78)

北西壁3.2m、北東壁2.8m、南東壁3.3m、南西壁3.1mを測り、ほぽ正方形を呈する。幅広い周溝が西

壁際に検出されたものの、他には存在しない。主柱穴等も検出されていない。床面は全体的に軟弱である。

覆土は黒色土とローム層が交互に堆積する。竃の遺存度は良く、完形品の聾がいくつも周囲から出土して

いる。主軸はN-320-Wである。

1は口径11.9側、器高10.5側、 2は口径12.8cm、器高12.5倒、 3は口径l1.6cm、器高13.3cm、4は口径
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10.1明、器高11.0cm、5は口径9.8cm、器高8.5cmの鉢である。口縁部ヨコナデ、外面上部タテへラ削り、

下部ヨコへラ削り、内面へラナデである。 6は口径19.0cm、器高23.5cmの聾で、外面上部タテへラ削り、

下部ヨコへラ削り、内面へラナデである。 7は底部径12.1cmの高部脚部で外面タテへラ削りである。
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第107図 49号住居跡
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50号住居跡(第108図、図版35、79)

北東壁4.9m、南東壁3.5m、北西壁3.7mを測り、ほぽ正方形を呈する。南壁は削平されている。細い主

柱穴及び、深さ約12cmの入口ピットが検出されている。周溝は検出されず、床面はほぽ全域が硬化面であ

る。覆土はローム層を基調とした単一層である。主軸はN_ 6 '_ Eである。

lは口径12.0cm、器高3.9cmを測る。口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り後一部磨き、内面へラ磨き

である。底部もへラ削り後、やや丸みのある平底を丁寧にナデて作り上げている。内外面とも漆仕上げで

あるが、摩滅が著しい。
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第108図 50号住居跡

15号土坑(第109図、図版36)

長軸3.1X短軸2.2m、深さ0.3m、覆土上層には新期テフラを含む。古墳時代後期土器片を含む。

16号土坑(第109図、図版36)

長軸1.6X短軸1.0m、深さ0.4m、034号住居跡に切られている。覆土には山砂を含む。遺物は出土して

いない。
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17号土坑(第109図)

長軸2.4X短軸2.3m、深さ0，4c畑、ほぽ円形を呈する。覆土はハードローム層主体である。 024号住居跡

を切っている。

18号土坑(第109図、図版36)

長軸4:3X短軸1.7m、深さ0.9m、不定形を呈し元大地北側緩斜面に位置する。近接して焼土の堆積があ

る。覆土上層は黒色土包含層で、下層部はローム層主体の自然堆積である。上層より古墳時代後期土器片

が出土する。

1は口径10.0cm、最大径10.5cm、器高3.7cmの杯で口縁部ヨコナデ、外面タテヘラ削り、内面へラ磨きで

ある。 2は鉄斧片で木質柄部が残存する。共に(2 )層から出土した。

A 

C 
034号住居跡

、、. 

。)A
大_F16号 、注二~時

一壬三三三三ヶー 15号

~::::~ … … … 
1:¥¥1焼土… .… ~… … l'::~ -. … 
- 45.8m 
.一 一・-d7'"戸

A 

-

-

gい
目
的
.
申
噌

18号

46.7m 

。 4m 

(1)黒色包含層 土器が点在する。
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第109図 15号-18号土坑
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19号土坑(土器溜まり)(第110、111図、図版37、78、79)

長軸約2.3x短軸約0.7m、厚さ10佃程の範囲で、 1号溝覆土上層部より一括して土器片等が出土したも

ので、土器溜まりである。便宜上土坑としたが堀り方はない。土器片が出土した直下層には焼土が僅かに

混じっているが、その下層は細かなローム粒が混じる自然堆積土である。調査時は須恵器の多量の伴出か

ら、墓坑、主体部等の可能性に留意したが、堀り方や周囲に周溝は検出されず、土器下の土も 1号溝の覆

土であり、硬化面、平坦面等の人為的痕跡は特に検出きれなかった。したがって、状況から判断すると、

これらの一括土器は、 1号溝が自然の状態でかなり埋没した段階で、一時期に「同時廃棄」された可能性

が高1t)。

1'"'"'7は須恵器である。 1は口径8.9cmの短頚査で体部下半部にへラ削りが施されて、その後カキ目調整

が行われている。 2は長頚壷でフラスコ状を呈する。口頚部は平行タタキ後、沈線が巡る。体部も平行タ

タキ後、カキ目調整が施されている。内面にはあて具痕が残る。 3は長頚瓶で体部は回転へラ削りで自然

柚が残る。 4は堤瓶で自然粕が残る。把手は輪状と思われるが、基部の遺存度が不良で断定できない。ボ

タン状か鍵状の可能性もある。体部は回転へラ削り後カキ目調整で、中央部には指頭圧痕が残る。 5は口

径16.0cmの聾である。 6は口径25.0cmの大饗で口頚部には明瞭なロクロ痕が残り、浅い沈線状になってい

るが列点文を区画していない。外面にタタキ目が見れ、内面にはあて具痕が残る。口縁端部は四角形に近

い。自然粕が残る。 7は大事の胴下半部で外面にタタキ目、自然柚が残る。 8は口径8.5cm、最大径10.5

cm、器高2.7cm(推定)の合子状坪身で、胎土に小石を多く含み、体部下部は回転へラ削りが施されている。

焼成が不良で黒色度が強いもので、 1'"'"'7とは異質である。 21号住居跡の2、の須恵器鉢と胎土、焼成が

類似しており、同一産地である可能性が高い。 9は大事の口縁部片で波状文を沈線が区画している。

以上の須恵器については廃棄の同時性を認めるものの、 8の須恵器は他と胎土、焼成を全く異にしてお

り産地、流通等の違いを感じさせる。しかし、このほかについては他の住居跡出土須恵器同様、概ね湖西

11期第5小期'"'"'III期第1小期(7世紀前半)の中に類例を求めることができるが、詳細は後述する。

10は口径17.4cm、器高29.5αn、11は口径24.6cm、12は口径16.0cm、13は口径10.0cm、器高8.8cm、14は口

径13.8cm、器高19.2cm、15は口径13.0側、 16は口径13.0cm、17は口径15.6仰の聾及び鉢である。聾はいず

れも口縁部ヨコナデ、外面タテへラ削り、内面ヨコへラ削りであるが13は内外面ともタテへラ磨きを一部

に施している。o18は口径18.9cm、器高l1.5cm、19は口径18.6cm、器高10.6cmの高坪でいずれも脚内部以外

漆仕上げである。口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、脚部外面磨きに近いタテへラ削り、内面へラ

磨きである。 20は口径l1.8cm、器高5，0仰の小鉢で口縁部ヨコナデ、外面退部~底部へラ削り、内面へラナ

デである。 21は口径19.0cm、器高3.4側、 22は口径l1.8cm、器高4.1cm、23は口径12.0cm、最大径12.5cm、

24は口径l1.3cm、器高3.6cmで、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 25は口径

l1.4cm、器高3.2cmの内外面とも漆仕上げで、外面体部ヨコへラ削り後口縁部まで磨き、内面もへラ磨きで

ある。東北系とされるものである。 26は口径l1.8cm、器高4.1cm、口縁部は僅かに内わんする。外面体部ヨ

コへラ削り後磨き、内面へラ磨きである。 27は口径11.7cm、器高3.5cm、内外面とも漆仕上げで24同様の成

形で東北系とされる。 28は口径l1.3cm、器高4.1cm、25と同様の成形で、内外面とも漆仕上げである。 29は

口径10.5cm、最大径l1.5cm、器高3.1側、内外面とも漆仕上げで口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、

内面へラ磨きである。 30は口径l1.3cm、最大径12.1cm、口縁部ヨコナデ、外面体部丁寧なヨコへラ削り、

内面へラ磨きである。 31は土製の紡錘車で漆仕上げである。直径4.5側、孔径0.7cmを測る。
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20号土坑(第112図、図版37)

遺跡内の痩せ尾根北端部の緩斜面に位置するもので、長軸1.8X短軸1.7mのほぼ円形を呈し、深さ0.25

mを測る。覆土は黒色土を主体とする自然堆積である。

1は口径16.3cmの薯で、口縁部ヨコナデ、外面タテへラ削り、内面へラナデである。 2は鉄鉱である。

刃部最大長3.7cm最大幅2.6cmとやや大形である。

E 、ミミト-・
20号

。
4m 。 lOcm 

。 5cm 

第112図 20号土坑

l号溝(第113図、図版79)

遺跡南側からやや北上し、東方面に右折する溝で、深さは10cm"-'50cmと差がある。 19号土坑が検出され

た地区は深く、東に向かつて浅くなる。床面水準も約20cm程東側が高く、 38号住居跡入口南の地点で溝は

終結する。溝の性格は不明であるが、水路であるとすれば38号住居跡南から19号土坑に向かつて流れる。

溝の軸が、 38号住居跡他、古墳時代後期住居跡の多数の主軸に沿っていることにも注目したい。

前述したように、 7世紀前半に流通した須恵器が、 1号溝覆土上部に一括して出土している (19号土坑)。

この事実は、溝がその機能を果たしていた期間はその時期に近いことを想定できるものの、溝の覆土の堆

積時間によって、かなり時期がずれてこよう。しかし、溝の土層断面の観察では、きめ細かいすり鉢状の

堆積土が2枚であり、長年かかって堆積したり削平されたりした累積痕もない。したがって、溝の営まれ

ていた時期もまた、土器が廃棄された時期とほぼ同様であると考えておきたい。

lは口径10.2cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きである。 2は直径5.8cm、孔径

1.2cmの土製紡錘車である。
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表採遺物(第114図、図版80)

1は3B-67グリッド表採の珪岩製管玉である。直径0.8cm、長さ(高さ)3.7仰を測る。細い紐状の圧痕が

残る。 2は蛇紋岩製臼玉で、 3B-55グリッド表採品である。青黒い光沢を持っている。直径1.lcm、高さ0.9

cmを計る。

③

①

 

第114凶表採
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4.歴史時代

(1)概要 (115図)

竪穴住居跡13軒 (51号住居跡""63号住居跡)、掘立柱建物跡3棟(1号掘立""3号掘立)、土坑3基 (21

号土坑""23号土坑)、溝5条(2号溝""6号溝)、については、主に「ロクロ土師器の出土」という根拠で、

歴史時代とした。しかし、 2号溝は「ロクロ未使用で平底土器Jが出土したという点で検討を要する。ま

た、 63号住居跡も古墳時代の所産である可能性が高い(後述)。

今回の調査では、歴史時代の遺物の出土が、検出遺構数の割には少量であり、そのほとんどが土師器坪

である。須恵器の伴出もごく僅かであり、断片的な資料であることは否めない。

なお、塚については近世の所産と考えられるが、本稿に含めた。

( 2 )遺構と遺物

51号住居跡(第116図、図版38)

北西壁4.2m、北東壁3.5m、南東壁4.2m、南西壁4.0mを測り、ほぽ正方形を呈する。周溝は全周する。

床中央は近世の炭窯によって破壊されている。壁は低く、床は全体的に軟弱であり、主柱穴等も検出され

ていない。竃も袖が片方残っていない。主軸はN-7・-w。覆土内出土細片土器から平安時代としている。

④ 

ー」監-ー

日 1m 

50.5m 

。 4m 

第115図 51号住居跡

52号住居跡(第117図、図版38)

北壁2.5m、東壁2.5m、南壁2.3m、西壁2.5mを測り、ほぽ正方形を呈するがやや隅丸である。古墳時

代住居跡 (15号住居跡)の上に作られたものである。北壁及び周溝の一部を欠損し、主柱穴等も検出され

ていないが、床面には硬化面を有する。主軸はN-40- Eである。覆土内出土細片土器から平安時代とし

た。
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第117図 52号住居跡

53号住居跡(第118図、図版39、79)

北東壁2.9m、南東壁2.9m、南西壁2.7m、北西壁3.0mを測り、ほぽ正方形を呈する。周溝は検出され

ず、深さ10αn程の小ピットが2カ所検出された。床面中央部に硬化面を有する。竃は袖の遺存度は良くな

いが、火床部は壁外に大きく張り出して残存していた。主軸はN-30'-Eである。

1は口径12.0側、器高9.9cmの聾で、口縁部ヨコナデ、外面体部へラ削り、内面へラナデである。 2は底

部径7.1cmの聾底部で、外面体部ヨコへラ削り、内面ヘラナデである。 3は口径14.5cm、器高4.4cmのロク

ロ土師器で、体部下部は手持ちへラ削り、底部は回転糸切り後、一方方向の手持ちへラ削りである。 4は

口径12.9cm、器高3.8cmのロクロ土師器で、体部下部は手持ちへラ削り、底部は回転糸切り後、一方方向の

手持ちへラ削りである。 5、6は滑石製の砥石片である。

50.5m 

一下ごさ了一 (ノj

企f

u 
云三孟主

1m 

ζ二コ
5 B 

l日cm。
第118図 53号住居跡

q
J
 

F
D
 

唱

i



54号住居跡(第119図、図版39)

北東壁3.6m、北西壁3.6mを測る。主軸はN-19'-Eである。覆土は黒色土と褐色土が交互に自然堆積

したものである。床面四隅に深さ約10cm程の小ピットが検出されている。細い柱が立っていたようである。

床面からは同様な浅い (5cm""""10cm)ピットが4カ所検出された。竃は天井の一部も残存するものの、破

壊が著しい。

1は口径12.6cm、器高4.7cmを測るロクロ土師器杯で、体部はへラ削りがかなり施され、底部の最終調整

は一方方向のへラ削りである。 2は墨書があるロクロ土師器細片で「千」の字が見られる。 3は用途不明

であるが、敵石と思われる。但し明瞭な使用痕は確認できない。砂岩製である。 4は丸瓦片で、裏面に布

目痕が残るが、胎土、焼成等からしても真行寺廃寺出土瓦に類似する。破壊が著しい竃横から出土してお

り、状況から判断しても竃袖等の補強材として使用されたと考えたい。
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55号住居跡(第120図、図版40、79)

北東壁3.1m、南東壁2.9m、南西壁3.1m、北西壁3.2mを測り、ほぽ正方形を呈する。周溝は一部欠損

する。覆土は褐色土を基調とした自然堆積である。床面下には黒色土が堆積しており、張り床状態が明瞭

である。入口ピットが1カ所検出されたが、深さ約5cmと浅い。床面中央部はやや硬化している。主軸は

N-17・-Eである。

1は口径18.8佃の聾で、口唇部はヨコナデが施されている。外面へラ削り、内面は削りに近いへラナデ

である。 2は口径19.2畑、 3は口径13.5cm、器高12.7仰のいずれも聾で、器面調整は1と同様である。 4

は口径13.0倒、器高4.4cm、墨書土器で「井上Jを重ねた書体である。体部下部手持ちへラ削り、底部は切

り離しは不明で、最終調整は手持ちへラ削り、 5は口径13.1倒、器高4.0畑、底部は回転糸切り後、雑な手

持ちへラ削り、 6は口径12.8cm、器高4.4叩、器面調整は5に同じ、 7は口径12.9畑、器高4.0畑、器面調

整は5に同様、 8は口径13.5畑、器高3.9cm、体部下部は手持ちへラ削り、底部は切り離しは不明で、最終

調整は手持ちへラ削りである。坪はいずれもロクロ土師器である。
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56号住居跡(第121図、図版40、79)

北東壁3.0m、南東壁2.4m、南西壁2.9m、北西壁2.5mを測り、ほぽ正方形を呈する。古墳時代後期の

31号住居跡を切っている。周溝は全周するが、柱穴等検出されていなし=。床面中央部に硬化面を有する。

覆土はローム層を多く含む褐色土を基調としている。自然堆積であるが、均一性が強い。主軸はN-35。

Wである。

1は口径11.5cm、器高4.0cmのロクロ土師器坪で、体部は内わんし、中央部までへラ削り、底部も最終調

整は一方方向のへラ削りである。 2は丸瓦片で、内面に布目痕が残る。金属器によると思われる削痕も数

条残る。竃袖際より出土しており、 53号住居跡同様、真行寺廃寺類似品で袖補強材に使用されたと考えた

し=。

50.9m 

日 4m 

百ノ
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57号住居跡(第122図、図版41、79)

北東壁2.8m、南東壁2.7m、南西壁2.7m、北西壁2.8mを測り、ほぽ正方形を呈する。内面形状は、や

や隅丸方形となっている。周溝は全周するが、主柱穴は検出されていない。深さ約10cm入口ピットが1カ

所検出されている。床面硬化面は比較的広い。覆土は大粒のローム粒が多く含まれる自然堆積である。主

軸はN-90-Eである。

1は口径12.6cm、器高4.1cm、ロクロ土師器で体部へラ削り、底部は切り離し不明で、最終調整は手持ち

へラ削り、 2は口径12.7cm、器高3.9cmのロクロ土師器で、器面調整は 1と同様で、ある。
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第122図 57号住居跡、

58号住居跡(第123図、図版41、79)

北東壁2.9m、南東壁2.7m、南西壁2.8m、北西壁3.0mを測り、ほぽ正方形を呈する。 1号堀立柱建物

跡を切っている。床面に揖乱が多い。床中央部は硬化面である。主柱穴等検出されていない。覆土はロー

ム層を主体とした単一覆土層で、人為的に埋め戻された感がある。主軸はN-220- Eである。

1は底部径9.0cm、2は底部径13.9cm、3は底部径7.7cmのいずれも聾で、外面へラ削り、内面へラナデ

である。 4は須恵器の高台部片で回転糸切り痕が見られる。高台部口径は10cmである。
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59号住居跡(第124図、図版42、79)

北東壁3.4m、南東壁3.1m、南西壁3.5m、北西壁3.1mを測り、ほぽ正方形を呈する。巨大な掘立柱建

物跡(1号掘立)を切って作られている。主柱穴は検出されていないが、深さ約8cm程の入口ピットが壁

際より検出された。床面中央部は硬化面となっている。覆土は黒褐色土を基調とした自然堆積である。主

軸はN-70-Eである。

1は口径12.5cm、器高4.0cm、体部下部はへラ削り、底部は切り離し不明で、最終調整は手持ちへラ削り

2は口径l1.4cm、器高4.4cm、体部下部はへラ削りである。底部は、興味深いことに、一度回転糸切りで切

り離した後、粘土を薄く貼り付け、さらにそれに手持ちへラ削り調整を施している。したがって、底部の

器肉が厚くなっている。 3は口径12.0cm、器高4.0cm、器面調整は 1と同様、 4は口径13.1側、器高5.4側、

でロクロ未使用の土師器である。外面体部ヨコへラ削りが見られ、輪積痕も残る。内面へラ磨きである。

欠損品であり、古墳時代土師器の混入と考えたい。 5は口径13.0側、器高3.7cm、器面調整は 1と同様であ

る。 6は口径12.9cm、器高4.1cm、で体部下部は回転へラ削りが施されている。底部は切り離し不明、最終

調整は手持ちへラ削りである。 7は底部径6.6cmの聾でへラ削りが著しく、器壁が極めて薄くなっている。

8は底部径14.8cmの聾で、内外面とも摩耗が著しいため図示できないが、外面に平行敵目が残る須恵器で

茶褐色を呈するものである。 9は滑石製砥石片である。 4面使用されている。 10は53、55号住居跡同様に

真行寺瓦を竃袖の補強材としたものであろう。

60号住居跡(第125図、図版42)

北東壁2.8m、南東壁2.5m、南西壁2.6m、北西壁2.6mを測り、ほぽ正方形を呈する。主柱穴は検出さ

れていないが、深さ約5仰の入口ピットが2カ所検出されている。床面は中央部を中心に硬化面がかなり

広い。主軸はN-130- Eである。

1は石材は不明(砂岩?)であるが、敵石の用途があったと考えられる。

61号住居跡(第126図、図版42、79)

北東壁3.0m、南東壁3.2m、南西壁3.5m、北西壁3.2mを測り、ほぽ正方形を呈する。約10仰の入口ピ

ットが1カ所検出されている。床面は竃周辺が硬化面となっている。覆土はローム層を基調とした自然堆

積である。主軸はN-190- Eである。

1は口径12.2cm、口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面炭素吸着へラ磨きである。欠損品であ

り、古墳時代後期土器の混入品と考えたい。 2は口径11.5畑、器高4.2側、体部下部から底部にかげて回転

へラ削りが見られる。 3は口径12.8cm、器高4.7仰、 4は口径13.4cm、器高3.9側、 5は口径13.8側、器高

4.5cm、でいずれも体部下部手持ちへラ削り、底部は切り離し不明の手持ちへラ削りである。 1を除き坪は

ロクロ土師器である。 6は口径21.4叩の聾で、外面タテへラ削り、内面へラナデである。 7は石材は不明

(砂岩?)であるが敵石の用途があったと思われる。
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62号住居跡(第127図、図版43)

北西壁2.6m、北東壁2.4m、

南東壁2.4m、南西壁2.9mを測

り、ほぽ正方形を呈する。周溝

主柱穴とも検出されていないが

深さ約10αn程の入口ピットが検

出された。その周囲(点線部分)

は僅かに凹んでいる。床面中央

部に硬化面を持つ。覆土は黒色

土を基調とした単一層である。

主軸はN-42'-Wである。遺物

は図示できるものは出土してい

ないが、覆土内出土細片土器か

ら平安時代とした。

¥
ー
ノ
ヘ
〆

/

~

 

/
(
¥
 

42.45m 

。 4m 

第127図 62号住居跡

63号住居跡(第128図、図版43)

北西壁5.5mを測る。ほとんどが調査区域外にあるため、全容は明らかでない。周溝、間仕切り溝、主柱

穴が確認され、古墳時代後期の所産である可能性が高いが、ほとんどが調査区域外にあるため、全容は明

らかでない。主軸はN-26'-Wである。

1は口径27.4αnの聾、もしくは甑である。古墳時代後期の土器とも考えられるが、欠損品であり、覆土

内出土細片土器にはロクロ土師器片も多いため、断定はできない。

@ 

50.8m 

。 4m 
。 lOcm 

第128図 63号住居跡
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~22号
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第129図 21-23号土坑
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21号土坑-23号土坑(第129図、図版44)

21号は長軸4.2mx短軸1.1mを測る。黒色土とロ

ーム層が交互に自然堆積している。 1は底部径7.2仰

の薯で、体部から底部までへラ削りが施されている。

22号は周溝を持つもので、住居跡の一部のような状

況もあるが、小形であり、全容は明らかで無い。ロ

クロ土師器細片が出土する。 23号は単独検出の柱穴

であり、ロクロ土師器細片が出土する。

55-④ 
61b 

1号掘立柱建物跡(第130図、図版45)

桁行11間 (9.2m)x梁行4間(東側6.6m、西側6.8m)の最も大形の掘立遺構である。梁行方位がN-

60-Wの東西棟である。側柱の構造で、西側柱は平安時代の59号住居跡、及び7号溝に切られ、北側柱2

本が古墳時代後期の33号住居跡を切っている。桁行の柱痕聞は約1.8mであるが、梁行はやや不均等である。

西側の梁行にはさらに 2カ所の柱穴が存在したと考えられるが、59号住居跡の床面底部レベルを考えると、

それによって壊されたようである。掘り方は円形であり、想定される柱の直径は20cm.-....-28cmで、 30cmを越

えるものは無い。断面図観察では、柱痕部分は黒色を呈しているが、上位に山砂ブロックが含まれ、砂質

になっているものがある。しかし、それはすべての柱に見られるものではない。柱周囲はハードローム層

を使用して何層にも固められている。

柱痕部分に混ざる山砂は、しばしば検出されることがあるが、その性格は明瞭ではない。しかし、今回、

柱痕部分上位にそれが検出されている事実は、柱建築時に基盤として堀り方底面に敷かれたものではない

ことが想定できる。おそらく、柱を建てた時の柱と堀り方の隙間補墳として使用し、そのまま残ったか、

もしくは柱を抜き取った跡の凹みに、上屋の何らかの部材として使われた山砂が自然に流れ込んだものか、

あるいは凹みを山砂で人為的に埋め戻したか、等が考えられよう。
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2号掘立柱建物跡(第131図、図版46)

梁行は3間 (6，Om)、桁行は不明であるが、 10間以上であることは確認されている。 1号同様、側柱構

造であるが、桁行方位がN-100- Eの南北棟である。古墳時代後期の27、28号住居跡を切っている。掘り

方は円形であり、隅の2つの掘り方は大形で、直径約1.2m""'1.4mを測る。その他の掘り方はO.7m""' 1. 2 

mと一回り小形と言えよう。柱痕がすべて確認されなかったため、断面図は図示はしていないが、柱を支

えていたものは 1号同様、ハードローム層主体の土である。柱痕が全く確認されない事実は、それが意図

的に抜き取られた可能性が高い。また、山砂も全く検出されていない。

Q) 8 9) (Q) 
@ @ (Q) 

⑬ 。
@ 。
⑥ 。
@ 。
@ 

。 4m 

第131図 2号掘，立柱建物跡
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3号掘立柱建物跡(第132図)

梁行2間 (4.2m)x桁行3間 (4.2m)
。。。。

の正方形を呈する。梁行方位がN-19。一

Wである。古墳時代後期の18号、 19号住

④ 居跡を切っている。掘り方の直径は0.6m

"'-'0.8mで、断面観察では明瞭な柱痕は確 。 。
認できない。掘り方の深さが不定であり、

1， 2号掘立柱建物跡と比較すると上屋

の貧弱さが強調される。また、覆土のか

なりの深さから、新期テフラ層が堆積し .-@ 。。。ー・I 1¥-
ており、この点でもし 2号とは異質で .・'5I.Om 

ある。 "'l:Y 道! モl#
:----! 

日 4m 

第132図 3号掘立柱建物跡

3、4号溝(第133図、図版44)

連続したピットを伴う溝(4号溝)とそれに近接するもの(3号溝)をとりまとめた。いずれも北西方

向に向かつて水準が下がる。これは現地形の状況とも一致する。 4号溝は現畑の境界の延長線に一致して

いる。時期的にはかなり新しい所産とも考えられるが、覆土内からは僅かであるがロクロ土師器の細片も

出土している。溝本体は10佃"'-'40αnの範囲で浅く、掘り方にも規格性はない。付属するピットも大きさ、

配列位置も一様でなく、深さも10cm"'-'50cm程で掘り方も不定形である。したがって、柵列のような遺構と

は考えられず、状況から判断して地境溝とそれに伴う植林跡と考えておきたい。 3号溝も 4号溝との重複

関係から同時期の所産と考えたい。

5号溝(第134図)

ほぽ磁北に沿って、南北に直線的に検出されたもので、現存する溝は極めて浅い(10cm"，-，20佃)。欠損地

域があるが方向が一致するため共に 5号溝とした。古墳時代後期住居跡をいくつか切って作られているが、

3号掘立柱建物跡、 51号住居跡との新旧関係は明らかでない。

1はロクロ土師器片で、覆土から出土した。体部下部から底部にかげで回転へラ削りが施されている。

本溝は2号溝(方形周溝状遺構)の主軸に近いが、出土遺物に相違があり、関連は無いものと考えたい。

水路であるとすれば南から北へ向かつて流れるものである。

6号溝(第134図、図版45)

55号住居跡や57号住居跡を切って作られている。 4号溝に平行するもので、規模、形状も類似し、同時

期の所産と考えられる。

-165 -



ω9l 

⑮ 

__r-.ー

告
ヤ

国0・6世

-991-

製会世‘会E困f:f:l露

。



ト寸へ

告5

一一~ーー『一一ー

ーー_，-ー目、ーーー
・一一・山0"lS 

戸
匂
d

L
一口

山O.IS

⑨ 

華!告9‘七日国Vtl~

出自。

_.t.室主』

山O"OS

告9

⑨ 

⑧ 
告9



④ 

51.0m 

51.0m 

有毒孟Z
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第135図 2号溝

2号溝(第135図、図版45)

調査区際に検出されたもので、いわゆる方形周溝状遺構の

可能性もある。北側がほぼ直角に曲がるコーナーであり、溝

の掘り方にも規則性がある。逆ノ、の字に直線的に掘り下がり、

底面も平坦であり、深さもほぽ一様である。中央部に性格不

明の張り出し部があるが、覆土の状況から判断すると、後世

の揖乱部と考えておきたい。溝の覆土は黒色土を基調とする

自然堆積である。主軸はN-60- Eで他の古墳時代住居跡に

一致するものがある。

1は口径24.0cmの聾で、口縁部ヨコナデ、外面タテへラ削

り、内面へラナデである。 2は口径13.7cm、器高3.4cmの坪で、

口縁部ヨコナデ、外面体部ヨコへラ削り、内面へラ磨きであ

る。底部はへラ削りにより緩やかな平底を呈している。 3は

須恵器の坪蓋で、欠損品であるが、推定最大径16.8cmを計る。

かえりのないもので、胎土、焼成は良好で、明るい灰色を呈

する湖西産と考えられる。
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1号塚(第136、137、138図、図版46、47、48)

本遺跡には3号溝に近接して塚が1基発見されている。北側の谷に向かつて緩やかに下る斜面上につく

られたものである。立地的には「見晴らし塚」の感がある。測量図では隅丸方形に近い不定形と言えよう。

高さは最高で1.9mを測る。構築方法は単純に黒色土、ローム層を不規則に水平に積み上げたもので、踏み

固められた痕跡等は確認できない。全体的に軟弱である。出土遺物として「寛永通宝」が47枚(1 ""'47)、

48のみ「至道元宝J(北宋、 995年)の可能性もあるが、断定できない。出土位置はすべて頂部から30""'50

cm程水平に掘り下げた面であり、一括してまとまって出土している。

48.8m 

第136図
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111 まとめ

1.旧石器時代

本遺跡においては、 4つの石器集中地点を検出することができた。調査時における出土層位は、各集中

地点においてそれぞれ異なっていることは先に述べたとおりである。再度繰り返すと、石器集中4は刊層

下部......，IX層、石器集中3はIX層、石器集中2はIX層下部......，x層上面、石器集中 1はX層中位~氾層上面を
中心に検出された。

これだけを見ると、第2黒色帯上半部以下武蔵野ロームに至るまで何枚かの文化層が続いているかのよ

うであるが、以下の二点から、これらは全て石器集中4(VII層下部......，IX層上部)と同ーか、若しくは時間

差があってもかなり短いものであると考える。

-最下層から検出された石器集中1の層序(第9図)を見ると、北側へ向かう谷部ではIXa層直上に血層

が堆積していると認識されている。この細分はおそらく、水の付いたような変質したローム以下を武蔵野

ロームとし、その境界以上でソフト化されたロームをIII層としたものと考えられる。したがって、この両

層境界は立川・武蔵野ロームの境界ではなく、 X • XI層から出土したとする石器集中 1・2の石器群は本

来、より上位 (VII"""'IX層)のものであると考えざるを得ない。

・石器集中3と石器集中4aには接合関係が確認された。また、石器集中2・石器集中3・石器集中4で

検出された黒曜石は、視覚的には全て近似のものであり、特に石器集中2と石器集中4では、模形石器製

作に伴う砕片がまとまって出土している。

以上の二点によって、各集中地点はほぼ同一時期の所産であると考えられるが、石器集中4における集

中域aと集中域bの特徴を述べた上で、更に補強したい。

石器集中4には明確な集中域が2ヶ所検出された。いずれも径が4m"""'6mの小範囲であり、模形石器

を主体とした石器群であるが、出土した石器を見ると若干性格の異なる点がある。まず接合関係に注目し

てみると、集中域聞には 1個体の接合関係がみられるのみであり、それ以外は全て各集中域内で収束して

いる。さらに、これら集中域内における接合資料を見ると、集中域aは小剥片もしくは、かなり剥離の進

んだ模形石器同士のものであり、必然的に接合資料は小形である。一方、集中域bは接合によって原石に

近い形にまで復元できたものが多く、結果的に集中域aよりも大形の接合資料が主体を占める。

このことは、各集中域にみられる石材の種類、形状によって大きく左右しているようである。集中域a

には黒曜石・珪質頁岩、集中域bにはチャート・ホルンフェルス・砂岩・メノウといった石材が主体を占

めている。しかも、集中域bの模形石器製作に関係する接合資料において、チャート、砂岩、メノウの多

くは原石のまま遺跡内に持ち込まれ、石器製作が行われ、そのまま残されたともの考えられる。

これらの原石は 5cm前後の円醸と、本遺跡では大きな部類に入るわけであるが、石器集中2でみられる

模形石器の素材として利用される小円離は 2cm前後と小さい。さらに石器集中 1ではそのような 1""'"3cm 

前後の小円離が散漫な出土状況で検出されている。

つまり、石器集中1と石器集中2はチャートを主体とする小円擦を利用する模形石器とその原石をもち、

石器集中2と石器集中4は、素材の大きさが異なるが、模形石器という共通した石器を主体とし、模形石

q
F
“
 

円

i
唱

E
A



器製作に伴うと考えられる黒曜石製の砕片をもっ。そして石器集中1と石器集中3は、石器組成や石材構

成で際だつた共通点をもたないが、接合関係が確認されている。

このように、石器集中4を中心にして各石器集中が何かしら関係性をもつことが明かとなり、各石器集

中が大きな時期差をもって残されたものではないことが理解されたところで、石器群全体の位置づけにつ

いて考えたい。

下総台地の特に北東部において、本遺跡と同様に模形石器を特徴的に保有する石器群がいくつか知られ

ている。これらは、第2黒色帯中の石器群のひとつとして、関東地方の中で下総台地に特徴的に検出され

る石器群として注目され、調査報告書や雑誌論文等でよくまとめられている1)7)8)。今回は論文中に集成され

ている諸遺跡と最近報告された石器群について、栗焼棒石器群と簡単な比較をしてまとめにかえたい。

調査事例が一番古く、その後、両極剥離の工程が「遠山技法J1)と命名された横芝町遠山天ノ作遺跡2)、

3千点以上の石器を保有する佐原市出口遺跡ヘ隣接する台地上から検出された佐倉市大林遺跡・芋窪遺

跡・大堀遺跡4)、「千田台技法JI下総型石刃再生技法」などと呼ばれる石器群を伴う多古町千田台遺跡5)• 

大網白里町一本松遺跡的、現在整理中の成田市東峰御幸畑西遺跡(空港Nu61)において、石器組成中の模形

石器の比率が顕著に高い。それらの遺跡は、石器の総点数中に含まれる模形石器の割合が、 5%前後以上

である。特に遠山天ノ作遺跡、東峰御幸畑西遺跡は10%以上とその比率が突出している。栗焼棒遺跡では

石器集中1"'4の総計では模形石器の占める割合は7.5%であるが、石器集中4a・bの中だけでは9.9%

と高い。 10%前後の割合を占めるこれら三遺跡は、石器群の平面分布においてもよく類似している。 1プ

ロックが径数mの小範囲に収まる「密集」した形態をとり、そのようなプロックが数カ所隣接して形成さ

れる。この規模を拡大したものが出口遺跡ともいえる。一方芋窪・大林遺跡、一本松遺跡では、数点~数

十点単位の小プロックが寄り集まるように集合した形態をとり、各プロックをさらに大きくしたものが千

田台遺跡でみられる。

栗焼棒遺跡において模形石器に利用される石材はチャート以外に珪質頁岩・黒曜石が用いられている。

同様の石材構成がみられるのは千田台遺跡、比率は異なるが遠山天ノ作遺跡がある。遠山天ノ作は、模形

石器の素材に 1cm'" 3αn前後のチャートを主体とした小円礁を主に用いている点で東峰御幸畑西遺跡や出

口遺跡と平面分布とともに非常に近似した石器群といえる。逆に栗焼棒遺跡は本文でも述べたように模形

石器の素材は 5cm前後の円礁のものと一般的な剥片剣離により得られた剣片を素材としている点でそれら

の石器群とは若干異なる様相を示している。

最後に、模形石器自体の位置づけであるが、模形石器から剥離される縦長の小剥片を目的的に剥離する

ための石核としての機能と模形石器自体の利器(模)としての機能、というこ面性を考えなければいけな

いとされる。本報告では、両極剥離によって剥離された剥片を模形石器調整剥片としているが、より特徴

的なもののみを抽出しているため、その実数はより多くなるものと思われる。さて、そのような模形石器

調整剥片をみると、使用によると思われる微細な剥離痕が観察される資料もあるにはあるが、その比率は

きわめて低く、形態的にも定型化されたものは少ない。しかしながら、ここに挙げた 2面性も、より表層

的なことであり、模形石器から両極剥離によって剥離された剥片を使ってさらに両極剥離をくり返してい

る資料が多くの接合関係で明らかとなり、両極剥離が重層的にみられる現象こそが、より踏みこまなけれ

ばならない論点ともいえる。

模形石器を高い比率で保有する石器群には以上のように石材構成・石器組成・平面分布等で様々な表現
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形態をとることが理解される。今後は、よりトータルな分析を通して、それらを規制する要因を探ること

が課題となる。

注1田村 隆1989r収束Jr佐倉市南志津地区埋蔵文化財発掘調査報告書1.1糊千葉県文化財センター
2奥田正彦 ・高橋博文「遠山天ノ作遺跡J1986 r主要地方道成田松尾線III.I糊千葉県文化財センター
3新田浩三1991r出口遺跡Jr東関東自動車道埋蔵文化財調査報告書VI.l糊千葉県文化財センター
4野口行雄 ・田村隆他1989r佐倉市南志津地区埋蔵文化財発掘調査報告書1.1糊千葉県文化財センター
5矢本節朗1996r多古町千田台遺跡』側千葉県文化財センター
6鳴田浩司1997r第2章 一本松遺跡Jr県道山田台大網白里線埋蔵文化財調査報告書1.1
7新田浩三1988r遠山天ノ作遺跡の再検討」竹箆5 北総たけべらの会
8田村隆1992r小見川町天神後遺跡』糊千葉県文化財センター
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2.縄文時代

縄文時代の遺構は、土坑が14基検出された(第43図)。このうち形状的に陥穴と思われるのは、 2、3、

4、5、7、9、10、12、13、14号土坑である。しかし、遺構内からは出土遺物がなく、時期は決定でき

ない。本遺跡では現表土内や古墳時代以降の住居跡覆土内から縄文土器が出土しているが、すべて後期で

あり(第43図)、したがって陥穴もこの時期の所産と考えるべきであろうか。しかし、当地域において陥穴

は、空港Na10遺跡川こ代表されるように、概ね早期に属するとされており、検討を要する。

1、5、6、8、11号土坑の用途は不明である。形状的には袋状(6号)、井戸状 (11号)等含まれ、多

様である。 8号土坑からは後期土器片(加曽利B式、第44図の26)が1点出土している。

石器では有舌尖頭器が1点、石鍍が11点、出土しているが(第46図)、土器同様に表採品が多い。有舌尖頭

器は草創期の所産と考えられる。石鉱はいずれも無茎鯨である。時期的な断定はできないが、土器同様に

後期としておくべきであろうか。しかし、陥穴と石鯨の関係を強調するならば、より古い時期の所産とも

考えられる。

注l糊千葉県文化財センター 1985 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書VNo.10遺跡J

3.古墳時代

( 1 )古墳時代の土師器について

( a )はじめに

土師器の分類については、器種ごとに形状や製作技法の違いを基準にして細分を行い、それらの時間的

な前後関係を、遺構の重複や共伴関係から想定し、最後に須恵器や畿内産土師器を基に実年代を当てはめ

るというパターンが定着しているようである。特に歴史時代の土師器研究は各地で熱心に行われ、四半世

紀などは当然の知く細かな実年代が与えられている。各遺跡から出土した土師器について、表現されてい

る諸属性をできる限り抽出し、それを配列する型式学的研究の基本的手法は、常に前提とされなければな

らない。問題となるのは、その後、「仮説として類型化された」土器一つ一つに対し、仮に四半世紀単位の

ような細かな実年代を、どのような根拠で与えるかである。

律令萌芽期の当地域の歴史は、大形前方後円墳や方墳及び郡街、郡寺の推定遺跡調査例から示されるよ

うに、かなり短期間にドラスティックな展開が想定できる。各遺跡が、そうした歴史の流れの中に、どの

ように関わっているかを究明するのは当然の姿勢ではあろう。その中で我々が知りたい重要な情報の一つ

は土器の実年代であり、確かにそれは四半世紀、あるいはさらに細かければ細かいほど良いであろう。し

かしながら、一つの土師器にそれを与える以前に果たされるべき課題は多いはずである。それは土師器の

型式学的研究に伴う相対的編年論の深化である。

本来、土師器の型式学的研究の目的は、こうした実年代論とは別の次元にあるはずである。例えば「土

師器の地域性」の問題は多くの研究者によって事象は提示されているものの、その根拠となっている異系

統土器の系譜論や製作技法の違いや相対的編年論等については多くは議論されていない。それは「型式J

としての視点を意識的に避けるかの知く、であり、実年代による提示で視点をぽかしているようで残念で

ならない。本遺跡でもいわゆる「東北系」とされる土器が出土しているが、その系譜について、形状は「栗

図式」の影響を否定しないものの、製作技法は全く異なっている。実年代の基準となっている畿内産土師
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器の出土地域も県内でもかなり偏っているし、陶巴や湖西産須恵器の器種や既成年代幅も、各遺跡でより

問題とすべきであり、こうした視点こそ第一義的に検討されるべきものではなかったか。鬼高式以降の「型

式」不在の現実を、実年代優先のもと、放置して良いのかどうかという疑問も含め、議論の高まりに期待

したい。

(b)坪の「羅列」と「分類」

下記の①~④に示す要素について、まず、器種(この概念規定もあくまで便宜的であり、厳密には聾は

聾形とすべきであるが、ここでは言及しない)ごとに「羅列」する。羅列とは、便宜的な基準による情報

の複数提示のこととしたい。その後、情報同士を複層的に結びつけることにより配列が生まれ、それらに

規則性が生じた場合、型式属性としての仮説となり得る。この作業を「分類jとしたい。しかし、それす

らあくまで一つの遺跡内での、一部の表現にすぎず、他地域との比較検討の中で修正、否定されるものも

あろうし、正しく検証される場合もあろう。なお、出土量的な問題から対象器種が限られてしまうことは

避けられない。統計的な処理に耐え得る量を出土したのは坪だけである。他の器種については別途分析し

ていきたい。対象となる遺構は、大まかに古墳時代と規定した 1号住居跡から50号住居跡、 15号土坑から

20号土坑、 1号溝である。

① 形状=合子状、稜線、内わん、外反、丸底、平底、丸胴、長胴等、

② 成形=ヨコナデ、へラ削り、へラ磨き等

③ 寸法=口径、最大径、器高、等

④塗彩=赤彩、黒色処理(炭素吸着)、漆仕上げ
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第139図坪の形状羅列

( c )羅列結果(第139図)

坪の形状は最も顕著な差を持っている。 A""'Fまで羅列し

たのが第139図である。 A、B(B1、B2)はいわゆる合子状と

されるものである。 Aは直立気味に口縁部が発達し、蓋受け

部の段を持つ。 B1も有段であるが、口縁部が短く、内わん

気味になり、 B2は段が明瞭でなく、稜線状となるものであ

る。しかし、こうした i""'状Ji ""'気味Ji ""'傾向jという表

現での基準は最も腰昧なものである。本来は数量的な基準で

区別できれば良いのであるが、それとてどこで区分するかの

問題が残る。したがって、とりあえずここでは「有段」と「稜

線」により便宜的に区分する。 Cは数は少ないが、体部上部

に明瞭な段、もしくは稜線を持ち、口縁部が外反する形状の

ものである。 Dは稜線が体部下部から底部に持ち、土甘を平た

くしたような形状である。 E (E1、E2)は半円状の坪で内わ

んするものであるが、口縁部の造作に微妙な違いがある。ま

た、器高差が大きく、椀とすべき形状もある。

なお、 A""'Eはすべて丸底である。平底坪はすべてFとし

Tこ。

形状差と寸法及び成形の相互関係を示したものが第140図
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である。第141図はさらに塗彩を加えた相互関係である。これらに出土量を加味し、分析を行っていく。

(d)分類経過(杯の形状と寸法、成形、塗彩の相関関係(第140図、 141図)
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第141図 形状と寸法(最大径)と塗彩

赤彩と外面へラ磨きの伝統が残るAとB1の大形晶

Aは数少ないが、いずれも「外面体部へラ削り後へラ磨き」があり、赤彩も残るもので、当地域にその

系譜を認めるものである(第147図)。同時にB1の大型品 (15cm以上)にも共通点が認められる。また、

B1の中でも、 41号住居跡で見られるようにB1の内わん気味の口縁部でも、それほど退化していないも

のは大形で、体部へラ磨きが残り、 Aとの共通点が多い。型式学的には本遺跡では初現的な要素と言えよ

う。もう一つ注目しておきたい点は、 Aに「査Jはあったか、である。可能性があるのはE1であるが、

15cm以上のE1はいずれも口縁部が外反し、形状的に蓋となりにくい。したがって、 A(及びB1の大型

品)は最も合子状でありながら、本来は合子状坪身ではなく、杯として単独使用されていたと考えたい。

これはAの内面に赤彩が残ることも無関係ではないであろう。ただし、今回はAの数量が少ないため問題

は多い。
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合子状杯 (B1小形晶と B2) と半円状杯 (E2)の杯董関係

第140図のBlの寸法10.4cm"'14.6αnの集中に注目したい。 15cm以上は少なしこれらの大形品は前記し

たように、塗彩がなく(第2図)、器高が高いものもあり、成形も外面体部にへラ磨きを加えるというAに

共通した要素が見られた。したがって、これらを除く Blを一つのまとまり (B1小形品)と考える。一

方、合子状の段が不明瞭なB2はほとんどが小形であり (10，4倒"'12.3cm)ことに注目したい。また、 B

1小形品及びB2は、かなりの割合で「漆仕上げ」であり、量的にも杯の約40%を占める。型式学的に考

えれば、本遺跡の主体である一つの分類とすべきであろう。これと対するのが半円状の形状のE2である。

そして、例外的な小形品(9倒以下)を除くと、 Bl小形品とE2の寸法はほぽ一致することに注目した

い。ここには「杯と査」の関係が一部にあったと考えられる。形状や寸法だけでなく、豊富な出土量、成

形にも共通要素が見られるからである。

稜線を持つ坪 (E1)の多様性

蓋としての性格を一部に看守できるE2に対し、 Elは形状的には多種であり、分類が難しい。器高が

高く、椀状の形状もある。特に15cm以上の大形品に2点、内面を放射状にタテへラ磨きするものがある。

さらに細かな視点から観察すると、口縁部が長く、外反の強いElは、比較的大形で炭素吸着があり、高

坪の坪部と形状が類似する。すなわちElの大形品には「飾る坪」としての意識が強いことが推察される。

ElはE2同様、出土量も多く、他との共伴頻度も高いことから同時期に主体的に作られたものと考え

られるが、分類上、再構築されるべき要素が多い。

平底杯(F)の2つの系統

平底という形状は、後の時代のロクロ土師器を考えれば新しい要素である。確かにAとは伴わない点か

らも Fの新出性が見られるが、短絡的には断言できない。と言うのも、 Fを出土した11号住居跡や23号住

居跡を見ると、 FとE2及びDの強い成形上の共通性を無視できないからである。 E2は前述したように、

へラ削り後、全面へラ磨きを取り入れるものがあるが、平底のFにもそのまま同じ成形が施されているも

のがある。また、へラ磨きが無い場合でも、 2号住居跡の6，7， 8で見られるように、 E2とFはへラ

削りの微妙な向きの差や頻度差によって丸底、平底に分けられているに過ぎない状況が看取されるのであ

る。一方27号住居跡の11にも注目したい。この土器は平底であるが、成形的には明らかにDと同一である。

Dは後述するが、 E2とはまた別な系譜を認めるものである。第147図にあるように、体部下部に作り出し

た稜線が、さらに下部に作られることにより平底が形成されている。

丸底から平底へと言う変化を仮に想定したとしても、以上のように異なる 2つの系統 (E2→平底、 D

→平底)を考えなければならないであろう。しかし、この時期は丸底、平底の新旧関係をことさら強調す

べきでなく、本遺跡でもそれを検証すべき情報も少ない。むしろ両者の近似'性が目立つてしまう。

在地系のCと、東北系のDについて(第142図)(図版83)

Cは2点しか出土していないが、問題とすべきタイプであり、系譜の見極めが重要である。 Dと形状的

に類似し、共に粘土の質からして他の坪同様に、在地で作られたものと思われる。まず、 Cは35号住居跡

の3に見られるように、 Aの口縁部をそのまま外反させたような形状であるが、 Dに比べ体部上部に段が

強調されている。成形は「口縁部ヨコナデのまま、体部へラ削り後磨きJで漆仕上げである。これはA同

様、当地域の前時代の大形(口径15cm以上)杯の形状、成形の系譜をそのまま引き継いでいる。ただし、

前時代は赤彩が主体である。なお、この系譜から考えると、 Elの中でCの稜線が退化したかの形状を持
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つものがある (47号住居跡の 5等)。しかし、この形状も、既に前時代大形赤彩坪に存在しており、 Cの中

から発生したものと考えるべきではない(第148図)。

Dは内わん気味に外反する口縁部で、段や稜線は体部中央から下部に存在する。この形状については当

地域の前時代に見い出すことは難しい。そのため注目されているのが東北地方である。九十九里平野から

太平洋を望む当地域周辺が、畿内勢力の東北波及の拠点地域とした説1)を裏付けるかのように、古墳時代後

期に東北南部の海に近い各遺跡で「関東系」と称する土器が数多く出土している。逆に本遺跡周辺からも

Dに類似し、「東北系」とされた土器の出土報告も目立つている。東北地方の当該期の代表的型式は「栗囲

式」である。その型式範囲は広いものの、坪においては、①口縁部が内わん気味に逆ハの字に開き、体部

下半が鋭く張り出し、明瞭な稜線を持っている。②いわゆる内黒(炭素吸着)を主体とする、③口縁部は

ヨコナデが最終調整である、④外面体部はへラ削りで、その後へラナデはあっても、丁寧に磨き上げられ

ることはないこと、が型式の主要要素と考えられる。しかし、以上の項目でDに当てはまるのは①だけで

ある。 Dは第2図で明らかなように、口唇部に一部ヨコナデ痕は残るものはあるが、最終調整として杯の

内外面とも全面にへラ磨きが丁寧にかけられている。内黒はなく、ほとんどが内外面とも漆仕上げである。

こうした成形ゆえ器面が極めて滑らかとなり、器壁がかなり薄いものもある。 Dの形状には確かに外来的

系譜を考えなくてはならないかもしれない。しかし、それを「栗図式」とスポット的に断定することは危

険である。 Dの成形を細かに観察すると、さらに着目すべき事実がある。それはDの底部「稜線Jである。

厳密に言えばこの線については、張り出した底部角がもたらす「稜線」と言うべきものではない。底部成

形はへラ状工具で底部周辺器壁をえぐり、その粘土を底部にこすりつけて僅かに盛り上げて底部を作り出

している、というより「浮かび出し」ている程度である。えぐられた部分は凹んだままのものもあり、そ

れが沈線状にも見える場合すらある。(8号住居の8、11、19号土坑の25等)。そのため底部はあたかも「張

り出し底部」の状態を呈することになるが、遠目では丸底に見える程暖昧な成形と言える。東北地方にお

いては張り出しは明瞭であり、ここにDの「模倣品」としての性格が看守される。

Dは「稜線を持つ杯」を模倣、簡略化した可能性が強い。それは「栗囲式」でなくても存在しており、

それ以前の東北地方南部の型式をはじめ、東北地方北部、あるいはそれ以外にも系譜を検討すべきである。

中でも重要な視点は「須恵器の模倣説J2)である。本遺跡でも15号住居の11の形状はDに類似して

いる。そもそもA、Bが須恵器の合子状坪身の模倣と言われることを考えれば、当然の発想かもしれない。

警豊プイ日建璽ぷグイ9 烹霊1イ-1]
竃d仏語~警J土

23-5ミ量A 建主Al目
第142図 いわゆる東北系とされる土器
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(e)分類結果(第143図)

第140図と第141図の経過を踏まえて、坪の羅列を再構築=1分類Jしたのが下記の「①類~⑨類J(第143

図)である。これらについて、当地域の他遺跡出土例との分析を加え、型式学的な系譜を検討した上で、

時間的な推移を仮説として示す。その検証の一部として、いくつかの角度からの共伴頻度も調べてみた(第

144図"'146図)。
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第143図分類結果①~⑨類 ⑧ 

① I (合子状)杯・赤彩(一部)・大形(最大径約14cm以上)・ヨコナデ・外面体部ヨ

類|コへラ削り後磨き・全面へラ磨きはない。

18cm 

前項のA、B1の大形品(約14cm以上)が相当する。口縁部が長く直立し、器高の 1/3程度を占める。

やや内わん気味のものもあるが、受け口部の段は明瞭で、口縁部も発達している。赤彩が一部に残存する。

以上の要素の系譜は当地域前時代に存在し、山武町久保谷遺跡3)に見られる杯を考えたい。合子状坪とした

が、蓋とのセット関係はなかった可能性がある。①類は口縁部が退化し、口径が小形化して赤彩が消滅し、

漆仕上げを主体として大量に普及していく(②類)。

-，合子状坪・漆仕上げ(約60%)・小形規格化(最大径10，4佃 "'14，6cm)・ヨコナデ・
(2) I 

|外面体部ヨコヘラ削りのままが主体・全面へラ磨きはない。蓋とセットのものも

類ある。

前項のB1小形品、 B2が相当する。最大径を重視した分類で、前項E2の一部を査と想定した。漆仕

上げの頻度は特に小形品 (B2)が高い(約80%)。①に系譜を持つ。内黒(炭素吸着)も一部に残るが、

最大径13cm以上の比較的大形品に限られるようである。

③ 125号住居跡の 2点=内面タテへラ磨き(放射状)・口縁部外反・稜線強調・大形 (15

類 Icm以上)・漆仕上げ
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前項のE1の内、 25号住居跡の2点については、内面へラ磨きの手法が異なる大形品である。このよう

な異質の土器を、型式学的研究においてはどのように扱うのかが問題となる。形状、成形(へら磨き)、塗

彩画から言えばE1に含まれるが、漆仕上げも内面の黒色度合が強く、「内面を飾る坪」という要素は、主

観的Tあるものの、「形式jの違いを強調すべきかもしれない。

④|口縁部外反・稜線・口縁部ヨコナデ・外面体部へラ削りのまま・大形椀状あり (15

類 |αn"')・漆仕上げは頻度低い(約20%)・口径約11αn"'15cmに集中

前項のE1で③を除くものを設定した。出土量の割には漆仕上げが少なく、全面へラ磨きがないことが

特徴である。形状は最も多様化しており、さらに細分できる要素を持つが、明確な基準を示すことはでき

ない。

⑤|半円状坪・暖昧な稜線・外面体部へラ削りのままが多いが全面へラ磨きもあり・

類|漆仕上げは頻度が低い(約30%)・一部は②類の査・平底化あり

前項のE2すべてである。小形品もあり、さらに細かく分類可能であるが、④類同様明確な基準を示せ

ない。②類や④類が退化したような形状もある。この類から平底が発生する。

⑥ 135号、 42号住居跡の3点=口縁部外反・稜線強調(合子状に近い)・漆仕上げ 口

類|縁部ヨコナデ強調、体部へラ削りのまま

前項のCであるが、 3)点しか出土していない。合子状坪身の口縁部が外反した形状で、当地域の前時代

の大形赤彩土器に系譜が存在する(第147図)。

⑦|体部~底部稜線・張り出し底部(模倣も含む)・小形 (10.8CID'" 14.8佃)全面へラ

類|磨き・漆仕上げ(約90%)・平底化有り

前項のDである。東北地方の杯、あるいは須恵器杯もしくは蓋の「形状のみJ模倣したものと考えてい

る。この類の成形技法からも平底が発生する。

⑧ 

類
27号住居跡の1点=⑦類の底部が平底となったもの

⑨

類
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(f)各類の相対的編年観 (144図"-'146図)

以上の各類の相対的な編年観を検証するために次の作業を実施する。

まず、前記の型式学的系譜の検討から

①類(合子状坪大形)→②類(合子状杯大形)→②類(合子状坪小形)

⑦類(東北系)→⑧類(平底)

⑤類(半円状杯)→⑨類(平底)

と言う仮説が設定できた。しかし、型式学的な編年観は、このように直線的とは限らず、複層的に推移す

ることが考えられる。そのためまず、各類相互の共伴頻度を調べ(第144図)、大まかな相対編年観をつか

む。その後、特に合子状杯を中心に、仮説の重要な視点ともなった「寸法(口径、最大径)Jの変化につい

てさらに分析し(第145図、 146図)、できるだけ明確な型式学的分類基準(数量値によるものが最も分かり

やすい)の設定を行ってみたい。

第144図は各住居跡等の一括遺物を基に調べたものである。仮に①類が3点、②類が2点、③類が1点共

伴した場合、頻度は最小の③類を基準にしてある。したがって、・印は一個づつである。このようにして作

成したものであるから、頻度表というよりも共伴「傾向」に近いかもしれない。作業も繁雑であったため、

多少の誤りが生じているかもしれないが、大まかな相対的編年観をつかむのには差し支えない。

と考えている。

①類であるが3点が④類の大形品 (14cm以上)と伴う (38号住居跡)。それも炭素吸着等前時代の系譜

を残すものである。その意味からも①類は初現的である。

②類は小形品(約13cm以下)が、もともと小形品の多い⑤類と平底の⑨類に伴う頻度が高い。④類、特

に15cm以上の大形品とは伴わない。

③類は数が少ないため言及できないが、概ね④、⑤類と同時期の所産であろう。

④類は形状的に類似する⑤類と最も伴うものの、小形品(約13cm以下)は平底の⑨類と、 14cmを越える

大形は初現的な①類に伴っていることに注目したい。

⑤類は前記のとおり、最も②と伴う。杯と蓋というセット関係も強調されるであろう。

⑥類は数が少ないが、概ね②類と同時期の所産であろう。

⑦類は②類、④、⑤類及び平底の⑨頓にも伴う。④類は特に小形品でもなく、⑦類が比較的時間幅を持

っていたことが考えられる。

⑧類は⑦類の底部変化の視点から設定したものであるが、ここでは特に⑦類との時間的断絶は明確には

認められない。

⑨類は⑤類からの底部変化を想定したが、前記してきたように、②、⑤類の小形品と伴う例が多く、こ

の類の時期に発生した平底としたい。⑨類自体、口径等かなり多様化しており、時期差よりも用途差

も考えられる。
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続いて第145図により、①、②類において「寸法=口径、最大径Jがどのようなまとまりで現出されてい

るのか、を分析した。その結果、合子状坪②類は、①類を母胎とし、やがて寸法が小形化し、口縁部が退

化していく (B1→B 2)傾向があるが、具体的には3つの段階が想定できた。第144図では15cm前後①類

を初現の段階=第1段階とし、第2段階として12"-'15叩の範囲でまとまりが認められる。第3段階として

は10cm"-'12cmの範囲であり、旧分類のB2 (合子状有段部が退化し、稜線に近くなったもの)を主体とす

る時期である。量的には第1段階は少なく、 41号住居跡の一括資料から考えれば2段階と重なる要素が考

えられる。したがって、この3つの段階は、直線的で階段状の平均した時間の推移とは考えられない。
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次に146図により③、④、⑤類の同様な状況を見てみよう。ここでは①、②類に比べ、特に⑤類は各住居

跡で寸法のまとまりが明瞭でない。特に 1号住居跡は典型例である。これは⑤類の用途の多様性もあると

考えたい。④類は、第1段階で12cm.........16cmまでのまとまり、第2段階で12cm.........14cmのまとまりがあり、こ

れが最も多い。第3段階では12cm以下の 5類を中心としたまとまりが想定できるが、いずれも合子状杯類

に比べ明瞭でない。

以上のように、各類を複層的にかみ合わせ、分析することにより、寸法が意識された 3段階の当時の土

師器生産、流通が考えられる。既存の湖西編年基準(後述)に当てはめると、 7世紀初頭から 7世紀中葉

の範囲であるが、これに基づき、杯の変遷を図化すると第147図、第148図のようになる。なお、出土遺物

が断片的であることを踏まえると、 3段階のそれぞれの時間幅は明瞭でない。しかし、出土量から考える

と2段階、 3段階がかなりの範囲を占めていたことは考えられる。
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ミ J ミ昌三グ を璽二ノ
最大径約16cm
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(g) その他の器種について

①聾について(第149図""'-'151図)

本遺跡出土の聾で完形品に限ると、器高20cm以上(便宜上大形聾と呼ぶ)は第149図、 150図のようにな

る。また、 20cm以下のもの(小形聾)は第151図である。図では胴部の膨らみ状況を数量的に示すため、器

高÷胴部最大径二長胴率、と仮定し、膨らんでいる順に並べてある。と言うのも大形聾は、「長胴j形状が

時間空間的なメルクマールになっている感もあるからである。しかし、結論から言えば、丸胴も長胴も各

住居跡から万遍なく出土、共伴しており、時期差を明瞭に示すことはできなかった。また、腕部外面のタ

テへラ削り、ナナメ、ヨコへラ削りについては、最も長胴率が高い34においてのみ外面タテへラ削りが強

調されているが、丸胴だからヨコへラ削り、長胴だからタテへラ削り、とする規則性もない。口縁部形状

は、甑を受ける場所として多様化している。以上のように、聾をすべて羅列し分析しても、何らかの規則

性を見出すことはできない。

では、聾を「煮沸」用途の器種と限定した場合どうなるであろうか。この場合の条件として、竃内出土

品(袖補強品を除く)のみを抽出した。完形品の数は少ないが、 8点抽出できる(・印)。統計的にはあま

りにも少ないが、以下の点が指摘できた。

①大形品(器高30cm以上)や小形品(器高20cm以下)は存在せず、器高約25cm""'-'約28cmと近似している。

②長胴率はそれほど一定ではないが、容積はほぼ均一化している。

③頚部内径(甑を重ねた場合の想定)は約12cm""'-'16cmである。

④器壁の厚さは一定でない。

このことから、特に20cm以下の小形聾については「煮沸J用途はなく、「鉢」との区別が難しい形状も踏ま

えると「聾Jという名称は与えるべきではないかもしれない。さらに器高40cm近い大形品も「貯蔵」とし

ての用途を認めるべきであろうか。

「煮沸饗」の均一化は、竃の能力に一定の限界があったためとも考えられる。竃の容積、形状や煙道部

の長さ等によってもその能力は大きく異なることがなかったであろう。大きな住居だから大きな竃に大き

な聾、という図式は成り立たたない。そのため、後の時代に至り、煮沸能力、熱効率を高めるための手段

として、竃の改良ではなく、土器そのものの器壁を 2mm近くに削って薄くした聾を作り上げたのである。

最後に25号住居跡の 3の聾であるが、形状、器面のハケメはいずれも東北地方南部地域に系譜が認めら

れる。杯同様の視点が必要であろう。
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第150図 嚢の集成と球胴率(2)
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②甑について (152図)

甑は土師器の中でも用途が限定できる数少ない器種である。形状はいずれも緩やかな逆ハの字を呈して

はいるが、容積、底部内径等多様化している。しかし、いずれも前述した煮沸聾の頚部内径の範囲 (12佃

'"'-'16cm)で直立することができる。大形の27-5であっても頚部内径が16佃あれば物理的に直立できる。な

お、破片を復元しでも図示した以上の大きさの甑は存在しない。この点からも竃内には特に大形の曹は設

置きれなかったと考えられる。また、41-30の把手は当然ではあるが、煮沸奮の口縁に架ける用途ではなく、

甑を持つためのものである。
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③高坪について (152図)

完形品で図示できるのは第152図のみである。形状、口径、器高、塗彩において多様化しているが、概し

て、赤彩が残る35-7に代表されるように、大形で杯体部に明瞭な稜線を持ち、口縁部にかけて外反し、脚

の裾が開く丁寧な作りのもの (A) と、椀状の坪部で器高が低く、成形も組いもの (B)に2大別できそ

うである。両者については出土状況の違いに注目したい。 Aを多く出土した25号住居跡は大規模で、須恵

器、玉類他出土品も多く、逆にBを出土する22号住居跡は、極めて小形で貧弱である。今回の資料ではA、

Bの共伴は見出せないが、それを時期差とすべきで無く、用途の違いを第ーに強調しておきたい。

( 2 )古墳時代の須恵器について(第153図)

湖西地方、陶邑等の搬入品かどうか、それらの地域の代表的な研究者の鑑定を経ていないが、先学の指

導を得たためりできる限りの型式観を提示していきたい。なお、型式名、実年代は後藤健一氏の1989年及び

1995年の業績町こ、基づいている。

①合子状坪身(第153図1'""'-'8) 

遺存度が良好な8点を対象にする。内2点(7， 8)は胎土、焼成から判断して除外するが、他は湖西

産としたい。後藤氏による型式分類では 1は最大径 (12.8cm)からすると、 6世紀末から 7世紀初頭とか

なり古くなる。しかし、いわゆる底部「渦巻き状へラ削り」は見られず、むしろ底部へラ削り自体が簡略

化されている。したがって、もう少し年代的に新しくしたほうが良いと考えたい九 2'""'-'6は「合子状杯身

DJの最大径9'""'-'12cm、器高3'""'-'4cm、底部同心円状へラ削りであり実年代は 7世紀初頭から 7世紀初頭

から中葉(湖西II期第5、6小期)となる。

7， 8の産地は不明であるが、法量、成形技法で比較すると湖西II期第6小期=7世紀第2四半期にな

る。

②合子状杯蓋(第153図9、10?) 

9は最大径9.4cmと小形である。天井部と口縁部の境に稜線を施すタイプの合子状坪蓋D3に比定され、

湖西田期第1小期=7世紀中葉となる。天井部は同心円状の回転へラ削りである。一方、 10は坪か蓋か判

断できない。

③蓋付無台亦 (10?~ 11'""'-'14) 

通常の「坪」でなく、直立もしくは内わん気味に開く口縁部形状から蓋付と判断した。 10は遺存度が不

良のため口径については極めて不明瞭である。復元数値では口径12.1cmと大形となり、湖西編年では7世

紀第3四半期になり、他とややかけ離れる。 11、12は湖西III期第2小期前二 7世紀中葉から第3四半期で、

13は凹期第1小期=7世紀中葉に比定される。いずれも①，②の合子状坪身、坪葦のセットよりもやや新

しい様相を示している。しかし、 10をはじめ、蓋との区別が困難である。

⑤かえり付杯蓋(第153図14)

破片で1点出土している。復元数値では最大径が11cm前後と思われ、湖西II期第6小期=7世紀第2四

半期となろうか。

⑤車(第78図32)

湖西産であるかどうか判断できない。類例からすれば陶邑産とも考えられる。そうであるならば、年代

観が最も大きくかけ離れるものである。残存する頚部の角度からして、ラッパ状に大きく聞く長い頚部の

ものか、あるいは短いものなのか、極めて微妙である。しかし、頚基部が太く、最大径が体部高1/2よりや
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や上部にある点、カキメ、へラ削り等の状況からして中村陶邑編年6)のII型式の第2'""3段階に比定される

ことが考えられる。となれば既成実年代観で言えば6世紀中葉であり、前述してきた他器種と約1世紀の

ズレが生じている。

⑥台杯椀(第73図2)

第153図7，8と同一焼成、胎土で同じ産地と考えられる。形状的には仏教遺物としての金属器の模倣の

可能性がある。千葉県内はじめ、周辺地域にも類例は乏しい。

陶邑で考えると凹型式第1段階に、宇治市隼上り瓦窯跡7)でも 7世紀前半に類似品が出土している。焼成、

胎土の状況からそれらの地域産とは思われないが、時期的な整合性はあるかもしれない。

⑦19号土坑一括品について(第110図)

19号土坑は須恵器各器種が一括して廃棄された遺構である。 1は湖西、陶邑共に類似品があり、概ね両

者の年代観は一致し、 7世紀前半の範囲には当てはまる。 2は類例に乏しい。形状的に「長頚壷Jとした

が、この器種は、文様と言っても古い時期に口縁部凸帯か浅い沈線がある程度で、ほとんど無文が多い。

また、自然柚も多く、体部のへラ削りも指標とされている。しかし、 2は平行タタキ、円弧タタキカキメ、

沈線、を全面に施しており、むしろ聾(6， 7)に共通する技法である。頚基部も長頚査にしては太く、

色調も 3の長頚瓶と比べても黒色度が高く、焼成もやや甘い。湖西、陶邑以外の産地を考えたほうが妥当

かもしれない。

年代的な推定も不可能であるが、仮に湖西編年で考えると、 2のような丸底のフラスコ状の長頚壷自体

は、 7世紀初頭から 7世紀第3四半期までの所産とされている。一方、文様構造を聾に置き換えると、西

笠子64号窯に類例が存在し、最も古いもので第2期第3小期=6世紀後半までさかのぽってしまう。

3は典型的なフラスコ状長頚瓶であり、口縁部、頚部が不明であるが湖西第II期第5小期=7世紀第1

四半期と考えたい。 4は湖西産とは断定できず、陶邑TK43型式(6世紀第3四半期)に類例を求められ

る。 5'""9は胎土、焼成、色調が近似し、湖西産と考えたい。湖西の警は無文のものも多く、文様の有無

による年代観は危険であるが、 6の列点文、 9の明瞭な波状文は合子状坪蓋が存在している時期に多いよ

うであり、湖西III期第1小期(7世紀中葉)を下限としている。ただし、この時期の聾の指標でもある口

縁部から頚部の凸帯は本例にはない。類例としては湖西第2期第4'""6小期にあり、概ね6世紀末'""7世

紀前半の広い年代観しか与えられない。 8は①項で記した。

以上のように、 19号土坑には、複数の産地の幅広い年代観の須恵器が同時に廃棄されている。廃棄の同

時性は、製作、使用期の同時性とは基本的に異なるものの、 50年以上の既存年代観の違いには注目したい。

各住居跡出土須恵器にも、⑤の車は別格であるが、ある程度の年代幅(7世紀初頭~中葉)が看守される。

重要な点は、土師器の型式学的研究の結果得られた相対年代観と、須恵器の実年代観の整合性である。例

えば、実年代観の異なる須恵器を出土している 6号と27号住居跡、 15号と17号住居跡等では、数多く出土

した土師器の内容を見れば、相対的な年代差を強調できない。住居跡の「一括遺物」の判断は混入品の見

極めも重要であるが、縄文土器や陶磁器を除外するが知く須恵器を見極めることは、実際上極めて困難で

ある。

古墳時代に須恵器を在地で生産していない条件を考慮した場合、型式学的研究が可能な程の多量の須恵

器が伴出した場合は別であろうが、単発出土品を土師器の四半期、あるいはさらに細かい実年代編年のメ

ルクマールとすることは危険である。特に本遺跡の場合、須恵器が住居跡同士で接合する例がいくつかあ
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り、土師器との一括性にも疑問が呈されている。したがって、本遺跡の場合は、概ね7世紀初頭から中葉

にかげて、畿内、東海及びその他第3の地域との須恵器Jレートがあったことは想定できるものの、それ以

上の検証はできない。

ミキz:又=よそ:ζ子、g モミ}=~日五時

モ弓二ヌ3

ミ斗又J4

モ毒死-2

ミヨバ1:

( 3 )駄ノ塚古墳との接点

唱 JEE;

モ主jJ;

そ五ズ7-::

第153図 主な出土須恵器

駄ノ塚古墳は2つの実年代観が与えられている。一つは杉山晋作氏の、主に鉄鉱の視点から想定される

6世紀末という説、もう一つは白石太一郎氏の陶邑編年に基づく 7世紀初頭 (610年代)説である九これ

らに直接言及することはできないものの、本遺跡出土遺物との比較は必要である。そこから駄ノ塚古墳と

の接点を探って見たい。

( a )出土遺物での接点

「銅地金張帯先金具J(6号住居跡の15)が本遺跡から l点出土している。用途は不明であり、馬具である

か否かも分からない。駄ノ塚古墳では馬具としての「鉄地銀張爪形金具Jが36点出土しているが、本遺跡

例の幅2.6cmに比べ、いずれも一回り小さく、板状の鉄板に薄い銀板をかぶせたものである針。本遺跡例は

地金は銅製と思われ、蓋状に細工されており、より丁寧な作りと言えよう。鋲も銅製であり、 2mm四方程

の方形の裏金(駄ノ塚古墳例には確認できていなし~)が残存していた。裏金には皮の一部がこびりついて
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いる。本製品が馬具か人間の帯金具なのか明瞭ではないが、製作技法等から、大形の前方後円墳最終段階

での古墳出土品に類例がある九

耳環 (16号住居跡の19、17号住居跡の12)は2点とも小形である。銅芯に金張りをしたものか、塗金(金

メッキ)したものか明瞭でないが、ほとんど同じ大きさの耳環が駄ノ塚古墳からも出土する。駄ノ塚古墳

例では銅芯に薄い金板を巻く技法である9)。

鉄製品としては鉄鉱(8号住居跡の24、16号住居跡の17、18、30号住居跡の11、37号住居跡の15、20号

土坑の 2)があるが、いずれも鋳化が著しいため明確ではないが、 16号住居跡例の2点は、共に関にかえ

りを持つ無頚式と思われる。杉山氏の指摘では6世紀後葉代にさかのぼるものである九 30号住居跡例は、

通常、大形の鉄鉱にある身の孔があり、興味深い。駄ノ塚古墳では類例がなく、機能的側面から見れば「木

の柄に紐を通してしっかりくくりつけるjための孔であろう。駄ノ塚古墳では「副葬品J、本遺跡では「実

用品Jとしての性格が看守される。鍍身自体の形状は16号住居跡例同様である。 37号住居跡例は直角関幅

狭で長身と言える。これも杉山氏によれば7世紀には入らない所産と言えようか。一方、 20号土坑例のみ

新しい様相とされる。小形であるが幅広で7世紀前半代に比定されている。

その他、鉄製品は万子が2点 (17号住居跡の14、25号住居跡の62)、鎌が3点 (25号住居跡63'"'-'65)、鉄

斧が1点 (18号土坑の 2)、和釘が一点 (26号住居跡の 5)、環状金具が1点 (38号住居跡の23)出土して

いる。いずれも古墳時代の所産として問題はないが、ほとんどが欠損品であり、型式上の言及はできない。

また、駄ノ塚古墳との関係で言及しておくべき特記事項もない。一方、いくつかの住居跡から鉄棒が出土

するが、量的には少ない。椀形津等図示できるものもなく、関連遺構の検出もない。しかし、羽口が30号

住居跡より出土しており、本遺跡南側に延びる集落には、何らかの製鉄関連遺構の存在を予想させる。

石製品、土製品では、多くのガラス玉、珪岩製管玉(3B-67グリッド表採)、蛇紋岩製勾玉(6号住居跡

の17)、めのう製勾玉 (25号住居跡の43)が本遺跡の代表的装飾製品であるが、一方で土製の模造品(特に

勾玉)が極めて多いことにも注目したい。駄ノ塚古墳では「暁泊Ji水晶JiめのうJと言った石材が見ら

れるが、めのうが共通するほかは、本遺跡では全く取り入れられていない。

最後に土器であるが、土師器は本遺跡で主体的に多く出土する②類と⑤類であり、報告者は鬼高IV式に

比定されている。須恵器は陶邑産と湖西産とされており、白石氏はTP209型式の細分から、 7世紀初頭(610

年代)の位置づけを行っている。

(b)集落の年代観と駄ノ塚古墳の位置(第154図)

先の土師器の相対年代観を3段階に時期区分したが、それぞれの土器を含む主な住居跡をいくつか色分

けし、土師器以外の出土遺物の共通性等も補足すると、第154図のとおり、住居の立地の変化が認められて

くる

第1段階には38'"'-'42号住居跡、 1号溝が伴っていたと考えられる。台地先端部の47号住居跡も含め、台

地南西地域に広がる集落が想定できる。第2段階は先の分類により、 7，13、30号住居跡を抽出できる。

さらに、 7号住居跡は 2，5， 6，号住居跡と規模、主軸が酷似しており、こうしたまとまりを補足しな

がら考えると、第1段階から集落が東へ移動していく状況が看守されてくる。第3段階はさらに東へ移動

する。 9，15、16、18、23、28号住居跡が代表的である。今回の資料は断片的であることを踏まえても、

こうした移動傾向は注目に値する。
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第154図集落の移動

なお、 7世紀初頭から 7世紀中葉の既存年代観

を持つ本遺跡の須恵器群は、第2段階から第3段

階にまたがって出土している。また、駄ノ塚古墳

に共通する 2点の耳環は第3段階、鉄鉱は 2---...3

段階に出土する。駄ノ塚古墳出土の土師器は、本

遺跡では第2段階に比定されよう。以上のことか

ら駄ノ塚古墳は本遺跡の第2段階には築造されて

いたことが考えられる。この段階は13、25号住居

跡という大形住居が存在し、須恵器の搬入が盛ん

になった頃と想定される。それ以後、第3段階ま

で、装飾品等も、駄ノ塚古墳の模造品のような土

製品を主体として、集落内でも定着したようであ

る。

以上のように駄ノ塚古墳の位置を本遺跡第2段

階に位置づけると、第1段階を(既存の湖西編年

で) 7世紀初頭した場合、それ以降、中葉以前、

ということなる。しかし、第1段階の時間幅はか

なり狭いことが想定されるため、駄ノ塚古墳は概

ね7世紀初頭の築造としておくべきであろう。

注1糊千葉県文化財センター1992r古墳時代 (2)j房総考古学ライブラリー6
2当センター小林信一氏が指摘している。

3久保谷遺跡は本遺跡同様、千葉東金道路(二期)事業地内の調査であり、現在報告書刊行中である。

4原田享二氏、村山好文氏の御指導による。

5後藤健一1989 r静岡県の窯業遺跡.11静岡県文化財調査報告書第42集」
後藤健一他1995 r須恵器集成図録第3巻東日本編』雄山閣出版
6注5、後藤他1995、87項の編年対比表に基づく。

7宇治市教育委員会1983r隼上り瓦窯跡発掘調査報告書』
8白石太一郎、杉山晋作19961千葉県成東町駄ノ塚古墳発掘調査報告書Jr国立歴史民俗博物館研究報告第65集
東国における古墳の終末〈附編}.1

9注8、大久保奈奈「装身具J1考古学的考察J
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4.歴史時代

(1)歴史時代の土師器について

(a)坪について (155図)

歴史時代の土師器のほとんどは坪である。これらは「ロクロ使用後の体部調整」、「底部成形J、「口径、

形状の規格性」の3要素に視点を置くことができる。古墳時代で重要な要素となった「塗彩」については

該当例がない。「ロクロ使用後の体部調整jではいずれも「手持ちへラ削りJが施されている。その範囲が

体部上部まで及ぶか下部のみか、が異なっている。「底部成形Jでも共通'性が強い。ほとんどが切り離し技

法は不明であるが、内側に凹み気味になる形状は、回転糸切りの特徴と言え、それを平らに補正するため

の手持ちへラ削り(1方向)が施されていると考えたい。完全に回転糸切りのまま、というものは存在せ

ず、 27号住居跡出土品 (20=混入品)のみ、それに近いものの、回転糸切りによる切り離しがたまたま平

坦にできたため、へラ削りが僅かですんだものと言える。 59号住居跡の2においては回転糸切り後、粘土

板を貼り付けへラ削りを行うという底部補正すら行われている。ここに、回転糸切り技法をあくまで制作、

成形上の一過程とし、伝統的な「へラ削り」を主体とする型式学的属性を認めることができる。

「口径、形状の規格性Jは第155図の点線内の12.5佃 '""13.8仰の範囲のものは、形状的に、僅かに外反す

る口縁部と直線的な体部を持ち、底部は平坦もしくは僅かに凹み気味である。底部径と口径の比は、底部

径が比較的大きく、口径の1/2以下のものはない点があげられる。

11.0叩 12.0叩 13.0四 14.0cm 

51号住

52号住
，...----ー.‘ 、、、53号住 ， • ， 、

54号住 /・ 、
、

55号住 -・4• . ¥ 、
56号住 -口縁内わん 、

57号住 •• ‘ 、
58号住 t 1 

59号住 -箱形 や丸や底 !1 畠・ • 、‘ 
60号住

61号住 -欠損品 1 、 • • .! a 

62号住
、、 ， 
、、、 / 〆

63号住 、‘ ，，----ー~ ~ ~ 、、

2号溝 へラ
き.みが

第155図 歴史時代土師器時の最大径
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(b)年代観について

該時期の実年代研究はかなり進んでいるが、官頭で述べたように、浅学ゆえに本稿で上記の土器の実年

代を、現時点で細かに断定するつもりはない。と言うのも、当地域周辺には多くの資料が蓄積されており、

( 1 )で示した型式学的属性の相対的検討等を、筆者自身がまず行うべきだからである。しかし、怠慢ゆ

えに先学の業績の一部を拝借すると、東金市妙経遺跡S1078住居跡一括品に、第155表の点線枠内の坪の

ほとんどが存在していることがわかる九幸いなことに妙経遺跡例では須恵器の伴出もあり、報告者によれ

ば、須恵器の多くは中原窯等の下総産と少量の永田不入窯産が認められると言う。このことから報告者は

9世紀前半の実年代を提示されているが、(1)で示した諸要素について、相対年代研究として当地域の資

料同士でさらに深めれば、より細かな実年代観も与えられるかもしれない。なお、第155表の点線枠外のも

のについて、 2号溝(方形周溝遺構?)出土品は、次項で述べるが、内面にへラ磨きが残る平底坪であり、

年代的にかなり遡ることが指摘される。

( 2 )巨大な掘立柱建物跡と直線的な溝の時間差。

巨大な1号、 2号掘立掘立柱建物跡と直線的な2号溝、 5号溝(以下「掘立等J)について、発掘調査担

当者である半津幹雄氏は、これらをまとめて「武射(むさ)郡街関連遺構」と推測し、既に私見を述べら

れている%以前から本遺跡周辺は「真行寺廃寺」や「駄ノ塚古墳」と言った地域を代表する遺跡が存在し、

真行寺廃寺の「武射寺」の墨書出土から、郡衛推定地を本遺跡周辺に求めようとする議論も高まっていた%

ところが、最近になって、冒頭でも述べたように、近接する嶋戸東遺跡の発掘調査が行われ、同様に巨大

な掘立柱建物跡を中心とする遺構の検出があり、これにより、郡街推定地の議論は見直し:が必要となって

きた。

結論から言えば、本遺跡の「掘立等」を郡街関連遺構とすることは現状では難しい。その理由に、半津

氏も認めている資料的な乏しさもある。郡街関連の「可能性を示唆Jすることは、乏しい資料でも考古学

的裏付けがあれば説得力があるが、「掘立等」を時間、空間的にひとまとめにした説にはかなり無理がある。

また、「掘立等Jが i7世紀末から 8世紀初頭にかけてそれ以前の集落を排除する形で造営され・・」と説

明されたが、「集落を排除する形jという「征服的Jな発想は具体的にどのようなものなのか、説明がつか

ない。さらに、遺跡を区画するとした直線的な溝(5号溝)は途中で消滅する不定形である。 1，2号掘

立の掘り方はすべて円形で、間尺は6尺以下である。墨書土器の出土もほとんどなく、金属製品等も出土

していない。主軸の視点は当然重要であるが、本遺跡は古墳時代後期より新しい遺構は、近世の遺構を除

けばすべて北北東、北北西と「北jを意識したものであり、「掘立等Jのみそれを強調すべきでない。

考古学的検証とは、具体的に提示された資料を具体的に積み上げるものであり、むしろ、第ーに注目す

べきは遺物を伴う 2号溝である。ここでは、湖西編年で言えば8世紀第1四半期に当たる須恵器坪蓋が出

土している。土師器の編年観は難しいが、口径、平底形状、底部成形を考えると、須恵器よりもさらに遡

るかもしれない。いずれにしても、 2号溝の時期を平安時代、 9世紀等と位置づ砂ることはできない。 次

に27号住居跡出土のロクロ土師器 (20)である。これは27号住居跡を切っている 2号掘立の柱穴内覆土上

層のもの、と整理作業によって明らかになった。この土器は先に述べたように、妙経遺跡須恵器例から判

断すると 9世紀前半に相当する。となるとこの時期を下限に、 2号掘立は廃絶されていたことになる。

次に重要な視点は2棟の掘立が立て替えの痕跡がないことである。さらに柱穴の断面図を細かく観察す

れば、 1号掘立には柱痕が残るが、 2号掘立はそれがなく、柱を抜き取ったと考えられる点である。おそ
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らく柱穴内の9世紀前半の土師器は、この時同時に廃棄されたと考えられよう。となると、立て替えのな

い2号掘立の耐周年数を考えれば、それが建立されていた年代も 9世紀前半から大きくさかのぼるもので

は無いであろう。以上の視点から、まず、 2号溝と 2号掘立の想定築造時期が1世紀近く、あるいはそれ

以上ずれてくることがわかる。さらに小形の3号掘立については、覆土にかなりの量で新期テフラが検出

されており、 1，2号掘立との違いが強調されよう。以上のような状況では「掘立等Jを時間空間的にひ

とまとめに郡街関連と位置づけることは、まず不可能である。

郡衝関連遺構は他例を見る限り、近接する場所での立て替えが非常に多い。これは立地に対するこだわ

りであり、その場所でなくてはならない背景が推察されよう。この事実は考古学的な資料の蓄積成果であ

り、この視点からすると、本遺跡の2棟の掘立柱建物跡は異質である。とは言え、桁行11問、 20m近い掘

立柱建物跡は、確かに県内においては大畑 I遺跡例4)を除けば類例はないほど巨大である。また、半揮氏も

指摘する「クリヤキボウJの地名が「厨家」、「坊」との関連で無視できない。これらを解決するには、本

遺跡南東側平坦地の状況を調査するほかないであろう。

( 3 )歴史時代の住居跡について

主軸はいずれも北北東もしくは北北西、一辺が2.5m'"'-'4m程の小形方形、主柱穴はなし、周溝、硬化面

は明瞭である。簡潔に共通要素を示せばこのようになる。複合関係もなく、土器型式の上からは判断すれ

ば、第155表の点線枠内の杯を出土した住居はほぽ同一時期と考えたい。また、 62号住居跡が、北西の痩せ

尾根部に離れて一軒だけ存在していることも、この時期の集落形態の一端かもしれない。住居跡は上記し

た規格性と土師器の年代観からすれば、いずれも平安時代の範曙と思われるが、 54号、 56号、 59号の出土

坪には、体部が内わん気味であり、へラ削りが多用されるものが含まれている。興味深いことはこれら 3

軒の住居にのみ、真行寺廃寺のものと考えられる瓦片が竃袖の補強材として使われていることである。こ

れが時期的な違いを示すものかどうかは不明である。

( 4 )古墳時代~歴史時代(平安時代)の総括

以上を総括すれば次のようになる。

①、古墳時代後期は土師器編年では 3つの段階に分けられるが、 2段階と 3段階が主体である。既存湖西

編年を前提にすると概ね7世紀初頭~中葉に当たる。

②、第2段階の頃、駄ノ塚古墳が築造され、当集落にも構造変革があり、大形住居の出現や装飾品の生産

が始まった。さらに須恵器の搬入が盛んになり、東北地域と交流も一部であったと考えられる。

③、その後、 7世紀後半代は集落の断絶が想定されるが5)、やがて 2号溝(=方形周溝遺構?)が築造され

た。その後おそらく 9世紀に近く、巨大な掘立柱建物跡が2棟設営された。この背景には律令機構下にお

ける政治、社会体制及び仏教の定着等が想定できるが不明な点が多い。しかし、この巨大な掘立柱建物跡

も建て替えられることもなく、 9世紀前半には平安時代集落によって廃絶されている。

④平安時代の人々は、主柱穴のない小形の住居に住んでいたが、床面も硬化しており、一時的な住居でな

かったようである。しかし、鉄製品も発見されない出土遺物から判断すると、かなり質素な生活であった

と思われる。
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注1糸川道行1994r妙経遺跡・井戸谷9号墳』鯛千葉県文化財センター
2半津幹雄1994I栗焼棒遺跡出土の掘立柱建物跡についてJr研究連絡紙第42号』糊千葉県文化財センター
3栗田則久1995rシンホ。 γ ゥム 3地方官衝とその周辺』日本考古学協会茨城大会実行委員会、ひたちなか市
4石田広美1985I大畑 I遺跡の調査Jr主要地方道成田安食線道路改良工事地内埋蔵文化財発掘調査報告書』
5古代の土器研究会1997 r第5回シンポジウム 古代の土器研究律令土器様式の西・東5、7世紀の土器』
ここでは須恵器の実年代を下げるべく議論がなされている。資料を見てはいないが、陶邑産、湖西産について

は特に言及されていないようである。総体として平行移動的に年代が下がるのか、器種ごとに異なるのか、あ

るいは年代幅が広がるのか等の見極めも重要である。しかし、実年代論に振り回され過ぎると、今回のように

7世紀後半の資料断絶の説明も難しい。土師器の相対年代観で言えば、 2号溝出土品は、他と大きく断絶する

とは思われない。

( 5 )近世(1号塚)について

近世の所産と思われる 1号塚からの古銭の出土は「供養j的色彩が強い。しかし、古銭以外の出土品や

施設の痕跡もなく、骨片等も確認できなかったため、性格的な断定はできない。。

寛永通宝は、いずれもいわゆる「古覧永」と呼ばれるもので「寛」の字の12画と13画が同位置から書き

出されている。「新寛永」の「ハ宝Jに対し「ス宝」とも呼ばれている。古寛永は寛永13年 (1636年)を初

鋳としており、後に錫母銭を用いて規格的に作られた新寛永に比べ、鋳造的に書体等も多種に及んでいる。

新寛永が「文」の字を付けて広まる段階(文銭)は、 17世紀後半の寛文年間とも言われており 1)、 1号塚か

ら新寛永が一点も出土していない事実は、塚の年代を1636年以降、 17世紀中葉までの期間に限定できるか

もしれない。しかし、そうした銭貨学上の鋳造年代観を、遺跡から発見される寛永通宝にも無条件で当て

はめて、年代の物差しとするには未だ危険が伴う。と言うのも、寛永通宝自体の型式学的研究が十分確立

されていないからである。寛永通宝を考古学的な遺物として集成していくことからそれが出発するが、 1

号塚出土品はその一括性から貴重な資料となり得るだろう。

注1川根正教1995r寛永通宝銭の基礎的研究1(上).1I出土銭貨 合冊」出土銭貨研究会
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報告書抄録

ふりがな さんぶまちくりやきぽういせき

書 名 千葉東金道路(二期)埋蔵文化財調査報告書

副 書 名 山武町栗焼棒遺跡遺跡

巻 次 1 

シリーズ名 財団法人千葉県文化財センター調査報告

シリーズ番号 第330集

編著者名 加藤修司・永塚俊司

編集機関 財団法人千葉県文化財センター

所 在 地 干284 千葉県四街道市鹿渡809-2 国 043-422-8811

発行年月日 西暦 1997 年 12月 26日

ふ り がな ふ り tJ宝 な コード 北緯i東経 調査面積

所収遺跡名 所 在 地 市町村 i遺跡番号 0'" :・， " 
調査期間

rd 
調査原因

議議器量誌 主矢ちぽ穂部げん字さ明日んs向e郡4ん9さ7山ん-武1S他ま町ち 12405 002 35度 140度 19930105 ....... 千葉東金道路

36分 23分 19930331 13，500 (二期)建設に

49秒 24秒 19930401 ....... 伴う事前調査

19940331 17，900 

所収遺跡名 種別! 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

栗焼棒遺跡 集落 i旧石器時代 i石器集中地点 4地点 i棋形石器、ナイフ形石器
!彫刻万形石器、様、剥片

i縄文時代 i土坑14基 !縄文土器(後期)

!有舌尖頭器、石鍍

古墳時代後期 !竪穴住居跡50軒 !土師器、須恵器、石器、砥石

i土坑6基 i石製紡錘車、勾玉、管玉、臼玉
!溝1条 iガラス玉、鉄銀、鉄製万子、

!鉄製鎌、鉄斧、釘、銅製帯金具

i耳環、管状土錘、土製勾玉、
i土玉

i奈良・平安時代 i竪穴住居跡13軒 !土師器、須恵器、瓦、石器 !大形の掘立柱建

!掘立柱建物跡3棟 i i物跡が2棟検出
i土坑3基 i iされている。
i溝5条

‘._------------------ー・-_1.._-----喝，・・・・・ーー--------_ー・・-----_1...ーーー・・・・・・・ー-----------------旬-------------_1.._-----ーー---------ーー・・・・・・
近世 塚 寛永通宝
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